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幸福 度 あ ふれ る 北欧 諸国 へ 
北欧 4 か が 国 十 絶 局 4 大 フィ ヨル ド + 世 界 遠 産 オ バル ト 3 国 の 感動 体験 ! 
全 40 コー ス の 中 か ら ご 希望 の 旅行 を お 選び いた だ け ま す 。 


【 フ ィ ン ッ アー 虐 選 】 

「 4 大 フィ ヨル ド へ 」 行こ う ! 

人 人生 で 一 度 は 訪れ た い 北欧 の 絶景 ・ 秘 境 ・ 世 界 遺 産 の 地 へ ………ー…ーー 
アー ティ スト の 足跡 を た どる 北欧 芸術 家 の 心 の 故 旨 を 人 る oon 
気軽 に 行け る 北欧 デザ イン の 旅 街 歩 き で 見 つけ た 東 立 な モノ た ち ーー 


【 絶 景 フ ィ ョ ルド ・ 世 界 遺 産 】 

レシ ンー キ ど リウ ネフ ィ ヨ ルド 5 日 間 TFTET EET EHP 日 - 昌 
コー が と ん 7 ゲイ ヨド お 日 隊 ニーー ニ ーー ニーーーーーーーー ニ ーー ニー ag 
3 大 KW の 二 直 選 だ の の ネネ ツィ ォ ヨ 革 ド 目 間 1 
ブイ ング チー か 5 の 生還 に 2 信 ヘルシンキ 8 スト ッ ク ホ ルム と ソ グ ネフ ィ ヨ ルド 7 日 間 emmmmmmnt 10-1 


ハム ニン グ 特 典 ) e6 。 SS ソ グ ネ ・ ハ ダン ゲル と オス ロ & ベ ル ゲ ン ィ 日 問 eeeoeememrnrrrrroooorrr 218 


1 飛行 機 は お 隣 同士 の 座席 を ご 有意 ソネ フィ ヨル ド ・ リ ー セ フィ ヨル ドア イア 日間 で eeereenenernrnew mw ーーー 14-15 
(日 本 か ら 北 区 まで の 長 距 離 便 に 限り ます ※※ 注 ) | 北 際 4 旋 国 回 区 だ ツタ ダネ ナイ ヨ 北 ド 有 8 日 問 ememeeoeoeeeoeneme……| ヨ 邊 17 


ま ダフ スル ペッ ド の ご ど 希望 を 承り ます ! ルウ エー ナリ ネ フイ ヨル ドイ 日 問 ーー ドー ドー oe 19 


づ . フィ ヨル ド ビ ピュー の お 部 旦 に 無料 アッ メグ レー ド ! 【 感 動体 験 ・ 世 界 遺 産 】 
P12 … 13 (ロフ トブ ー ス ) 


1 90 昌 彰 ま で の こ 予約 で 15.000 円 革 引 !( 朗 限定) 


J コ の の た 


エス トニ ア ・ 世界 遺産 タリ ン と ヘル シン キ 5 日間 ーー - 20 


リン と ビ ベ ヘル シン キ 反 ソ タ ダネ フィ ヨル ド 5 日 間 ・ SPY っ p 

に に に お | お 0 生 こ に 0 スト ッ ク ホ ルム と バル ト 海 クルー ズ & タ リン 6 日 間 - の 1 
当 者 に お 伝え くだ さい 空席 状況 に よっ て は ご 需 望 に 治 えな バル ト 3 国 周遊 世界 遺産 ヴィ リニュ ス / リガ / タ リン 8 日 間 ………… ド ーー 21 
NII ITITTT9TTT 過す ウォン ラン ド 科 馬 縮 僅 日 問 トト ーー に トー ドー トー ニーー… ワウ 


【 ュ ー ス ペー ジ の 移動 マー ク の 見 方 】 【 テ アー ティ スト の 足跡 を た どる 旅 】 


お ー ミ ジワ ー ル SG5 ウ 狂信 昌義 
サン タク ロー ス 桂 と ムー ミン ワー ルド で 過ごす 夏休み 8 日 間 ……………………- 25 





隊 > た ヨリ コー の と を 表 

【 出 発 到着 時 刻 の 目安 】 ロウ ヴァー エミ と サン タク ロー ス 村 + サ ンタ エキ スプ レス と ヘル シン キ 6 日間 25 

フィ ン ラ ンド の 原 風景 ・ コ リ と ヘル シン キ 6 日 間 ーー 
な アア ルト 建築 の 宝庫 ユ ヴ ァ スキ ュ ラ と ヘル シン キ 6 日 間 

HHEOO UE:UO OBEOOD EDO 10 1 抹 0H OO HOO スウ ェ ー デ ン 人 の 心 の 故 撮 ・ ダ ー ラ ナ と スト ッ ク ホ ルム 65 日 間 …… 

スコ ー ネ 地 方 の ペッ グ ベ ル ガ ー 城 に 宿泊 と スト ッ ク ホ ルム 6 日 間 ーーーーー- 27 


の め 5 


【 北 欧 都市 紹介 】 


スト ッ ク ホ ルム 都市 案内 / コペン ハー ゲン 都市 案内 …… emmnrnnrnnnnw 2 


【 北 欧 デ ザイ ィ ン な 旅 】 

フリ ー プ ラン ・ コ ベン ハー ゲン / ヘルシンキ / スト ッ ク ホ ルム 5 日間 」 30 
フリ ー プ ラン ・ ス トッ ク ホ ルム & ヘ ル シ ン キ 6 日 間  …… EEETTEHER 31 
フリ ー プ ラン ・ ペ ヘルシンキ & コ ペン ハー ゲン 5 日 間 -… ーー 2 
プリー プラ ン ・ ス トッ ク ケ ホ ルム & コ ベン ハー ゲン 6 日 間 前 a1 


【 北 欧 匠 ら し 体験 】 


現地 在住 ガイ ド が ご 案内 する 
ヘル シン キ / ス トッ ク ホ ルム / コペン ハー ゲン / オ スロ 5 日 間 ……………mmT 32-33 


暮らし 体験 ・ ヤ ン ネ ・ フ ァ ー ム 6 日 間 ……… RTHPTHHPTPTPTPPPPPPPPHPm 32-33 
日 本 語 を 話す フィ ン ラ ンド 人 宅 で ホー ムステイ 6 日 間 ーー mm 82-33 
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北欧 観 輝 の ハイ ライ ト 「 フ ィ ヨ ルド 」。 2 万 km に お よぶ ノル ウェ ー の 海岸 線 の 絶景 。 

フィ ヨル ド と は ノル ウェ ー 語 で 「 入 り 江 」 と いう 意味 。 約 100 万 年 前 、 氷 河 に 侵食 され た 谷 の 下流 部 が 海水 に 覆 わ れ た も の で す 
幅 に 比べ 距離 が 長く 、 両 岸 は 海抜 1.000m を 超 える 誠 ソノ 立つ 三 が 志 な の aa ! 000m to の 4N0E2 
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ミュ ル ダ ー ル か が ら ブ ロム まで を 結 
ぶ 観 光 別 車 。 約 1 時 間 の 行程 中 
は まき に 、 絶景 の オン パレ ー ド 





ea に 


= ・ 本 


スタ 
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' の 「 夏 で も 雪 を 頂く 険しい 山々 、 深 い 海 に 係 
( 2004 年 デ ッ マ ー タ 国 ・ 自 款 痢 上 留 き れ た 小さ な 輝 般 、 海 治 い の 愛らしい 
北極 団 に ある 世界 最大 の 島 (BO9% 索 々 な ど ロ フォ ー テ ン 諸 島 の 素晴らし い 
が 氷 ・ 永 久 束 土 ] セル メ ケ ウー タ ジ ャ 曇 色 は 「 ま る で 絵はがき の 中 に 入っ て い 
レク 永 河 は 1 日 20m の 速 さ で 動く 。 く よ う だ | と 形容 きれ る ほど 。 
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世界 最長 100km の ネー ロイ フィ ヨル ド 。 世界 は ーー 
第 2 位 6Okm の ガイ ラン ゲル フィ ヨル ド 。 約 ee 
5OOkm" か ら な 堆 大 な 景観 を 読 る 。 」 





スウ ェ ー デ ン 最 大 の 島 - ゴット ラン ド 島 は "魔女 の 宅 急 
便 ′ の 台 都市 と 言わ れれ て いる ジ デブ リフ ァ ン 必見 の 地 。 
パラ の 都 と し て も 有名 。 


"日 本 の ウシ ンド ラー「 牧 康 千 敵 画 
ゆ か り の 地 リ り ト アニ ア は 中 世 の い 


面影 工 る 街 攻 み が 力 。 並み が 魅力 。 


ノル ウェ ー 本 土 と 北極 点 の ちょ うど 中 間 に 位 
一 置 する 島 で 、 大 自然 が 線 り 成す フィ ヨル ド 、 
MV 末 ザ で 記 き セレ 。。 | 氷河 な どの 自然 美 、 真 夜中 の 太陽 、 珍 し い 

)W / 訓 三 。 | 高中 植物 な ど 見 どこ ろ が た くさ ん ある 島 で す 。 
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アル ワ ァ ル ・ ア アル ト 」 の 宝庫 > 代表 作 [ビエ リス ヤル ヴィ 混 の 秋 の 用 は コリ 
一 R ーー 国立 盆 園 の 風早 。 ブフ ブ ィ ン ラ ンド 総量 10 選 の 1 こ 
幼少 期 ら 高 校 卒 業 ま で 過ごし た 千 。 大 学卒 業 後 最初 の オフ ィ ス PD フィ ン ラ ンド の 原 風 早 。 


を 構え た 。 世 界 中 か ら ア アル ルト に 憧れ る 訪問 窒 が 絶え な い 。 


に "まま =. 主人 


帯 は トナ カイ の 頭 を デザ 
イン され 、 ト ナカ イ の 目 
に 見 立て た 中 央 運動 場 
も 健在 。 街 中 の アア ルト 
作品 を 見 て まわ る の も 旅 1 
の 楽し み 。 
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スズ スウェー デン 人 の 心 の 故郷 と 言わ れる ダー ラナ 地 
方 。 晩年 ダー ナラ に 住ん で 家族 を モチ ー フ に 明る 


ペー く 牧 油 的 な な 給 を 描い た 。 
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フィ ン ラ ンド と 言え ば ムー ミン ! い うろ ん 
な 場所 で ゲッ ズ が 買え ます 。 市 内 に は 
専門 店 も あり ます 写真 は パッ ケー ジ 
『 凍 で 1 が か わい い ム ー ミ ンジ 紅 菜 。 
世界 的 に も 有名 な マリ メッ コ 。 ・ 
ファ クト リー ショ ッ プ で は お 得 に ! = 
ショ ッ ピ ング を 楽し も う 。 
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実用 性 と 機能 性 を 兼ね 備え た 製 * 
品 は どれ も 美しく 、 日 常 を 華 や = 
か に 腕 り 、 世 界 中 の 上 人 々 に 驚き 
れ で て いま す 。 * 


だま だす 


eo 1 馬 


コペン ハー ゲン ( デジ マー ク ) 


EPR NT NF PF NE ます TFTNT WT FMNEF PF. 






イヤ マ ち ゃ ん が トレ ー ド マー ク の ちょ っ 
と 高級 な スー パー。 か わい い エ コバ ッ 


主 室 御 用 達 の 名 陶磁 器 メ ー 
カー。 イ ヤギ ー プ レー ト や ロイ ヤル 





ブル ー で 描か れ た 可憐 な お 花 が 。 。 ク や か わい パッ ケー ジ の 商品 が 人 気 ! 
N 

N 

デン マー ク で 生ま れ た レゴ ブロ ッ ク 。 デン マー ク 王 室 御用 達 ・ 北 欧 最 古 の 
コペン ハー ゲン に ある レゴ スト アア 本 店 紅 菜 専門 店 。 N 
の 展示 は 圧巻 ! 見 る だ け で も 楽し い 。 N 
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吉 く は 子供 の 玩具 で 、 ダー ラナ 地 
が 発振 。 今 で は スズ ウェー デン を 和 銀 微 
する 伝統 工芸 品 に な っ て いる 。 お 気 
に 入り の デザ イン を 探し て みよ う 1! 





旧 間 文学 作家 アス トリ ッ ド ・ 
リン ド ダ レー ンジ に よっ て 描か 
れ た | 長く づつ キ の ビッ ピ |。 










= スウェ ー デ ン の 代表 的 な 陶器 。 な 
か で も 写真 の BERSA (べべ ベル サ ) 桐 
の デザ イン は 有名 。 市 内 か ら バ パス 
で 30 分 程 の と ころ に ある 本 社 エ 
場 に は アウ トレ ッ ト シ ョ ッ プ が ある 


雑 資 , アンティーク. カフ ェ 

な ど 、 お 洒落 な ショ ッ プ が 多 

い ゲ グリ ュー ネル ロッ カ 地 区 。 

、 玄 子 の 心 を ギュ ッ と つか む 素 
本 な デザ イン が いっ ぱい ! 





雷 や トナ カイ な どの 模様 が 編み 込ま 


アル ウェ ー の お 土産 の 定番 トロ ー ル ルト 
。 お 店 に よっ て デザ イン が 全く 井 う れ た か わい いい ソリ ルディ ッ ク ・ セ ー タ ー 
の で 好み の トロ ー ル を 見 つけ よう 1! の 品 揃 え が 豊 富 。 


選 息 は 全 で イメ ヌメ ー ジ で す 。 Pi 





世 明 最長 ・ 最 深め の フィ ヨル トド 。 
海岸 か ら 東 に 伸 ぴた 信長 204 k 
m、 最 深部 1.308 m の ダグ ド ヴァ 
ン ゲ ン と フロ ム 間 の クル ー ズ な ど 
が 見 所 。 世 界 遺 産 に 登録 きれ た 
支 基 ネー ロイ フィ ヨル ド を 韓 能 で 
きま す 。 時 に は 野生 ゆり アザラシ 
や イル カカ を 毅 か ら 見 られ る ご と が 
あり ます 。 


1 。 思 
= 県 に 貴 ー 


プロ ム 山 岳 誰 


ブル ウェ ー 鉄 道 史 上 の 最高 民 
必 と し て 有名 な フロ ム 鉄 道 。 標 
高 差 約 860 m を 約 1 時 間 が かけ 
て 進む 。 斜 面 か ら 流 れ 落 ちる 滝 
の 中 で も 、 ジ ショ ー ズ の 滝 は 最大 
の 見 所 。 _ 


キー ロイ フィヨルド ミニ 


ーーW 

トコ ーー 財 『 還 | 
ー ル ー - 崩 負 
ー PT 


| ST 
1 て ルル カ 二 








を ZZZEZI 過 


代 北欧 の ハイ ライ ト を 5 日 間 で 満喫 
筐 世界 遺産 ソ グ ネフ ィ ヨ ルド 観光 


弄 往 路 直行 便 を 利用 
コー ス : フィ ン エ アー 
B コー ス : スカ ン 


ジ ナ ビア 航空 








フィ ン ラ ンド の 首都 へ 
ル シ ン キ は 。 ネオ タラ 
シッ ツウ スタ イル の 近代 
建築 の 街並み が 美 し 
い 港 町 、「 バ ルト 海 の 





DTE 
ど 女 ] と 呼ば れ て いま す 。 デ ザイ シン ショッ プ の 名 
い 中 心 部 は 街 歩 き の し や すい 広 さ で す 。 





に 耳 。] ] 


デン マー タ の 首都 コペン 
ハー ゲン は 、 赤 い レ ジンガ 
の 歴史 的 建造 物 が 壇 多 く 
茎 され 、 ロ マン 茜 う 衝 並 
み が 店 れる 人 々 を 軽 了 し て 
いま ます 。 





アル ウェ ー 弟 2 の 都市 ベル ゲン は 、 フィ ヨル ド 観 光 の 
玄関 口 で 中 世に ハン ザ 都 市 と し て 森 え た 港町 で も 
(みどころ ) 

世界 遺産 : ブリ ッ ゲ ン 。 港 に 面 し 三角 屋根 の 木 
造 の 建物 が 建ち 並ぶ 地区 。 

魚 市 場 : 港 に 面 し 、 苑 、 果 物 や 野菜 、 やけ げ 物 
な ど を 売る 器 店 が 並び ます 。 エ ビ や サー モン の サ 
ン デ ドウ ヴィッ 子 は お すす 矯 。 

プロ イエ ン 山 : ケー ブル カー で 登る こと が で き 、 
境 上 か ら は ベル ゲン の 街 が 一 望 で きま す 。 








員 コ ー ス : FPOOD24AS コー 


*:FPOO24RS 


絶景 ! ソ ゲ グ ネフ ィ ョ ルド (世界 自然 遺産 ネー ロイ フィ ョ ルド ) 


( ヘルシンキ と ソ ク ネ フィ ヨル ド 5 日 間 
コペン ハー ゲン と ソ ク ネ フィ ゴル ド 5 日間 


スケ ジュール 宿 泊地 











1 莉 王 回 成田 発 (AYOZ 便 
空路 (直行 便 ) サフ ィ ン エ アー に で て 


パル シン ー キ ペー。 


中 服 引 肖 田 発 (SK9B4 便 ) 
空 踏 (直行 便 ) み スカ ンジ ナビ ア 航 空 に て 
コペン ハー ゲン へ 。 

コペン ハー ゲン 着 

別 車 ま に て 市 内 へ 。 音 自 ホ テル ペ 


LE 












ヘル シン キ [午前 また は 午後 】 う コペン ハー ゲン [午前 EE 
エア ポー トバ ス ま に て 空港 へ 。 別 車 ま に て 空港 へ 。 

空路 ベル ゲン へ 。 (大 1 空路 ベル ゲン へ 。 

到 藩 後 エ アポ ー ト バス * に て で 市 内 へ 。 到着 後 エ アボート パ スキ に で 市 内 へ 。 

ベル ゲン 市 内 の 散策 を お 楽し か くだ さい ベル ゲン 市 内 の 散策 を お 楽し みく だ さい ゝ 








|3 罰 国 還 べ ベ ル ゲ ン 発 一 [リグ ネフ ィ ヨ ルド 観光 】 回 臣 m Olwl* 
(所 要 時 間 約 12 時 間 ) 
| 





ベル ゲン 借 前 】 AI 
エア ポー トバ スキ に で て 空港 へ 。 


空路 サヘル シン キ ペ へ ( 乗 継 )(1) 


ベル ゲン 午 前 ] 

エア ポー トバ パス * に て 空港 へ 。 

空路 サコ ペン ハー ゲン へ ( 乗 継 ) 

コペン ハー ゲン 発 〈SK983 便 ) 
ー 


テ Muiva Nu | 


5 【 醒 議 同 成田 落 





朱 上 記 ス ケ ジ ュ ー ル は 現地 事情 や 蓄 天 な どの 事由 に より 変更 と な る 場合 写 ご ざし ます 


旅行 代金 (2 名 1 補 利 用 ) 


占 コ ー ズ 


ii 


守 コ ー ス 


4/ 1ー 4/17 229B.000 円 | 7 ユー ア /12 23 紀 .000 円 | 9 1 一 呈 14 2 アロ.000 円 


4718 一 4/24 279.000 円 | 7713 一 8 7 28B.000 円 | 8915 一 923 289.000 円 
4/55 一 55/ 了 3 き 19.000 円 | 8 8 一 8/14 349.000 円 | 9/24 一 9/30 229.000 円 
5/ 8 一 5/31 229.000 円 | 15 一 31 2998.000 円 1107 1 一 10/G1 219.000 円 


[時 重 ヨロ] 90 日 前 まで の お 申込 で 上 記 旅 行 民 金 より 一 律 10.000 円 引き (申込 楽 件 P3 参照 ) 


一 選 末 追加 代 : フィ シン エア ー (日 本 発 土日 5OOD 円 日 李 着 主 日 5OQO 円 ) 
スカ ー ジ ナビ 子 航 空 【 日 本 発 土日 100OG 円 日 李 藩 土日 10QOO 円 } 


園 暴 油 サ ー チ ャ ー ジ が 別個 必要 と な ます : 目安 額 5.440 円 一 88. ロ OO 円 (724 現在 ) (P35 地 照 ) 
較 1 部 屋 利用 追加 工 登 :(Y コ ー ス 39.000 円 品 コ ー ス 9.0QO 円 





て 人 行 期間 :2RGD 年 月 1 日 一 10 月 引 日 本 清 催 行人 貞 : 1 名 欄 本 行 晶 数: 日 間 日 本 発 其 地 : 成田 ・ 憶 田 ・ 問 空 ・ 名 古屋 福岡 ・ 札 幌 
C 用 新 空 会 柱 : 吉 コー ス コ ャ ンー エ アー 返 当 ー ネ スカ ンジ オビ ア 航 空 

CO 産 座 ウ ラス : エコ ッ ミ ー ケ ラス (中 間 フ クラス ・ ビ ジネス ウラ ス ご 希望 の の 方 は P34 参 昭 ) (利用 予定 ホテ チル : P38 参照 

C) 員 事 : 朝食 3 回 、 星 食 回 食品 回 ( 橋 内 食 は 除く )} 

Cj 丘 垂 時 中 有無 : 同行 し ませ 貞 (民泊 : 可能 . 5 時 

C 空 乱 租 : Pa4 箇 軌 〇 中 方 都市 葬 芋 : P35 地 

し) 代 茎 に 苫 まれ る も 中 : 日 短 表 内 航空 運 四 (エコ ッ ミ ー タ ラ エ 変更 本 可 、 和 宿泊 代 全 き 泊 号 (は 上 人 1 部 必 覗 用 朝食 つき)、 ソ ダネ フィ ヨル ド 1 日 ター 
時 * 等 自由 席 、 バス ・ コ フェリー : 自由 席 〕、 日 竹宮 内 キ 還 の 十 示 戻 間 中 乗車 民芸 

還 ツ アー 代 開 共に. 日 本 出発 時 四 空 港 修 設 料 、 現地 出国 税 空港 税 等 を 代行 愛 賠 させ て で いただき ます 。 

還 交 通 箱 問 中 ステ ジュ ー 上 ル 二 変更 に な る 場合 が ご ざい ます の で 予め ご 了承 くだ きい 

上 胎 玉 別 車 の 運行 ステ ジュ ー ル な どど 中 現地 事情 に より ルー ト 空 更に な る 場合 症 あ 中 ます 

較 リ ダキ フィ ヨル ド 1 日 ダー ギン は 1 部 区 開 生 用 し な いい 議 合 で も ご 返 仁 は ご ざい ませ みあ 。 


写真 近海 : Turia Remmma ” wwwrfimdnonssroom 写真 は 人 生 て で イメー ジ で す 。 




















っ sshNyNc【 面 師 交 吐 ・ コ ロト 再 瓶 ] 


アウ ル ラ ンコ ィ ヨ ルド 


ブフ ィ ヨ ルド の 王様 グル ウェ ー 鉄 道 の 最高 傑作 


フィ ヨル ド の 王様 と 呼ば れる この 鉄道 に 乗ら ず し て ノル ウェ ー は 
ソ グ ネフ ィ ヨ ルド を 、 グ ド ヴ ァ 語れ な いと 思え る ほど の 絶景 を 誇 
ン ゲ ン と フロ ム 間 の 内 陸 に 切 る 鉄道 で す 。 別 車 は 旬 和 勾配 を ゆっ 
り 込 む 雄 大 な 自 持 の 中 を クタ くり と 走り 、 素 晴らし い パ ノラ マ 風 
ルー ズ に て ゆっ たり と お 楽し 景 を お 楽し みい た だ け ま す 。 人 達 中 
みく だ さい 。 ショ ー ス の 滝 で 停車 し 、 人 迫力 満点 
世界 遺産 に 登録 きれ た 支流 の 滝 を 背 に 写真 を 撮る こと が で き 
ネー ロイ フィ ヨル ド を 堪能 で 























] () 写真 は 主 て イメ ーー です.。 写真 妊 代 : Berg Tourigt nand / (irigh Chouhiam - visiBErEErLCom ・ Mortni REkkay viit Firm ・ PB』 Errurrisory Vigit Fm 
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生 世界 遺産 ソ グ ネフ ィ ヨ ルド を 満喫 

得 スト ッ ク タホ ルム で の 観光 や ショ ッ 
ビン グ を 楽し み ま し ょ うつ 。 

唱 コン パ ツ クト な 日 程 で 見 どこ ろ を 溝 喚 。 


旬 ベル ゲン か ら オ スロ まで 大 き な お 
荷物 を 別送 する の で ラク ラク 
(お 1 人 様 1 個 まで ) 








bs ま | F 』 


ーー ロ 


「 北 区 の ベニ ス 」| と 言わ れる 程 美 し い 都 ス トッ クタ 
ホル ム 。 あて も な く た だ 守 を ブラ ブラ と 散策 し て 
いる だ け で も 、 目 に 映る 建物 の 美 し さ に 魅了 され 
ます 。 方 ムラ スタ ン ( 旧 市 街 ) で は 中 世に タイ ム 
スリ ッ プ し た よう な 和 並 み を 満 也 し まし ょ う ! 

ユウ ェ ー デ ン の デザ イン は 、 業 し い ガ ラス ネ 製 品 
洗練 され た イン テリ ア や 家具 に 代表 され ます 。 エ 
ステ ル マ ル ム 地 区 の セレ クト ショ ッ プ で の ショ ッ ピ 
ング や 、 市 庁 侍 の ガイ ド ツ アー で 巨匠 カー ル マ ル 
ム ス テ ン の 宮 具 を 眺め て 大 た り ・・・ 時 間 が 足り 
な てく な り そ う 1! 






すすめ! ZZ ガタ プ ザ プチ = 
、-- 策 物 別送 サー ビス 症 テ ー 


オス ロー ベル が シン 問 の み の ソ ツゲ ダネ フィ 


ヨル ド 観 光 の 際 、 通 常 お 背 物 は | 。 [ 
ご 自身 で 運 ぶ 政 奏 が あり ます が 語 ' 
赤 コ ー ス は 夫 き な お 荷物 を ベル 


ン の ホテ ル が か らち ら オ スロ 本 テ 此 ま で 測 送 いた 
ます 。 人 身 右 に 観光 で きる の が うれ し いい ! 


FT ま 考 Wnn チ 考 呈 ゴ F 才 了 * 


コー :FPGG7 き コー ズ : FPORT7 記 


絶景 ! ソ グ ネフ ィ ヨ ルド (世界 自然 遺産 ネー ロイ フィ ョ ルド ) 


(〈Q) スト ッ ク ホ ルム と ソ グ ネフ ィ ヨ ルド 6 日 間 
^ ル ツキ 8 トック 水 中 の 7 ヨル 7 





キ | 表 
成田 ・ 洒 田 ・ 関 空 ・ 名 古屋 ・ 福 岡 ・ 札 幌 発 [午前 
キ ( 乗 継 ) サス トッ ク ホ ルム [タダ 誠 ま た は 店 】 
空 店 スト ッ ク タホ ルム へ 。 
列車 まま に て 市 内 へ 。 スト ッ ウ 水 弄 上 河 
スト ッ ク ホ ルム ヘルシンキ 語 醒 加 ょ BR1 
終日 フリ ー タ イム 。 出発 まで フリ ー タ イム 。 タケ シー 等 (自費 ) に 
市 内 の 観光 や ショ ッ ピ ンダ 等 を お 楽し み て フェ リー ター ミナ ル へ 。 バ ルト 海 ク ルー ズ に て 
くだ さも しい スト ッ ウ ホル ム へ 。 詳 しく は P35 参照 。 旋 食 
は 船内 で スモ ー ガ スポ ボー ド (スカ ンジ ナビ アア T 
スキ トッ ダ 吉 地 上 拍 キン ダグ) を ご 用 意 し て お り ま す 
スト ッ ク ホ ルム [午前 み ベル ゲン 09:! | 
列車 ま に て 空港 へ 。 
こす pl と ウシ ンー 等 (自費 ) に て 市 内 へ 。 
エア ボー トバ スキ ま に で て 市 内 へ 。 スト ッ ク ホ ルム 市 内 の 観光 や ショ ッ ピ ン 
グ を お 楽し みく だ きい い ぃ 
スト ッ ク ホ ルム ふ (午前 一 午後 ] サ IOI テ 1 
ベル ゲン [御前 一 午後 】 
絢 車 * に て 空 尋 へ 。 空路 ベル ゲン へ 。 到 区 後 、 
エア ポー トバ ス * に て 市 内 へ 。 軸 生 


LP PF 


PJ 


V 由 一 時 誠 


ーH ロ サモ ャ 


オォ スロ [午前 】 サ ( 乗 継 ) ナ 
エア ポート パ スキ に で て 空港 へ 。 
空 踏 、 牽 国 の 傍 べ 。 


[5 


上 記 ス ケ ジ ュ ー ル は 現地 事情 や 荒 二 な ど の 事由 に より 変更 と な る 場合 が ご ざき し ます 。 


旅行 代 釜 (E 名 1 室 利 用 ) 
中 (コー ユ / 叶 コ ー ス 


| 是 記 ヨロ | 0 日 前 まで の お 申込 で 上 記 旅 行 代金 より 一 律 10.000 円 引き (申込 件 P3 女 照 ) 


| 画 通 末 追加 代金 : フィ ン エ デー (日 本 発 土日 5 円 日 本 藩 土 日 紀 0OQ 円 】 
スカ ンジ ナビ 毅 空 (日 本 発 土日 HO 円 日 本 着 土日 18QGG 円 ) 


田 駒 油 サ ーー チャージ が 別居 必要 と な り ま す : 目安 額 25.440 円 一 31.500 円 人 ほ / 記 現在 ) (PS35 妻 早 ) 
還 1 人 部屋 利 用 過 加 民 会 ・ 選 コ ー ス 50.000 円 / 員 コ ー ス 5. ロロ 円 


て ) 層 行 期間 : SS 年 4 月 1 日 一 10 月 1 日 最 池 民 行 上 見 : 1 名 竹 C) 棒 行 日 数 : 見 コー ス 5 日 間 / 男 コ ー ス 了 日 間 

し 日 本 発生 地 - 成田 羽田 ・ 関 空 ・ 名 古屋 ・ 福 岡 ・ 乱 幌 利用 四 空 会 社 : ブ ィ ン エ アー また は スカ ンジ ナビ ア 的 空 

C] 座 席 タ ラス : エコ ッ ミ ー タ ラス (中 間 タ ラス ユー ビジ ネス タラ ユエ ご 希望 の 方 は P34 地 照 ) 〔) 刊 用 定 ホテ ル : BE 要 昭 

て ) 地 事 : 定 コ ー ス 朝食 回 、 太 食 回 、 訪 食 器 回 (機内 食 は 隊 く } 包 コ ー ス 朝食 品 加 、 太 食 回 、 ダ 食 1 回 ( 間 肉 食 は 睦 く ) 
) 生 乗員 の 有無 : 同行 し ませ 員 ) 交 泊 : 可能 、 3 大 昭 

て ] 補 港 税 : P34 要 昭 電 方 都市 発着 : P35 夫 昭 


( 〇 代 全 に 含ま れる も の : 日 和夫 内 交 空 軍 仙 (エコ ノミ ー ク ラス 変更 不可 、 本 治 代 金 仙 コ ー ス 4 泊 合 2 人 部 屋 使 用 朝食 つ き ) 度 コ ー ス 4 当分 人 2 


ん 1 部屋 覗 用 / 彰 食 つ つき}.。 ツ ザ ネコ フィヨルド 1 日 ダー ボン ( 間 還 2 等 1 部 指定 席 / 自由 鷹 . パ ス : ブ ェ リ ロー : 自由 護 1、 ベルデ ーー オス ロ 基 物 配 和 民 (お 
S5 ま っ これ 日 程 吉 内 * 印 の 表示 区 間 の 乗車 作 侍 、 タ リー タン リヤ ライ ン 垂 骨 料 お よび げ 海 押 船 室 料 (所 コー ユ の みよ 1 龍 民 使 用 朝食 : 食 つ き ] 
画 注 1 : 日 程 四 匠 番 が 入れ 替わる 可 能 性 ご きゃ ます 
較 ジ アー 代 柱 と共に.。 日 本 出発 時 の 空 乱 郊 誠 料 、 更 地 出 国 科 ・ 空 若 梓 等 を 代行 愛 補 させ て いた だ きま す 。 
還 企 通 可 問 の スケ デュ ー ル が 変更 に な る 場合 記 ご ざい いま す の で 巴 員 ご 了承 だ さい 
較 胎 列車 中 運行 ステ キジ ュー 間 ど 凸 理 地 事 情 に よ 昌 証 一 変更 に な 全 場 合 が 是 け は ます 。 
園 リ ヴ キ コ ィ ヨル ルド 1 日 ター ポー は 1 部 暮 利用 し な いい 場合 で も ご 返 全 は ご きい * 下 せ 貞 。 


写真 提 折 : Herrik Twggyvigt Siocthom 写真 は 全て イメ ー ジ で す 。 











=sHANNS【 曽 師 聞 時 ・ コ よい 絆 北 ] 


四 Hat に Wiiuill 


下條 導 


1 
了 1 


ハゲ が ン 婦 ルル ヲイ ヨ ルド 
ーー ニコ < 





ソ ク ネ フィ ヨル ド ノロ ム 山 病 鉄 道 


世界 最長 ・ 最 深 の フィ ヨル ド メル ウェ ー 鉄 道 史 上 の 最 
海岸 か ら 東 に 伸び ぴた 全長 204km、 最 高 傑作 と し て 有名 な フロ 
深部 1.308 m の ダグ ド ヴ ァ ン ゲ ン と ブフ ロム ム 鉄 道 。 標高 差 約 860 
間 の クル ー ズ な ど が 見 所 。 世界 遺 産 に m を 約 1 時 間 か け て 進 
登録 きれ た 支流 ネー ロイ フィ ヨル ド を 堪 お 。 斜面 か ら 流 れ 落 ちる 
能 で きま す 。 時 に は 野生 の アザ ラ シ や イ 滝 の 中 で も 、 シ ョ ー ス の 
ルカ を 船 か ら 見 られ る こと が あり ます 。 滝 は 最大 の 見 所 。 


ハ ダ ン ゲル フィ ヨル ド 


穏やか が な 山 槻 が 連なる ハ ダ ン ゲル フィ ヨル ド を 満喫 し ます 。 最も 女性 的 
な 美しき を も つ フィ ヨル ド で す 。 山 の 抽 面 に は リン ゴ や サケ タケ ランボ な ど 
の 果樹 園 が 続き 、 毎 年 5 月 に な る と 一 府 に 花 を 咲か な せ 、 海 の 青 と 新緑 
の 中 に 柔らか な 色 で フィ ヨル ド を 彩り ます 。 











[リグ ネ ・ ハ ダン ゲル フィ ヨル ド の 観光 スケ ジュ ー ル ー 倒 | (オス ロ 発 て ベル ゲン 着 ) 


12: 望 着 14: 后 着 李 : 個 着 揚 : 多 着 細 : 多 着 層 : 印 著 揚 : 地 著 
(OB: 呈 発 全 : 禄 人 臣 16: 男 革 本 : 栖 発 栖 : 和 多発 地 : 公 発 世 : 邊 発 







デュ ャ ンズ ザ 


フー ル ハ イム スン ラプ スン ンー ンス 





ビリ 








※ 時 間 は 変更 に な る こと が ご ざい ます 


1Z 写真 は 本 で イメ ー ジ です.。 写真 提供 - CH - Vlglanorwiucom ・ Vight Flam ・ MMorien ktEyVisit Fm 


を ZZZEZI 過 


ソ グ ネ ・ ハ ダン ゲル と 









人 2 大 人 気 フ ィ ヨル ド を = 5 PS 
効率 よく めぐ る オス ロロ & ベ ルケ ン / 日 間 
形 の どか な 風景 が 広がる 
ハ ダ ン ゲル フィ ヨル ド に 滞在 
@⑯ オ スロ と ベル ゲン で は 2 
【 = 
ce 0 本 「 成田 羽田 ・ 関 空 ・ 名 古屋 ・ 福 岡 ・ 札 幌 発 午前 】  ( 乗 継 ) 
短 オ スロ か ら ペ ベル ゲン まで オス ロ [夕刻 また は 夜 】 
大 き な お 荷物 を 別送 し ます 空路 、 オス ロ へ 。 エア ポー トバ ス ま に て 市 内 へ 。 
(お 1 人 様 1 個 まで ) 
。『/M オス ロ 
F を 終日 フ プリー タイ ム 。 市 内 の 観光 や ショ ッ ピ ング を お 楽し みく だ さい 。 
() 穏やか な 時 間 が 流れ る 、 自然 と 芸術 の 街 
slo アル ウェ ー の 首都 オス ロ は 、 南 に オス ロロ ・ フ ィ ヨ se 和 
オス ロ (ノル ウェ ー) ルド 、 他 の 三方 を 山 に 囲ま れ た 自然 と 見 事 に 調 Sd 
和 し た 美しい 景観 の 街 で す 。 ease 





ーー = DTI 


プロ グ ネ ル 交 園 : 
ノルウェー を 人 履 東 
する 彫刻 察 ・ ヴ ィ ー 
ゲラ ン の 作品 が 展 
示さ きれ た 盆 園 。 


ヴァ イキ ング 船 博物 館 : 
一 昌 世紀 の 船 を 展示 
し て お り 、 ヴ ァ イ キ ンダ 
の 歴史 を 感じ る こと が 
で きま す 。 





ロフ ト フ ー ス 【 タ 刻 】 一 ベル ゲン 【 後 】 
ホテ ル 近 く の 身 策 を お 楽し み く 左 さしも 





新 オ ペラ ハバ ウス : 

まる で 海 に 浮か ぶ 永 山 の よ 
うな 状 を し た 業 し い 外 観 の 
劇場 で す 。 屋根 部 全 に は 
35.000 柏 を 超え る 大 理 五 
の プレ ー ト が 利用 され て い 
ます 。 館内 の 有料 ガイ ド ツ 

ー も 人 気 。 





【 夕 刻 ) 着 後 、 バ ス * で ベル ゲン に 向かい ます 。 
し オデ チコ WE コタ 4 5 ベル ゲン 落 後 、 宿 泊 ホ テル ペ へ 。 


ご 宿泊 ポテ ル の ど 紹 介 = 計 に 


こ / ホテ ル ・ ウレ ンス ヴァ ング 
ハタ ダン ゲル フィ ヨル ド の リゾ ー ト ホテ ル : 
ホテ 上 ルウ レン スウ ヴァ ンダ は 。 ハル ダン が ルフ ィ ヨ ルド 沿い に 位置 する ウォ ーー プ 
ロン ト の テル で す 。 壮 や か な 山 と 果 格 園 に 閉 ま れ る よう に 立っ て いま す 。 ゾル 
ワ ェ ー を 必要 する 性 曲 葵 ダリ ー ツ も 衣 じ た AS こい 
EEE ティ 2Df4 年 


っ sshNyNc【 面 師 半 吐 ・ コ そよ 再 ] 


ルル ゲン 
終日 フリ ー タ イム 。. 市 内 の 観光 や ショ ッ ピ ング を お 楽し みく だ さい 


ベル ゲン 【 午 前 】 サナ ( 乗 継 ) サ 
エア ギー トバ パス ま に で 空港 へ 。 
空路 。 帰国 の 途 へ 。 


コモ で 還 NM で MY 寺 >・ 


: 鹿内 ヲ ガー ルル 、 屋外 プー サウ ナ が あり 、 価 稚 に よ 


| ルス テイ を 送る こと が で きま 7 成田 ・ 羽 田 ・ 関 空 ・ 名 古屋 ・ 福 岡 ・ 札 幌 着 【 午 前 ] 


光 上 記 ス ケ ジ ュ ー ル は 現地 事情 や 葛 天 な ど 本 事由 に より 変更 と な る 場合 が ご きい ます 


旅行 代金 (名 1 守 利 用 ) 

58 一 7 放 了 79.000 円 | 8815 一 31 389.000 円 
5/ 8 一 5731 329.000 円 | 9/ 1 一 9714 379.000 円 
「 清光 た を 2 ク Z を Z 2 ンス ツク と BB/ イオー ア /1g 359.000 円 | 9g715 一 23 409.000 円 
( 届 行 央 間 : 2020 年 4 月 2B 日 一 号 月 26 日 攻 人 人 遇 1 名 様 C 〇 旅行 日 生 : 日間 7/13 一 8/ 7 389.000 円 | gy24 一 9/o6e 349.000 円 
(日 本 発 次 地 成田 ・ 滋 田 ・ 関 空 ・ 名 古屋 ・ 揚 岡 ・ 札 幌 (利用 予定 前 空 会 社 : フィ ン エ アー また は スカ ンジ ナビ アア 航空 rss 
] 鹿 席 ウラ ス : エコ ッ ミ ー ケ ラ ェ (中 間 ケ ラス ・ きえ の PO 雪 昭 避 一 914 49.000 円 に 三 請 計 
(利用 予定 ホテ ル : P38 替 昭 (食事 : 朝 食 回 、 昼食 0 回 、 々 食 1 回 ( 旨 内 條 は 除く ) 〔) 素 秒 員 の 有無 : 骨 行 し ませ た 


て ) 杏 泊 : 可能 、 PdB 委 吾 空港 税 -P34 参照 地方 都市 難 姜 : P35 参照 ・ ュー ー 
YY 民 多 に 音 ま れ 才 も 中 : 日 程 電 内 航空 運 貫 【 エ コッ ミー タラ ユア 変更 不可 )。 宿泊 代 倫 吾 追 生 選 上 1 部 月 使用 朝 生 間 3 90 日 前 まで の お 申込 で 上 記 許 行 民 金 より 一 律 10.000 円 引き (中 人 朱 件 P3 参照 


食 つき )、 日程 家 内 * 印 の 表示 丘 問 の 生 代金 ( 多 率 2 等 1 部 指定 席 自由 刻 、 プロ ム 銚 道 - バ ス ・ フ ェ リ ー : 自 2 人 全 フネ wo ] [ 
er 還 骨 示 追 加代 金 : フィ ン エア ー (日 発 土日 50O0 円 日 本 基 土 日 5000 円 ) 





ご 注意 と ご 案内 : スカ ー ジ ナビ 記 吉 空 (日 本 発 土日 1DOOQ 円 日 本 着 土 日 10OCD 円 ) 
画 交 通 要 関 の スケ ジュ ー ル が 変更 に な る 場合 が ご ざい ます の で 予 到 ご 子 承 て だ さい 。 本 > 
胡 や 列 還 の 運行 スケ ジ ュー ル な どの 現地 事情 に より 叱 一 ト 変更 に な る 場合 が あり ます 。 較 懸 油 せ サー キャ ー ジ が 別居 品 要 と な り ま す : 目安 才 25.440 円 2B OOH 円 避 選 4 現在 ) (P35 委 照 


較 オ スロ が ら 小 ー ま で の 物 四 列 送 は お 1 上 和 1 つ まで と 友人 皇 ず 。 


画 ウ アー 代 全 と 共に 、 日 本 出発 時 の 空港 塩 料 、 現地 出国 税 ・ 空 港 本 等 を 代行 受 祝 き せ て いた だ きま す 。 還 1 人 部屋 追加 代 多 5 泊 ) :88.000 正 


三 真 提供 : Mala Jahansen.ngyHioeBl Lllanavarg ・ Burm ravdal EitoryHioel Uanasyarig ・ Haahon hiardukuriatel Ulierasvarg 写真 は 芋 〒 イ ュー デジ で す 。 13 





14 


Hi ー プ r ヨ ル - 





世界 最長 ・ 最深 の フィ ヨル ド 。 海岸 か ら 
東 に 伸び た 全長 204 km、 最 深部 1.308 
m の グ ゲド ヴァ ン ゲ ン と ブロ ム 間 の タル ー 
ズ な ど が 見 所 。 世界 遺産 に 登録 きれ た 
支流 ネー ロイ フィ ヨル ド を 堪能 で きま す 。 
時 に は 野生 の アザ ラ シ や イル カ を 舶 か ら 
見 られ る こと が あり ます 。 


遂 の 中 で も 、 


タル ウェ ー 鉄 道 史 上 の 最 


高 傑作 と し て 有名 な フロ 


ム 鉄 道 。 標高 渡 約 860 
mm を 約 1 時 間 か け て 信 
む 。 抽 面 か ら 流 れ 落 ちる 
ン ョ ー ユ の の 


滝 は 最大 の 見 所 。 焦 





- 垂直 に 切り 立つ 巨大 な 岩 が そ ぴ えた つ 、 和 全長 42krm の フィ ヨル ド 。 ノ ル 
ウェ ー 南 部 に ある リー セ フ ィ ヨ ルド は 、 な ん と いっ て も 海面 が ら 訓 く 切 り 
立つ 604 m の 突き 出 た 岩 、 プ レー ケス トー レン が 見 どこ ろ で す 。 ス タ ヴ ァ 
ン ゲ ル か ら フ ェ リ ー と バス を 乗り 継ぎ ぽ き プレ ー ケ スト ー レ ン ヒ ュ ッ テ ま で 
約 1 時 間 、 そ こ か ら 歩 いて 約 2 時 間 で 断 必 絶 足 の 岩場 に 到着 し ます , 





・ ICE (TulByrtalhrwBy.Crmrf ・ Hralki "ak 記 中 ar Ws 目 FlBmi - 
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中 1 
ー セ フ 人 ヨル | ド の 提 スケ ジュ ヤー ー ル ー ー 例 四 (スタ ウ ・ ア ン ケ . 


に リ 





eu Ne 
で" いよ は M 罰 一 ] | 避 
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FB ヒ 由 mimirwir'wit FlEFTI 


多 寺 の 大 フィ ョ ルド 探訪 


ッ ル と タ ア り 
リー セ フ ィ ヨ ルド / 日 間 





2 大 人 気 フ ィ ヨ ルド を 
区 率 よく めぐ る 

葉 世 界 遺産 ソ グ ネフ ィ ヨ ルド を 満喫 "大 

介 雄大 な フィ ヨル ド を 間近 に 感じ る 





































クル ー ズ 体験 

@ リー セ フ ィ ヨ ルド で ハイ キン グ も 加 剖 泌 田 発 SK984 便 ) 
断崖 か ら は すばらし い 眺 め を 了 | 空路 (直行 人 サス カン ジ ナ ビア 航空 に て コペン ハー ゲン へ 。 
堪能 ] ク | 国 琶 軸 コペン ハー ゲン 着 





別 車 ま に て 市 内 へ 。 音 自 ホ テル ペ へ 。 
コペン ハー ゲン [午後 ] み ベ ル ゲ ン 【 午 後 また は タ 刻 | 「 つ "17 
列車 * に て 空港 へ 。 空 路 、 ベ ル ゲ ン へ 。 

落 後 、 エ アポ ボート バス * に て 市 内 へ 。 


ーH サ で で | 


デン マー タク の 首都 コペン ハー ゲン は 。 赤 
い レ レンガ の 歴史 的 建造 物 が 数 多く 残 き 
れ 、 ロ マン 漂う 街並み が 訪れ る 上 人 々 を 挨 
了 し てい いま す 。 


ペ 川 が ジ 6 
アル ウェ ー 第 2 の 都市 ベル ゲン は 、 フィ ヨル 
ド 観光 の 玄関 口 で 中 世に ハン ザ 都 市 と し て 


ま 絡 日 : ベル ゲン 聞 】 コソ ヴ ネ フィ ヨル ド 観 光 ー ベル ザン [ 杭 ] 
(所 要 時 間 約 12 時 間 ) 


ベル ゲン [午後 ] プス タウ ァ ン ゲル [午後 また は タダ 刻 
【 午 前 】 出発 まで 自由 行動 。 ソ / ル ウェー 第 2 の 都市 べ ル ル ゲ ン の 








蛇 えた 港町 で すむ 市 内 観光 や ショ ッ ピ ング を お 楽し みく だ きい 。 

(みどころ ) [午後] バス * キ に て アル ウェ ー 沿 岸 の 風景 を 楽し みな が ら ス タ 
世界 遺産 : ブリ ッ ゲ ン 。 港 に 面 し 三角 屋 ヴァ ン ゲ ル へ (所 要 時 間 約 5 時 間 30 補 ヴァ ン ガ 
根 の 木造 の 建物 が 建ち 並ぶ 地区 。 日 : スタ ヴァ ンク タル 開 コリー も フィ コル fk っ IOIxlz 


浴 


角 市 場 : 送 に 面 し 、 魚 。 果物 や 野 葉 . みや 
け 物 な ど を 売る 露店 が 並び ます 。 エ ビ や サー モ 
ン の サン ドウ ィ ッ チ は お すす 和 め 。 

フロ イエ ン 山 : ケー ブル カー で 登る こと が で 
き 、] 叶 上 か ら は ベル ゲン の 衝 が 一 望 で きま す 。 


スタ ヴァ ン ゲ ル [夕刻 ] (所 要 時 間 約 7 時間 10 公 ) 





メタ ヴァ ン ザ が ル 泊 


人 
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イ 

ル 

ド 
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ダ 

グ 

束 

マ 

所 」 

デ 」 

ビデ 

レン の 切り 立っ た 産 が 見 えて きま す 。 ド 
リ 

| 

せ 
テ 
T 
に 」 
JP 
ド 





ス な ヴァ ン ゲ ル 【 朝 また は 午前 】 EE 
エア ポー トバ パス (自費 ) な ど に で 空港 へ 。 空 路 。、 コ ペン ハー ゲン へ 。 
牙 玉 回 コバ ン ハ ー ゲ ン 発 SK983 便 ) 帰国 の 逢 へ 。 
| 





プロ ゴイ エー 山 か 王 本 睦 貼 





四 E 日 時 光 上 記 ス ケ ジ ュ ー ル は 現地 事 策 〒 人 天 な ど の 事由 に より 変更 と な る 場合 ご ざい いま 
リー セ フ ィ ヨ ルド 観光 の 拠点 と な る スタ ヴァ ン ゲ ル は 水 河 期 を 上 証 議 庄 本 % 
乗り 越え 、 ヴ ァ イ キ ング の 時 代 に は 彼ら の 活動 拠点 と な っ た 還 EE 
町 で す 。 カ ラフ ル な 木造 建築 物 が 多く 、 その 数 は ヨー ロッ パ 上 本 証 引 較 門 
最多 と も 言わ れ て いま す 。 町 で は 数 多く の 歴史 的 建 造 物 を 目 
に する こと が で きる ほか 、 自 慢 
の シェ エフ ブ が 区 い レ スト ラン が 旅 
行者 に は 魅力 で す 。 


行 代金 (2 名 1 宇 利 用 ) 
| 1 ニカ 12 299.000 円 ss 369.000 由 | 
| 3s/ 7 359.000 円 | 9 1-9/8 349.000 円 | 





較 退 未 追加 代金 (日 本 発 土日 10.00Q 円 日 本 着 士 日 10.000 円 
男 括 油 サー チャ ー ジ が 別途 必要 と な り ます : 目安 額 25.440 円 2724 現在 ) (P35 参照) | 


遼 部 屋 追加 代金 (5 泊 ) : 49.000 円 | 





催行 鞭 間 202G 年 5 月 11 日 一 旨 月 日 紀 最 池 位 行 上 上:1 名 様 ( 〇 旅行 日 協 : 了 日 間 
「) 日 本 侍 善 地 : 羽 田 CC) 弄 用 予定 毅 空 伝 社 : ス カシ ジ ナ ビア 前 空 森 康 マラ ユ : エ コッ ミー な ラス (中 
間 ウ ツラ ユ : ビ ジネス タラ ユメ ご 希望 記 は P34 妻 杏 ) 〇 利用 定 ポテ:P38 要 昭 (食事 : 朝 食 后 回 、 
太 次 口 回 、 訪 廊 口 回 (杉内 食 は 除く ] 自生 具 中 有無 : 同行 し ませ 見 C 征 泊 : 可能 、P36 大 昭 
空港 税 :F34 基 根 (地方 都市 発 藩 -P35 雪 照 ) 代 本 に 含ま れる も の : 日 租 内 航空 運 革 (エコ 
ミー タラ ユア 詞 更 笠 可 )。 宿 折 性 全 呈 追 号 選 旧 1 部 必 覗 用 " 朝 黄 付き 1}。 ゼ ダ ケ ネ ゴ マ ィ ヨル ルド 1 日 ダー 
人 Re バス ・ ブ ェ リ ー 自 由 席 】。 日 程 夫 内 キ 印 軸 醒 示 区 間 の 入 車 民 仁 

還 ジ アー 民 企 と 共に . 日 本 出発 時 中空 港 施 評 料 。 現地 出国 税 . 空港 税 等 を 代行 愛 額 せき せ で てい た だ きま 
還 立 通 到 回 の スケジュール が 変更 に な る 場合 ご ざい ます 中 の で 叉 ご 了 承 く だ さい 。 較 申 や 列車 本 紀行 
ュ テ ジュ ー ル が 現地 事情 に より ルル 一 ト 変 更に な る 場合 が あり ます 。 較 リープ ィ ヨ ルド の コブ ェ リ ー、 バス の 
運行 次 間 は 王 月 1 日 一 各 月 5 日 天 ま で で す , (スケ ジュ ー 由 来 確 定 ) 較 ソ ダネ フィヨルド 1 日 ダー ボン 
は 1 部 区 間 利 用 し な い 場 合 で も ご 返 倫 は ご きい 中 尾高 。 


きけ デー ダ 貞 旧 市 守 


町 四 中 心 に 世 置 する スタ ヴェ ンー デル 聖 党 





写 真 提供 : Turis Remmre / wwm-ifordnonwgy.Cnm - Bergesi Totist Herd / Rnbim ir - vlsBergeriCom - SvemB Hornievtk / wmwwriirdnarwar_cnm ・ Terj Rhk / Norric L 叶 上 生 7 wwarijierdnomsycom 写真 は 芋 イメ ュー デジ で す 。 ] 


し 
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世界 最長 ・ 最深 の フィ ヨル ド 。 海岸 か ら 
東 に 伸び た 全長 204 km、 最 深部 1.308 
m の グ ド ヴ ァ ン ゲン と ブロ ム 間 の タル ー 
ズ な ど が 見 所 。 世界 遺産 に 登録 きれ た 
支流 ネー ロイ フィ ヨル ド を 堪能 で きま す 。 
時 に は 野生 の アザ ラ シ や イル カ を 船 か ら 
見 られ る こと が あり ます 。 


メル ウェ ー _ 鉄道 史上 の 最 


高 傑作 と し て 有名 な フロ 


ム 鉄 道 。 標高 差 約 860 
m を 約 1 時 間 か け て 進 
む 。 対 面 か ら 流 れ 落 ちる 


滝 の 中 で も 、 シ ョ ー ス の 
滝 は 最大 の 見 所 。 


ショ ー メ の 滞 


に 
WWY'ETiWWW1 








コイ アア アプ アプ アイ アプ ア ガ アプ イオ ア アダ アア , 


_ 追加 宿泊 プラ ン の ご 紹介 (3 日 目 : 要 下 泊 





重 フ ロム 柚 泊 プラ ン ( 朝 ・ 心 食 付 ) 本 タイ プ 指 定 な し 
1870 年 か ら の 長い 伝 紅 と 則 か い 雲 囲 気 を 守り 
続け て い 作 フレ トバ ハイ ム ホ テル に 宿泊 し ます 
ツイ ン 35000 円 (お 1 和 人様 1 泊 あ た り ) 

シン プル 53.000 円 (お 1 様 1 泊 あ た り ) 


午 ス タル ハイ ム 宿 泊 プ ラン ( 朝 ・ 妨 食 付 ) 
つづ ら 折 中 の 道 が 続く スタ ル ハ イ 上 肖 谷 を 眠 下 
に 望む 崖 の 頂上 に 建つ ホテ ル に 宿泊 し ます 。 
アイン 35000 円 (お 1 人様 1 泊 あ た り ) 

シン プル 35.000 円 (お 1 入 様 1 泊 あ た り ) 























写真 は 全て イメ ー ン で 二 。 写真 理 島 : Berg Tarigt Board / Rnbin Sirarrd - uisjiBlergErucnm ・ ulnrtgn REkkE/Visit Flm ・Flgmmshara 直 15528_10D4.Jpg 





ユネ 上 史 バイ 占 涯 谷 


ーー 目 T 





rad ト 


FPGE1H5 


大 型 客船 「DFDS シー ウェ イズ |」 と 







ョ ーー rm の 人 気 都市 を 2 2 
コン バク ト な 日程 に ー 北欧 4 カ国 周遊 と 
っ 5 ソ グ ネフ ィ ヨル ド 8 日 間 


筐 大 型 客船 DFDS シー ウェ イズ で の 
クル ー ズ 体験 











還 車窓 の 眺め が 美しい ブロ ム 鉄 道 に 乗車 「 | 朝 | 量 | 和 
@ 追加 代金 全都 市 邊 泊 アレ ンジ 可能 ! ン | 1 正 "0・ 関 補 ・ 名 古屋 ・ 福 岡 * 札 人 衝 前 | = 「 
@ オス ロ か ら ベ ル ゲ ン ま で 大 き な お 集 物 を ) き (直行 便 ま た は 乗 力 ) サコ ペン ハー ゲン 【 夕 誠 ま た は 夜 】 
別 黄 し ます (お 1 人 様 1 個 まで ) | 
ノ | う ン 発 駆 革 ふさ オ スロ 【 且 朝 ) SI 
ウ 出発 まで 自由 生生 。 コペン バー ゲン の 市 内 扱 光 や ショ ッ ピ ン | 
| 





グ を お 楽し みく だ さい 。 
タダ タ シ ー ( 実 克 ) な ど で フ ェ リ ー タ ー ミ ナル へ 。 





ii で 


デン マー クタ の 首都 コバ ペン ハー ゲン は 、 王宮 の 由 HE 
衛兵 や 赤い レン ガ の 歴史 的 な 建造 物 が 数 多 間 還 mu 
建ち 、 た 「 あ と き 













| Oslo 1 オス ロフ ェ リ ー タ ー ミ ナル 翌 六 後 、 タタ シ ー (実費 ) な な に て 
' ' オス ロ 市 内 観光 や ショ ッ ピ ング を お 楽し みく だ さい 。 

、 ノル ウェ ー の 普 都 オス ロ は 、 フィ ヨル ド の 奥 2 殺 日 オスロ [ 商 ] ソ グ ネフ ィ ヨ ルド 観光 ベル ゲン 【 座 ]「 ご | 1 

深く に 中 か れ た 芸術 の 都 。 市 内 観光 の みな (所 要 時 間 約 12 時 間 30 公 

ら ず 美術館 めぐ りや お 洒落 な 雑貨 、 ア ン 

ティ ー タ 探し も 楽し い 街 で すれ コー ヒー 先進 

PE 国 な ら で は の お いし い カ フェ 巡り も お すす め 。 








が ッ 
Bergen ン の のこっ 博 


ノル ウェ ー 第 2 の 都市 ベル ゲン は ブリ ッ 語 雇 下 
ゲン 地区 の 玄関 口 。 港 に 面 し た 三 為 屋 男 訪 ま 





5 ベル ゲン [午前 】 (直行 便 ま た は 乗 継 ) al 























AH キー マロ ロロ ・ コ sMANNs【 肖 師 空 庄 ・ コ ミロ よい 閉 瓶 ] 


根 の 木造 建築 が 立ち 並ぶ ブリ ッ ゲ ン 地 攻 3 
区 は ハン ザ 都 市 の 面影 を 華 し 世界 遺産 置 エ スト ッ ク ホ ルム [午後 また は 夕刻 
に 登録 され て いま す 。 デ | エア ボー トバ パス * に て 空港 へ 。 空路 スト ッ ク ホ ルム へ 。 
尼 引 車 ま に で て 市 内 へ エト ッ ウ 示 ル 所 折 
Stockholm(/ 2 | 。 スト ッ ク ホ ルム 誕 後 また は タ 本 み ヘ ル シ シ キ 【 タ 廊 IOI* 
0 ン | 出発 まで フリ ー タ イム 。 ス トッ ク ホ ルム 市 内 の 観光 や ショ ッ ピ 
スウ ェ ー デ ン の 首都 スト ッ ク ホ ルム は 、 豊 。 と | ニン グ を お 楽し みく だ さい 。 
か な 緑 と 清 に 恵まれ た 北欧 らし い 美 し い ド 列車 * に て 空港 へ 。 空 路 へ ヘル シン キ ペ へ 
午 。 ァ メー ベル 賞 の 晩 装 会 が 行わ れる 市 庁 エア ボー トバ ス ま に て 市 内 へ 。 
信 、 旧 市 街 に は 王宮 や ノー ベル 博物 館 、 ーー ーーーーーーー ーー 
芸 博物 館 な ど 見 どこ ろ が いっ ば ぱい です 。 7 ヘル シン キ 【 午 前 一 夕刻 】 サ (直行 便 ま た は 乗 継 ) サ ' 
出発 まで ブリ ー タ イム 。 8 
を お 楽し みく だ さい 。 


Helsinki グ 2 


フィ ン ラ ンド の 首都 ムリ ルル シン キ は 、 ネオ タ 
ラシック スタ イル の 近代 建 筆 の 街並み が 
美しい 港町 、「 バ ルト 海 の 乙 女 ] と 呼ば れ 
で いま す 。 デ ザイ ン シ ョ ッ プ の 多い 中 心 部 
は 街 歩 き の し や すい 広 さ で す 。 


エア ボー ト パ ス キ ま に て 空 穫 へ 。 空路 、 帰 国 の 途 へ 。 | 
* 「 キ 
遇 成田 ・ 羽 田 ・ 関 空 ・ 名 古屋 ・ 福 岡 ・ 札 幌 着 【 午 前 】 
品 上記 ス ケ ジ ェ ー ル は 現地 事 惜 定 奄 夫 な だ 机 事 由 に よ 呈 鹿 更 と 音 訓 場合 恋 ご きん しま 


旅行 代金 (2 名 1 室 利 用 ) 


1ー4717 329.000 円 


4718 一 4/24 399.000 円 | 8/15 一 8/31 399.000 円 
期間 :20G0 年 』 月 1 日 9 月 30 日 最 池 催行 上 員 :] 名 欄 ロ ) 崩 行 日 困 B 日 間 て ] 昌 本 例 七 地 成 田 、 泥 田 、 賠 空 、 


届 生 nn 円 ar, コー い 
名 古屋. 福岡 、 和 幌 (- 唱 用 予定 航空 会 桂 : フィ ン エ アー また は スカ ンジ ナビ アア 航空 O 和 ク ラス ・ エ コノ ミー タラ ス (中 間 425ー5/ 7 489.000 円 | 9/1 一 9/14 389 000 円 | ] 
サラ ユ ・ ビ ジネス タラ メス ご 希望 の 方 は PF34 大 租 】 ) 刊 用 予定 ま 子 上ル :PB 雪 昭 C) 員 事 : 朝食 到 回 、 太 食 回 、 ダ 高 1 回 | 
(人 は 際 く ) (つの 和 有 拓 同行 し ませ ん 抵当 可能 P38 多 昭 て つ 空 港 抽 ・P34 和 昭 ( 〇 方 制 基 ・P35 5/ 8 一 5/31 329.000 円 | 915 一 9/23 409.000 円 | 
夫 困 〔) 民 馬 に 昔 ま れる も の : 日 程 内 所 空 定置 (エコ アミ ー タ ラメ 変更 下 可 )、 窒 泊 棋 全 王 泊 号 9 
DFLS シー ウェ イズ 乗 般 料 お よび げ 竹 陽明 室 料 2 』 1 部 屋 使用 "朝食 ・ 食 つき)、 ツ ダ ネコ フィヨルド 1 日 ター ポン ( 弄 車 : 1 部 描 





6/ 1-7/12 359.000 円 | 9/24 一 9/30 359.000 円 | 


定 吉 自由 麻 、 バス ・ ブ ェ リ ー : 自由 座 )、 オス ロー バル ザン 黄 物 配 球 民 ( お 1 上 様 1 舞 )、 日 程 要 内 * 印 還 理 未 区 間 呈 坪 車 民 企 に と 
5 * 7/13 一 8/ 7 389.000 円 | io ー1o/31 339.000 円 | 








か の か SRA ミ 寺 且 、 オメ ロゴ ェ リ ーー ミキ 中 ー オ エロ 市 再 朴 牧 動 箸 は 客 本 本 補間 90 日 章 まで 送 で 上 記 旅 行 代金 より 一 律 10000 円 き (中 P3 大 格 ) 「 
Eh に ar: 三 に EE の お 申込 で 上 記 旅行 代金 申込 人 | 
ご 員 揚 と な り ま す , (タウ シー で 果 15 倫 3500 円 程度) 較 聞 末 追加 代金 [ フィ ン エ アー [日 本 発 土日 50O0 円 日 本 着 土日 5QOO 円 ) 

且 ツ アー 性 侍 と 共に . 日 本 出 仙 計 の 空港 話 設 笠 、 下地 出国 租 ・ 空 港 税 等 を 尾行 受 哲 させ で いた だ きま す 。 I スカ ンジ ナビ アア 航空 (日 計 土日 1OOOO 円 日 率 着 土日 10OGO 円 ) | 
還 欧 遂 要 賠 の スケ ジュ ー ル が 恋 更 に さる 場合 が ご ざい ます 中 の で 予 各 ご 了承 て だ さも しい ー チ ャ ー:f が 科 計 ま 2g8BDO 円 一 31 4 本 短 | 
本 和 や 区 の 運行 スケ ジュ ー ル な どの 現地 事情 に より ルー ト 恋 更に な る 場合 が あり ます 。 略 法 サ ー チ ャ ー ジ が 光 人 本 と な り ます : 昌 安 束 28.600 由 31.500 円 セ /4 現在 ) (P35 参 時 | 
較 ソ グ ネ フィ ヨル ド 1 日 ケー ポン は 1 部 区 間 利 用 し な い 場 合 で も ご 返 牌 は ご ざい ませ ん と 。 一 1 直 部 恒 追加 民 釜 (6 泊 】 : 80. ロ 00 円 





写真 挫 島 : Kim WinnyisitDanmart・KaHin Ballew Mgtador PiehwnrtrFined hinnwsy ・ Herrik Tryggrlmagebank_swedsn.sa 写真 は 芋 〒 イ メー デジ で す 。 1 ア 


EQOFHS af Hill 
絶 還 ヨル ド の 
世 軸 伺 産 





ソ ク ネ フィ ヨゴ ルド ノロ ム 山 病 鉄 道 


世 界 最長 ・ 最 短 の フィ ヨル ド ラル ウェ ー 鉄 道 史 上 の 最 
海岸 か ら 東 に 延び た 全長 204km、 最 深 高 傑 作 と し て 有名 な フロ 
部 1.308km の グ ド ヴ ァ ン ゲン と フロ ム 間 ム 鉄 道 。 標高 差 約 860m 
の クル ー ズ な ど が 見 所 。 世 界 遺 産 に 登 を 約 1 時 間 か け て 進む 。 
録 さ れ た 支流 ネー ロイ フィ ヨル ド を 撮 能 斜面 か ら 流 れ 落 ちる 滝 の 
で きき ます, 時 に は 野生 の アザ ラン や ゼイ ル 中 で も 、 シ ョ ー ズ の 滝 は 
力 を 船 か ら 見 られ る こと が あり ます 。 最大 の 見 所 。 





ア 豆 二 ラ デー ブイ 当時 ド 






































プレ ト ハ イム ホテ ル 
さ ツイ ン 10.000 | ウイ ン 10000 円 
シン グル 18.000 有 有 | シン グル 18.000 円 
ク ヴ ィ ク ネス ホテ ル 
ツイ ン 8000 円 ッ イ ン 12.000 円 章 語 
シン グル 14.000 円 | シン タル 20.000 円 軸 語 





[リグ ネ フィ ヨル ド の 観光 スケ ジュ ー ル ー 倒 ] (オス ロ 発 て ベル ゲン 着 
区 | 」 、 計上 日 目 に =| 


以 : 叫 著 層 : 著 5 : 主 着 
3 : 姦 発 15:3 抑 例 7 : 可 発 


二 定 角 週 マロ エロ 人 ュ _ 当 地下 股 革 前 
約 キ 時 間 30 号 恒 約 1 時 間 約 1 時 間 25 茶 





ーー 由 ユ ー 


写真 は 主 て イメ ー ジ で す 。 写真 姓 供 : CH - ViglmrmorwarruCorm ・ Vigit Flml ・ Mowien Rhey'Visit Fm 
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@ 人 気 フ ィ ヨ ルド を 効率 よく めぐ る 








人 @ タイ プ の 違う ソ グ ネフ ィ ヨ ルド 沼 ー よ 計 
い の 2 つの ホテ ル に 宿泊 7 ン 人 夫 
@ フ ロム と バレ スト ラン で は ホテ ル 「 便 了 
@⑯ オ スロ か ら ベ ペル ゲン まで 大 き な . 請 了 さ ーー、 ン と 共 い 
お 荷物 を 別送 する の で ラク ラク ーッ 人 
ーー ーー ーー 





Fiam ブフ ロム りら っ 朝 
標高 2 メー トル の フロ ム は 、「 険 し い 山 の 間 
に ある 小さ い 平 地 ] と いう 意味 を 持つ 古代 
ノル ウェ ー 語 に 由来 し て いる 通り 、 谷 の 間 
に 人 人 々 が 暮らす 家々 が 点 在 する 村 で 、 標 高 
866 メー トル に 位置 する ミュ ル ダ ー ル 料 と 鉄 
道 で 繋が っ て いま す 。 

駅 の 周辺 に は 土産 物 店 や 宿泊 施設 、 レ スト 
ラン な ど が 集まっ て いま す 。 周辺 の 散策 や 鉄 
道 博 物 館 、 少 し 足 を 伸ばし て ステ ー ガ ステ イ 
ン 展 望 台 ま で 行く の も お すす ゆめ 。 


s ナ 
に 宿泊 ホテ ル の と 衝 = 


ニレ ッッ ポー 。 


ここ ニン レレ アシ と シシ 2 


PMP 

クウ ウィ クウ ネス ホテ ル は 1877 年 仙 業 の 0 ヨル ド 潤 い に あ る 老舗 末 テ リル で 
ま . ホテル 内 に 飾ら れ た 芸術 作品 や アン ティ ー タ の コレ クタ クション が 羽 見 で ま 。 ヒ 
メト リカ ル ホ テル と し て 登録 きれ 、 歴 史 と 伝統 を 守り 続け て いま す 。 


直子 地 凍 の ゴ ィ ヨ 擬 ド 


. 才 まず 手 まず まま 末 ま 末 手 手 事 ま 上 押 事 括 ボ 上 


) 届 行 期間 : 2nEO 年 月 2B 日 一 絢 月 2326 日 (区 洗 届 行 人 仙 :1 名 欄 ( ロ 誠 行 日 数 : 了 日 間 

日本 葬 募 地 : 成田 ・ 羽 田 ・ 閲 空 ・ 事 吉 量 ・ 反 岡 ・ 乱 幌 て 枯 用 予定 航空 仁 杜 - コ ィ ー エ アー また は ユカ ー ジ ナビ デア 空 

て 定席 取 ラ ス - エコ ッ ミ ー ケ ラ ェ (中間 タテ ラス ユー ビジ ネス タラ ェ ュ ご 希望 中 方 は P34 夫 林 } 

て ) 届 用 予定 ホホ テル :PG 昌 妻 照 食事 朝食 回 、 太 食 回 、 ダ 癌 回 ( 隊 内 食 は 除く ) ( 氷 秋 具 の 有無 : 同 行 し ませ 

て 本 折 : 可能 、 PBR 参照 空港 税 -P34 参 昭 (地方 都市 基 藍 : P ヨ 5 参照 

て YKt 釜 に 音 ま れる も も 中 : 日 程 家内 航空 運 侍 【 エ コッ ミー タラ ユア 変更 下 可 )、 窒 泊 代 登 呈 追 合 選 上 1 部屋 使用 朝 
食 つ き )、 日 程 直 内 キ 印 軌 表示 丘 間 の 乗車 民 査 ( 刑 車 は 等 1 部 指定 庫 7 自由 庫 、 プロ ム 録 適 -・ パ ス ・ コ ェ リ ー - 自 
由 席 )、 オス ロー バル ザー 誠 物 配送 民 (1 よ 様 1 個 ) 

選 告 午 と ご 案内 : 

国交 通 要 関 の ス ケ ジ ュ ー ル が 変更 に な る 場合 が ご きゃ いま す 四 宮 手 和己 子 承 て だ さき 

較 骨 補 中 車内 運行 ス サ デ ュー 時 三 どど 加 理 堆 事 情 に より 叱 一 ト 意 更に 埋 場 合 が 融 ま す 。 

較 オ スロ か ら バ ルデン まで の 茜 物 の 別送 は お 1 人様 1 つ まで と な りす 。 

較 ツ デー 履 公 と 共に 、 日本 出 鞍 時 四 空 供 馬 酸 笠 、 現地 出国 筐 ・ 空 洪 科 等 を 物 行 肖 准 きせ て いた だ きまま す 。 















紀 表 フィ ヨル ド ハ イ ライ ト 
犯 する ノル ウェ ー 
ソ グ ネフ ィ ヨ ルド 7 日 間 


成田 ・ 羽 田 ・ 閲 空 ・ 名 古屋 福岡 ・ 札 幌 発 【 午 前 ] 
か ( 乗 継 ) サオ スロ 【 夕 刻ま た は 夜 ] 


終日 リータ イム 。 CE P38 


オス ロロ か ら ら ノ ルウ ェ ー 国 鉄 に 乗り り ミ ミュ ル ダ ー ル へ (指定 席 〆 
約 4 時 間 30 分 )。 都 市 部 か ら 山 間 部 へ 、 移 り 変 わる 様々 な 
景色 を お 楽し みく だ さい 。 列車 に は 食堂 車 も ご ざい ます 。 

【 午 後 】 ミュ ル ダ ー ル 着 。 フ ロム 山岳 鉄道 に 乗り 換え フロ ム へ 。 
プル ウェ ー 鉄 道 史上 最高 傑作 と し て 有名 な フロ トム 鉄道 。 
標高 差 約 860m を 約 1 時 間 か け て 進み ます 。 
終 面 か ら 流 れ 沙 ちる 滝 の 中 で も ショ ー ス の 遂 (写真 スト ッ プ し 
ます ) は 最大 の 見 どこ ろ で す , 

還 吾 3 還 フ ロム 花 。 徒歩 に て ホテ ル へ 。 
宿泊 は 1870 年 か ら 長い 伝統 を 守り 続け て いる 「 フ レ ュ イ ム 
ホテ ル ] で す 。 夕食 は ホテ ルレ スト ラン に て 。 


フロ ょ 発 証 語 韻 バレ ス トラ ン 配 室 
出発 まで フリ ー タ イム 。 町 の 散策 を お 楽し みく だ さい 。 
中 で も ステ ー ガ ステ ィ ン 展 望 台 は お すす 応 で す 。 
ナシ ョ ナル ツー リス トル ー ト の 観光 ルー ト の 途中 に ある 展望 台 
で 海抜 650m の 高 さ か ら ア ウル ラン フィ ヨル ド の 絶景 を 見 渡 
すご と が で 寺 計 す 。 
ブロ ム 中 心地 か ら パ スネ (往復 1 時 間 30 分 程度 ) が 出 て いま 
す の 07 きこ AMINESM (自費 と な り ま す }。 
較 同 フ ェ リ ー に で て バレ スト ラン へ ( 約 1 時間 30 僧 )。 
旅 の / * イ ライ ト ・ ソ ダネ フィ ヨル ド を フェ リー か ら お 楽し みく だ さい *。 
了 語 還 バレ スト ラン 着 。 徒歩 に て で ま テ ル へ 。 ホテ ル 裏 に 港 が 
あり ます 。 
宿泊 は フィ ヨル ド が 目 の 前 に ある | クウ ウィ ウ ネス ホテ ル | で す 
到 著 後 は フィ ヨル ド を 眺め た り ホ テル 周辺 を 前 策 し た り 思 い 思 い に 











パレ スト ラン 【 午 前 また は 夕方 】 ベル ゲン 
sl プ ェ ロー に で ベル ダン へ ( 約 4 時 間 )。 

※ 日 曜日 は 夕方 出発 に が り ます 。 

ソ グ ネフ ィ ヨ ルド を フェ リー か ら お 楽し みか くだ さも しい 


ュ SuSNwNSS【 開 師 半 時 ・ コ そよ い 英 ] 


カラ フル な 世界 遺産 ブリ ッ ゲ ン 地 区 や 人 市 場 の 散策 が お すす め 。 
また ケー ブル カー で フロ イエ ン 山 に 登れ は 、] 需 上 か ら は ベル ゲ 
ン の 街 を 一 望 で きる の で お すす め 。 頂上 に は お 土産 屋 、 カフ ェ 、 
レス トラ ン も あり ます . 
ベル ゲン 【 午 前 】 サ ( 乗 継 ) サ 
エア ポー トバ スキ に て 空港 へ 。 空 路 、 帰 国 の 逢 へ 。 性 。 記 = 
成田 ・ 羽 田 ・ 関空 ・ 名 古屋 ・ 福岡 ・ 札 幌 蓄 【 午 前 
上 記 ユ ケラ ュー ルル は 下地 事情 窟 坪 廊 ど 四 宮 由 に よ 中 記 更 と な 避 場 合 が ご きも ま 所 
旅行 代金 (2 名 1 室 利 用 ) | 
4/2BH 一, 7 了 ヨ 7B.DOO 円 | 15 一 31 369.000 円 
5/ 8 一 5731 299.000 円 |9/ 1 一 9714 359.000 円 
5/1ー ア /12 329.000 円 | 915 一 23 389.000 円 


713 一 7 359.000 円 | Bg ら 4 一 By/26 329.000 円 





ss-gi4 429.00 息 | 
| 早 神 90| 90 日 前 まで の お 申込 で 上 記 旅 行 代金 より 一律 10.000 円 引き (申込 条件 P3 参照 ) | 


軒 羽 追加 民 合 : フィ ンー エ アー (日 本 発 土日 5OOO 円 日 本 著 土 日 5OOO 円 ) 
スカー ジ ナ ビ 誠 空 【 日 本 発 土日 1 円 日 本 着 士 日 10EOD 円 ) 


馬 態 油 サ ー チ キャ ー ジ が 別 詳 局 要 と な り ま す : 目 話 25440 円 一 28.000 円 /24 現在 ) (35 参照 ) 


還 1 部 屋 追加 民 倫 ( 泊 ) : B9.DO0 円 


王 下 提供 : hels JohiansnjngrHioWBl UanasvEng ・ Gurm (ravral EitoryHoeEl Usnasvarig ・Haaknn hinrdukyHHinbsl llgnasvarg 。 写真 は 芋 マ イメ ー ジ で す 。 ] 9 


ニニ ュー 。 


年 


ea 
上 1 
に ・ 
相 lll 


ァ ロ 















選 当 1 遂 麻 ・ エス トニ ア 


ョ 1 だら く 町 ・ シリル イス 43 ルル 


PT 電 


較 ブ ィ ン エ アー 利用 


豊 市 内 の ホテ ル に 滞在 。 の ん を びり タリ ン と ヘル シン キ の 街 歩き 


展 世 界 遺 産 の タリ ン 旧 市 街 観 光 付 


x | 下 還 還 成 田 AYO74 便 ) と テコ サタ リン [ 役 】 


専用 車 き に て ホテ 上 ル へ …。 


|【 午 前 中 ] 英語 ガイ ド と 徒歩 で タリ ン 旧 市 街 観光 ( 約 3 時 間 ) 
(日 本 語 ガ イド 追加 代金 10.000 円 〆1 伸 


[方 】 専用 車 ま に て タリ ン 湊 べ 。 コ ェ リ ー キ に で て で ヘルシンキ へ ( 交 時 間 ) _- 


到 落 後 、 自 タタ シー 等 (自費 ) で 市 内 ホテ ル へ 。 


語 中 | ここ に ーー 本 1 コー カ 世 記 - ーー] vm すす ーー ドー 人 際 ーーYOi < 
に が た ルス に に CC に 馬 cg だ に ちり 2) 


還 
Leg 





|: 目 朗 02202223 い EZ ヒ リ Ud: | 上 


ZZZEZ4 天 


借 世 界 遺 産 の タリ ン 旧 市 街 観光 付 
条 世 界 遺産 ソ ツ ネフ ィ ヨ ルド 観光 付 
穫 オ スロ か ら ペ ベル ゲン まで 大 き な お 荷物 を 別送 する の で ラク ラク 





店 
攻 | 


記 
[= 
し = 





成田 ・ 沿 田 ・ 関 空 ・ 名 古屋 福岡 ・ 札 幌 発 【 午 前 】 (直行 また は 乗 継 ) | | 
「 キ ペル シン ー キ 【 タ 刻 また は 徐 ] 
空路 ヘル シン キハ 。 エ アボ ポー トバ スキ に て 市 内 へ 。 難 自 ホ テル ト 。 人 記 二 語 語 l 
、【 午 前 】 出 発 ま で フリ ー タ イム 。 IIx ll 
 【 夕 方 ] 各自 タッ シー 等 (自費 ) で 港 へ 。 フ ェ リ ー に て タリ ン へ ( 約 2 時 間 )。 | 
| 到着 後 、 市 内 ホテ ル へ (自費 ) 「 | タリン 泊 
。【 午 前 】 英語 ガイ ド と 徒歩 で リ ン 旧 市 街 観光 ( 約 3 時 間 )。 


OzIz| 
」 


jlxix| 














終日 リー テイ 上 。 
へ ヘルシンキ 市 内 の 観光 や ショ ッ ピ ング 等 を お 楽し みく だ さき いい 。 


』 ヘル シン キ [タダ 記 す ( 諸 行 依 ) 
出発 まで フリ ー タ イム 。 
誕 後 名 自 、 エ アボ ー ト パス * に て 空港 へ 。 
バル シー キ 葬 (AYU73 恒 ) 帰国 の 送 べ 。 


> 還 訂 回 成 田 着 凍 空 名古屋 。 丘 融 、 基 引 閉 は 35 参 
京 上 記 ス ケ ジ ュ ー ル は 現地 事 情 や 葉 去 な どの 事由 に より 意 更 と な る 場合 が ご ざし いま 


旅行 民 番 (名 1 室 利用 ) 


5/ 8 一 5/31 209.000 円 | 5 一 gr31 269.000 円 ioyn1 一 ip/31 219.000 円 


[ 早 訪 コロ | BO 日 前 まで の お 申込 で 上 記 旅 行 代 釜 より 一 律 10.0OO 円 引き (申込 系 件 3 参照 ) 


議 週 末 追 加代 全日 本 発 土日 50OQ 円 日 本 藩 土 日 5QO ロ 円 ) 
| 田 朱 油 サー チャ ー ジ が 列 傍 妥 要 と な り ま す : 目安 額 34.50G 円 (2/4 現在 ) 
較 1 上 部 屋 利用 追加 代金 (4 泊 ) : 50.nO0 円 





( 届 行 期間 : UEO 下 月 1 日 一 0 月 3 ヨ 1 日 (CO 昌 王 行 上 周 1 者 筐 (C 療 行 日 政 : 上 日 間 


し) 日 本 発 琴 地 : 成田 、 吾 宰 。 名 古屋 . 社 岡 、 札幌 し 四 陸 手 定 抵 空 舎 社 - ゴ ィ ャ ンー エ アー 

C コ 導 席 ケ タラ スネ : エコ メッ ミー アラ エミ [ビビ ネスケ ラス ご 莉 望 の の は Pa 二 1 て 1 利用 予定 ホテ 』 
C+ 喜 重 : 再 港 ヨ 画 . 昼 宮 日 固 . 証 臣 ロ 回 (本 内 意 は 陸 *] (1 字 乗 貞 : 同行 し ませ 貞 
] 必 販 : 可能 、 F3E 登 國 守 港 科 - P34 普 弄 下方 者 市 疑 慕 - 所 35 


合 軸 
人 ト 釜 に 滞 ま れれ 宮 も 本 - 日 牡 青 内 跡 空運 賃 ( エ コッ ミー ケ ラミ デ 悲 要 下 可 1、 再販 民生 迫 号 世 上 1 研 屋 引 用 " 朝 意 コ 


き 1。 日 軽 表 内 を PD 表示 旋 間 電車 代 杜 
ご 廷 区 と ご 密 両 


画 " デ ー 性 壮 と 共に 、 日 本 出血 時 中空 港 臨 酸 特 、 現 堆 出国 帳 ・ 空 決 税 雷 を 行 愛 琶 き せ で し いた だ 音 ます 。 


遼 土 日 ・ 祝 華 日 は 隊 店 ・ デ リー ト は 件 芳 可 場合 が ご ざい ます 。 月 は 敵 術 館 は 性 証 で 生 


Tnn と ee を 
allimmn 「 ゆ Ad 
タリ アン 【( メト テア / PP 自 


時 





に 下 。 rr 
ニーF| 


城 台 に 囲ま れ た 坂 の 多い 港町 。 オ レン ジ 色 の 屋根 の 
建物 が 立ち 並び 中世 の 面影 を 色濃く 残し て いま す 


1 | WE PT | 
ンー ョ イイ ピザ ザー 


ラバ マ ー 国 立 公 園 パ バイ キン ヴ 〔 日 本 語 ガ イド 装 き ) 
エス トニ 宮 の 儲 て が ある と 言わ れ 各 
国 七 党 園 記 森本 中 〒 温 原 エ リア を 
歩き ます 。 湿 床 は ボー ドウ ォ ー ケ が 
完 農 きれ て お お け 堪 きやすい 。 

運行 事情 者 Nordic arr 所 要約 
時 間 ょ 写 日 最 池 怪 行 伺 独 / 民 登 に 滞 ま れる も 本: 専 用 車 、 
ユ 国 和幸 、 ハイ キン レダ ガ イド {日 本 語 }、 敵 み 物 

45.0OO 円 (お 1A 様 ) 


史 的 角 造 物 で 、 





シャ ンタ ル BHT 


写真 は 人 芋 で イメ ー ン です.。 写 邊 提 供 : Vigit Eslnnia Vislt TaHim 


スリ ー シ ス タダ ターズ 
最も 古い 記録 が 1362 年 か ち 扶 る 訂 


営業 。 生 て の 部 屋 が それ ぞ れ 閉 な る 
内 装 に な っ そお お り 、 どれ も 屋 史 と セン 
ユ を 感じ ちら れ る 趣 の ある デザ イン 。 





中 | (日 本 語 ガ イド 追加 代金 10.000 円 1 人 
【 夜 】 専用 車 * に て 空港 へ 。 空路 オス ロ へ ( 乗 紅 エア ボー トバ ス * に て 市 内 へ 医 詞 還 引 
終日 : オス ロ 【 朝 】 …ー ソ ゲ ネ フ ィ ヨ ルド 観光 ベルゲン 【 夜 ] IOlkll 
(所 要 時 間 約 12 時 間 30 分 ) 

EE オス ロ か ら ペ ベル ゲン まで 大 き な お 荷物 を 別送 し ます の で 身 至 に フィ ヨル ド 観 光 が | 

0 誠 で きま す (お 1 人 様 1 個 ま で )。 し ベル ケン 泊 ] 
。 ベル ゲン 御前 】 サ ( 乗 継 ) IE3E コ 
_ 出発 まで フリ ー タ イム 。 エ アボ ポー トバ パス * に て 空港 へ 。 空 黄 、 帰国 の 知 へ 。 臣 . 屋 = 開 
成田 ・ 羽 田 ・ 関 空 ・ 名 古屋 ・ 福 岡 ・ 札 幌 着 [午前 避 
※ 上 記 ス ケ ジ ュー ル は 現地 事情 や 鞍 天 な どの 事由 に より 変更 な る 場合 が ご ざい ます 


>。 | 
(重り ます 





| 


























旅行 民 番 (2 名 1 守 利 用 ) 


呈 ロー 31 愛 妊 引 円 85 一 BS1 349.0OO 円 OO1 一 10/31 全 紀 

| 早 朋 ヨロ | SHI 日 前 まで の お 申込 で 上 記 療 行 備 人 並 よ り 一 神 10.000 円 引き (申込 斬 P 参 咽 } 

較 週 追加 性 合 : フォ ンー エア ー (日 本 発 土日 品 UOO 円 日 本 落 土 日 5 円 } 

スカ ンジ ナビ ア 吉 空 【 日 本 例 土日 1 円 日 本 着 土日 1COOD 円) 

還 滋 油 サ ー チ ャ ー ジ が 列 導 豆 要 と な けり ま す : 目安 額 32.000 円 (4 現在 ) (P35 奉 ) 

呈 1 上 部 時 利用 追加 民 銘 (4 泊 】: 5B. ロ O0 円 
7 欄 行 義 間 - GRG 年 』 月 1 日 一 1 ロ 月 31 日 て ) 最 字 情 行 上 よ 中 1 名 得 誠 行 日 路 - 双 日 間 (し ) 日 本 多 著 地 : 成田 
羽田 、 本 空 . 名 古屋 : 神岡 、 札幌 〔+ 持 用 定 堆 空 倒 社 : フィ ン エ アー また は スカ ンジ ナビ 航空 ボー テー ド 状 空 ( 相 内 !) 
C) 族 攻 ダ コス : エコ メッ ミー ケラ ゴス (中 間 ウ ラス ユー ビジ ネス ケラ ス ご 基 区 mm 五 は F3』 厨 降 ! (て) 届 用 予定 直史 叫 .: FR 敬 脱 
に) 章吾 朝食 4 回 . 壁 胡 ロ 回 、 食品 回 (機内 人 は 陸 く ) (て) 語 乗 貞 中 有無 - 同行 し ませ 呈 (C 誕 泊 : 可能 F3G 症 半 
CO 補 江 科 PE* 登 生地 方 痢 市 算 症 : P35 厨 還 (CE 舎 に 介 ま れ 所 の : 日 程 表 内 穫 空 運 結 【 エ コア ミー テラ ミネア 族 要 
不可 #、 宿 泊 作 並 』 泊 号 区 人 1 礎 合用" 還 食 つき ]、 日 程 表 内 PD 表示 区 間 の 乗車 全 本 、 ソ ゲキ フィ ヨル ド 1 日 ウー ポン ( 避 
車 :] 部 指定 所 "自由 師 . バス ー コ ェ リ ー : 自 四 席 }、 オス ロー ペル デン 彩 物 配送 作 (お 1 人 械 1 舞 ) 
ご 注 草 と ご 宣 内 : 
本 デー 民 交 と 共に 、 日 本 出 例 時 空港 施設 料 、 理 地 田 国 科 ・ 空 護 秘 整 を 拭 行 諏 さ 世 で いた だ きま す 。 
研 申 や 別 征 本 運行 ステ ザジ ュー ル な ど の 環 地 事情 に より ルー ト 下 更に な る 星合 が あり ます 。 
還 ソネ ブ ィ ヨル ド 1 日 ケアー ボー は 1 可 宮 本 利 用 じ な い 場 各 で も ご 返 秋 は ご ざい 放せ 。 


リガ (テラ トピ ア ) ョ 、 





(P35 大 要 ) 


ょ 。・ P38 敬 膝 


fr ke 人 1 本 


中 世 の ま ま の 狂い 石畳 の 人 道 、 ロマ ネス ケタ ・ ゴ シッ 
クウ な ど 様 々 な スタ イル の 建物 その 美しき か ら バ J ル | 
ト の バリ と 呼ば れ て いま ます 。 


人 riー 還 還 
| 間 FF 誠 。 


Pi ms En rr Fm- 菓 本 は Am 〒 
LT 1 ココ あー 再 8 すす ゅ g 
本 に 当世 赴 ま s デ 


。 間 記 看 


ドム ホテ ル 台 スパ 

17 世紀 の 建物 を 啓 装 し た . 鹿 史 と モ 
2 を 9 下 意 避 ホテ 
ea や スバ 前 設 も あり 、 他 っ た けり 
トイ キ em が 時 語 計 示し た 間 を 過ごし た い 方 に ち す す 
間 : 約 5 時間 / 毎 日 最少 怪 行 人 見 2 名 代金 に 営ま れる | の se ( 科 分 の ル ー ム の み と な り ま 村 


ルン ダー レ 宮 典 観 光 
日 方 部 中 に ある バロック ケタ 様 工 配 宮 


現在 は テル と し て 誰 で す 。 専 華 な 内 部 と 者 放 で の 前 





円 ツウ イン BOO 円 ンー ンタ J ル L PDOH 円 / ツイン 円 














も の : 専用 車場 料 、 英語 ガイ ド 
8.D00 円 (お 1 大 欄 ) 
款 上 記 オ プシ ョ ナル ウデ アー は 、 他 の お 客 棋 と 泥 筑 と な る 場合 が ああ り ます 。 














次 アデ シン の 斑 地 と 世 パー イス 街 。 


『 


セリ ルス | 
ャ ファ Ta 


憧れ の バル ト 海 クル レー ズ 体 験 
@ 人 気 デ ザイ ン 都 市 ストックホルム と ヘル シン キ 
@ 世 界 適 産 の タリ ン | 上 市街 観 光 付 








PJ し * Ent sm 1 
ra | 三 ぼ 。 Ft 


る | 成田 ・ 羽 田 ・ 関 空 ・ 名 古屋 福岡 ・ 札 幌 発 午前] か ( 華 継 ) 
=| ストック ホル ム 【 夕 刻ま た は 夜 】 列車 * に て 市 内 へ 。 








』 ーー 出発 まで 自由 行動 。 [夕方 】 難 自 タタ シー 等 (自費 ) で 港 へ 。 
中 タリ ンク シリ ヤラ イン に て タリ ン へ ( 約 15 時間 30 記 
タ 食 は 名 内 の スモ ー ガ スポ ボー ド (スカ ン Me っ 


rt 


%|3 タリ ン 落 。 各自 タク シー 等 (自費 ) で 市 内 ホテ ル へ 。 iT 
上 | [午後 】 英語 ガイ ド と 徒歩 で な リン 旧 市 街 観光 ( 約 3 時 間 ) 
"| (日 本 語 ガ イド 追加 代金 10.000 円 〆1 伸 ) 


| [件 前 | 吉 自 タタ シー 等 (自費) で 洪 へ 。 フ ェ リ ー ま に て へ ル シ ン キハ 1 た に は 
到着 後 、 知 目 タ タク シー 等 (自費) で 市 内 テル へ 。 シン キ 泊 




















ド | 5 ヘル シン キ 件 前 また は 午後 】 か (下行 便 ま た は 乗 継 ) か 軸 隊 
出 革 ま で フリ ー テ イイ 記 。 ーー ー 
エア ボー トバ スキ * に て 空港 へ 。 空 路 、 帰 国 の 入 へ 。 、 箱 内 泊 
成田 ・ 世 田 ・ 関 空 ・ 名 古屋 ・ 福 岡 - 札 幌 基 [午前 il 


上 記 素 本 デュ ー ル は 理 地 事情 や 意 天 な ど 還 系 由 に より 変更 と な る 場合 古き し ほ 表 
旅行 代金 (2 名 1 室 利 用 
で ]8. ロ 17y18ー J0 円 Is szs 309 009 由 g/23 309.000 円 
0OD [7 5 oo - ora 239.000 円 


呈 制 Emg 日 前 まで の お 申込 で 上 記 旅 行 代金 よ リ ー 健 10.000 円 引き (申込 委 性 3 参照 ) 
圧 週 末 追 加代 登 : フィ ンー エア ー (日 本 発 r 日 5OOO 円 日 率 凛 土日 OO 円} 
スカ ー デ ナビ 航空 (日 本 発 土日 10OOQG 円 日 本 着 土 日 1 円) 
肝 慈 油 サー チャ ー ジ が 別途 必要 と な り ま す : 目安 題 25.440 円 (2 現在 ) (P35 参照 ) 
較 1 上 部 屋 利用 追加 民 釜 (は 折 ) : BB. ロ DO 円 


] 立 行 期間 :2OG 年 引 目 1 日 ご 0 月 31 日 最 富 必 行員 :1 名 手口 誠 行 日 二 : 提 日 間 

て ) 卓 本 華 地 : 成田 羽田 間 空 . 名 古屋 、 福 同 、 乱 帳 て 畔 用 詞 定 款 空 苔 桂 - フィ ンー エ デー また は ユカ レジ ナオ ビデ 吉 空 
C) 放 席 テア ラミ : エコ デミ ー タ ラミ 還 用 壮 定 考 子 中 丘 3E 堆 国 

し) 高 事 : 朝 廊 』 回 、 昼 候 回 、 攻 将 1 回 ( 欄 内 食 は 台 く ) 居 華 員 呈 有 齋 同行 し ませ 皮 

避 鬼 泊 : 可 能 . PP3 赤 机 (CO 硬 混 笠 :P4 二 剛 中 方 都市 避 珍 :F35 赤 昧 

本 生れ の 時 程 内 封 空 運 置 「 エ コメ ミー テラ ユエ デ 変更 球 可 )、 福 泊 代 例 ヨ 折 号 上 1 氏 請 使用 ." 朝 衰 情 寺 】。 
きき ローテ ャ リロ ヤギ ライ ご 先 呈 料 お よ ぜ 庫 旧 昌 室 笠 上 1 郭 屋 覗 志 " 吾 合馬 音信)、 日 秩 表 向 キ 町 還 表 示 区 間 国 乗 軍 尾 葉 
ご 千草 と ご 寅 内 

画 " デ アー 仁王 と 共に 。 日 本 出 紗 時 還 宰 港 協 表層 理江 出国 梓 、 吾 洪 程 軍 す 必 行 受領 きせ で いた だ 音 ます 

画 裕 通 林 関 の ステ デビュー ルル 症 変 要 に な 場 合 定 ご ざさ も * ま す 中 下 下 ご 了承 て だ きい 


Mie まい 
交 邊 ュ ス 3 ト ア ニ の 9 5 


し = 
本 中 で P 年: も 軸 - 電 ミー ーー ゴリ + 街 
Fu = 1 


広々 と し た 守 中 に パス テル カラ ー の バロック タス タイ | 
ル の 建物 が 並ぶ 美しい 町 。 手 の 込ん だ 彫刻 は 思 
eo 























館 ナル ティ ス 

NE し て 有名 16 世紀 か ら 続 く 歴 史 あ る ホテ ル 。 時 
な 元 日 本 祝 事 館 、 万 原 千 骸 の 記 代 を 紡い で きた 貴重 な 建物 は その ま 
念 館 を 見 学 し ます 。 ま に 、 スパ 座 設 も 併 認 さ れ て いる の 


運 打 事 華 者 hnrric Jp 所要 時 間 : 約 引 晴 間 ァ 月 曜 で 中 っ た り た し た 滞在 を 楽し むこ と が 


を き 際 く 毎 日 は 月 は 土 ・ 日 ・ 月 件 一 』 / 最少 惨 循 人員 2 | 
者 性 合 に 人 まれ る も の : 専用 車 、 上 場 料 
30.000 円 (お 1 A 様 ) 

年 昌 日 目 中 語 了 リニュ エー リガ 間 科 制 本 送 中 に 宜 も 者 り 還 二 


出来 まれ 
ジン タダ J ル L 100OO 円 アツ イン 5nO0 円 





吾 ま ャ サリ ン 教 会 











世界 文 比 遺 産 ・ バ ルト 3 国 周遊 


ヴィ リニュ ス /』 リガ アタ リ ジ リン 


. 骨 





代 3 都市 ゆっ た り 連 泊 滞 在 
尋 バ ステ ルカ ラー の 旧 市 街 (世界 遺産 ) 3 都市 観光 付 
香 ヘ ル シ ン キ で の 延 泊 も 可能 で す 


ュ ET ャ ーー | 二 
・ 本 コ 1 基 1 性 


Fe ma エー "上 
2 msl 上 
ーー 


| 四 加 成田 AYO74 便 )  ( 伴 締 ) サヴィ リニュ ス 【 入 
関 宏 、 光 古屋 、 福岡 、 穫 香 発 は 中 35 参照 











専用 車 ま に で ホテ ル ペ へ 。 





う ヴィ リニュ ス ーー 電 
英語 ガイ ド と 徒歩 で ヴィ リニュ ス 旧 市 街 観光 ( 約 3 時 間 ) ーー 
ヴィ リニュ ス 旧 市 街 の ご 散策 を お 楽し みく だ さい 。 

(日 本 語 ガ イド 追加 胡 金 10.000 円 〆1 香 ーー 

摩 





午後 ブリ ー タ イム ( 還 届 下記 参照 


=| 3 ヴィ リニュ ス 【 午 前 ] 下り 方 [午後 
ビ | 出発 まで フリ ー タ イム 。 
専用 車 * に て で ラトビア の 首都 リガ の ホテ ル へ 。 リガ 泊 。 | 


1 


| 1 リガ IO に 
| 英語 ガイ ド と 徒歩 で り 方 旧 市 街 観光 ( 約 3 時 間 ) っ 
リ 詞 旧 市 街 の ご 前 策 を お 楽し みく だ さも いい 。 
(日 本 語 ガ イド 追加 料金 10.000 円 1 伸 ) ka 
午後 プリ ー タ イム 、 リ ガ 泊 _ モ 
> リガ 【 午 前 赴 タ リン [午後 】 SIX 近 ょ 
専用 車 ま に て エス トニ ア の 着 都 タリ ン の ホテ ル へ (的 5 時 間 ) ア 
到 落 後 、 プ リー タイ トム 。 - タリ ジン 泊 . 
|。 タリ ン 【 彰 IX IX ト 
英語 ガイ ド と 徒 正 そ タリ ン 旧 市 街 観光 ( 約 3 時 間 ) 
タリ ン 旧 市 街 の ご 散策 を お 楽し か くだ さい 。 
(日 本 語 ガ イド 追加 料金 10.000 円 〆1 佑 リ 
午後 フ け 一 看 志 。 -! 由 = 正 8 ト 
タリン 【 邊 前 また は 午後 】 サ ( 乗 継 ) サヘル シン キ 0 
専用 車 き に て 空港 へ 。 空 路 、 昌 国 の 達 へ 。 | 机 爾 泊 | 
皿 成田 状 関空 、 名 古屋 、 福岡 、 札 幌 蓋 は PG5 乱 は | 


水上 記 ス ケ ジ ュ ー ル は 現地 一 情 や 荒天 な どの 事由 に より 記 更 と な る 瑞 合 が ご ざい ます 。 


(に 


旅行 民 釜 (名 1 室 利 用 ) 
9y15ー Byg3 349.000 
725 7 429.000 由 |&7 ag7iq 389.000 由 | 924 9G0 299.000 由 
| 5 8ー5SI 269.000 円 | si5 831 329.000 円 oi - io/31 279.000 円 


調 Ei] 50 まで の お で 上 行人 人 より ー 信 58 還 ほ (昌和 件 P3 参照 
画 注 サー チャ ー ジ が 別居 中 要 と な り ま す : 目安 客 28000 円 選 下 引 現在 】 (P35 参照 ) 
画 1 人 部 屋 利用 追加 代金 (4 泊 ) : 30.000 円 


菩 1 名 殿 行 割増 代金 : B5. ロ GO 円 ' 


貴行 壮 間 : TYO 年 月 1 日 一 月 ヨ 1 日 員 呈 池 届 生 中 自 2 吾 欄 て 相 行 日 牙 : 昌 日 間 

C 電 本 掴 盗 電 : 左 田 . 関空, 名 古屋 柱 賠 、 基 帳 て 中 用 手 定 空 人 芸 社 : ィ ン エ デー 

て 性 抱 ア ラス ヌ : エコ メッ ミー ウラ ネ 5 中 間 テ ラス - ビジ 本 ユ テラ テテ ご 基 紀 の 方 は P34 大 照 1 て 柚 用 王 定 ホテル : PB 奉還 

て 区 一 : 朝 高 是 加 時 食品 回 、 タ 食品 国 兵 内 食 は 陸 く 1 [吉本 墓 中 有 環 - 同行 し ませ み 。 

C 避 泊 : 可 矯 ( 間 い 合 わせ くだ さき いり (mW 港 税 PB4 赤 虹 CO 寺 方 都市 苗 : Pd5 若 弁 

CH 代 前 に 癌 まれ 后 抽 の : 日 御 表 内 雪 世 運 告 「 エ コッ ミー ツラ ミー 本 麗 中 可 1、 栖 迫 代 闘 迫 号 世 上 1 部 酸 覗 用" 朝 邊 つき! 
日 思 表 内 を 印 の 表示 区 閥 9 の 専用 車 必 筐 

ご 注意 と ご 軍 内 : 

注 1 : 日 程 吊 萌 番 が 入れ 替わる る 可能 性 記さ ざいます, 

画 ラ トビ デー リト アニ アル 国 時 に は 、 選 中 信行 価 害 各 除 加古 明 書 提示 が 求め られ る 場合 が ご ざい ます 。 訪 間 志 定本 記 は ご 
填 入 を お すす め 百 し ます 。 

還 ツ デー 仁 全 と 共に 。 日 本 出 施 時空 港 施 篤 村 . 現地 出国 税 - 空港 根 等 を 行 愛 輌 きせ で いい た だ きま す 。 

記 末 用 車 け 遅 醒 に 語る 可能 性 が ご ざい ます 。 





屯 真 提 卓 Liusmta_irvl / iria.irml 


写真 は 全 で マイ メー ジ で す 。 2 1 


「 赴 姓 県 . 


メデ 


末 反 ヶ し 向き 合 ぅ る 橋 
信 米 の 目 2 の と 向 Ed 2 を る 極上 な 間 


ョ 癌 = ] 電 rl L 





穫 森 と 湖 に 囲ま れ た プティ ッ ク ホ テル で フィ ン ラ ンド の 自然 を 満喫 
答 プ ンカ ハリ ュ で は 地産 地 消 に こだわ っ た 夕食 2 回 付き 
嘩 ハイ キン グ と 湖畔 の サウ ナ 利 用 


堅 還 国 成田 発 AYO74 便 〉 空路 (直行 便 ) サ 2 
フィ ン エ アー に て ハル ンー キー。 
関空 、 名 古屋 。 福岡 、 札 幌 発 は P35 大 螺 
虹 昌 中 ヘル シン キ 勘 。 エ アボ ー MA 
音 自 ホテ ル へ 。 ン キ : 


ヘル シン キ 上 後 】 ゅ mw (1 回 乗り換え) プン カリ ュ タ 衣 の 719 
別 車 ま に て ルス トペ へ ( 約 3 時間 30 記 。 逢 中 か ら サ イマ ー 週 

を 縫う よう に 進み 、 風 光明 敵 な 景色 が 続き ます 。 デンカ ハリ ュ 

森 と 遂 の フィ ン ラ ンド を 実感 し て くだ さい 美しい 尾根 が 続く プン カ ハ リ ュ は 。2017 年 に は CN の 「 死 中 前 に 一 度 は 訪れ た 





ホテ ルプ ンカ ハリ ュ に て 2 連 泊 。 に バン い 。 自 箕 の 提 艇 が み ら れ 名 場所 50 選 ] に 唯一 フィ ンー ラン ド か ら 選 出さ れ 、 フ コフィン 
3 コー スネ ディ ナー。 - ゴ デカ リュ ユ 泊 - ラテ ンド 国内 だ け で な く 世 界 中 が ら 注 目 さ れ て いま す 。 
GTx[S 


[午前 】 英語 ガイ ド が ホテ ル 周 辺 の ハイ キン グ に ご 案内 
いた し ます ( 約 15 時 間 )。 

季節 に よっ て ベリー (7 月 一 月 ご ろ ) や キノ アコ (7 月 一 10 月 
ご ろ ) を 見 つけ た り 、 野 生 の ハー ブ を 探し まし ょ う 。 

【 タ 方 】 湖畔 に ある サウ ナ を 貸切 で どう ぞ ( 約 15 時 間 )。 

サウ ナ の 後に 湖 で 洲 こと も で きま す ( 水 六 を お 持ち くだ さい り 。 
タ 食 は ホテ ルレ スト ラン に で て 3 コー ス デ ィ ナ ー。 カバ リュ 泊 、 





RI . 間 . 半 "JWP JP WPF PWFP JWP WP 3 


ご は エア ルッ ルリ 


プン カツ ュ 時 前 (1 回 乗り 換え ) ヘル シシ キ 斬 御 
【 午 前 】 ホテ ル よ り 送 迎 車 ま に て ルス ト 駅 へ ( 約 5 爺 。 


列車 ま に て ヘル シン ー キ へ (前 3 時間 30 慶 。 





ヘル シン キ 【 タ 刻 サ (直行 便 ) に 
出発 まで フリ ー タ イム 。 
[午後 】 各自 、 エア ボー トバ ス ま に で 空港 へ 。 
ヘル シン キ 発 AO73 便 ) 帰国 の 送 へ 


還 還 上 田 基 関空: 名 証 選 援交 閉 灯 著 ま P35 参天 「 


常 上記 ス テ ジ ビュー ル は 現地 事情 や 鞍 天 な どの 事由 に より 変更 と な る 場合 が ご ざき しま すす 






行 民 釜 (2 名 1 室 利 用 ) 


| 6/ 1 一 7/12 289.000 円 | 815 一 31 3 き 19.000 円 
7713 一 8/7 3 き 19.000 円 19114 309.000 円 
8 ロー8714 379.000 円 | 95 一 9/23 339.000 円 


時 定 ヨ 0| 90 日 朋 ま で の お 申 各 で 上 記 旅 行 代金 より 一 律 10.000 円 時 ( 申 迄 条件 P3 参照 
| 玉 財 示 各 代金 : フィ ン エ アー (日本 発 土日 5000 円 日 本 着 二 日 5000 円) 

| 一 燃油 サー チャ ー ジ が 別途 必要 と な けり ます : 目安 額 21.0O0 円 (2/24 現在 ) P35 参照) 

| 還 1 人 孝 屋 人 加代 金 は 折 ) : BB.0QQ 円 





て ) 欄 行 期間 - 1 定 丘 月 1 日 一 旨 月 3 日 
1 名 橿 


日 本 鞭 坦 - 成田 関 空 、 名 古 醒 、 福岡 、 札幌 

て 用 隆 定 虹 空 会 社 : ゴ ィ ン エ デー 

CC) 麻 麻 タラス : エコ メ ミ モータ テス (ビジ ネス アラ ミス ご 希望 本 方 は P34 二 果 ) 

] 和 用 予定 赴 記 中 : 耳 天 思 

CC) 直 事 : 朝 斉 』 回 、 昼 太 0 回 、 タ 家 己 回 (森内 偽 は 忠 く ) 

(知生 貞 有 男 : 同行 し ませ 貞 

履 販 : 可能 、 F35 博 弄 

) 空 琴 税 PF34 二 需 

地方 都市 耕 甘 : P35 奨 腹 

1 代 壮 に 滞 ま 和 寺 も の : 日 程 要 和 献 空運 言 【( エ コア ミー ツラ ユエ ど 酸 更 下 可 !. 相 哲 任 壮 叶 追 苦 直 此 1 部屋 使用 
デア 朝食 つき )、 3 日 目 い ロイ キー ブ - 日 目 す 呈 ナ 府 切 人 日 程 毒 内 * 印 の 表示 区 画 の 乗車 芋 苦 【 列 車 :2 市 指定 } 

ご 注意 と ご 宇 内 : 

較 ジ デー 作 主 と 共に 、 日 本 出 奈 時 国 空 港 了 本 笠 、 更 壇 出国 科 - 空港 科 等 を 仁 行 写 額 き させ で いた だ きま す 。 

較 ロー 日 中 は オペ ラコ ェ ス ティ バル の た 生子 ルル 赴 大 変 遅 栖 し おり ま す 。 

本 キテ ルプ ブー カバ リュ に は エレ バー テー が 日 ま 革 高 。 


写真 は 入 で イ メー シン で す 。 写真 理央 : Viglt Firtgmd Vis Slag 





但 ス パリ ゾー ト ・ ヤ ル ヴ ィ シュ ダン で 2 連 泊 
筐 森 と 遂に 囲ま れ た ブティック ホテ ル で フィ ン ラ ンド の 自然 を 満喫 
筐 潜水 地方 を 漠 喫 で きる 日 程 で す 








フィ シン エア デー に て ヘル シン キハ へ 。 








関空 、。 名 古屋 。 福岡 、 札 幌 発 は 35 地上 
時 青 呈 ヘル シン キ 蓄 。 エ アボ ポー トバ スキ に て 市 内 へ 。 
剛 | 民 ビー ーー 選 ( 電 音 自 ホテ ル へ 。 キ 泊 
lb 電 "ーー 6 ニー IE っ 「 | 
Wh に に 9 ) ヘル シン キ 昨 前 (1 回 華 り 換え ) サ ヴ ォ ン リン ナ 匠 後 ] OX | 
hi 人 列車 ま に て サ ヴ ォ ン リン ナ へ ( 約 4 時 間 )。 途中 か ら サイ マー 湖 を 
デー ォ ュ ッ ン ロゴ 縫う よう に 進み 、 風 光明 婚 な 早 色 が 続き ます 。 森 と 瀬 の フィ ン ラ 
フィ ン ラ ンド 屈指 の リゾ ー ト 地 。 町 の シン ボル は フィ ン ラ ンド 3 大 古城 の ひと つ に 数 の CO 。 
えら れる オラ ヴィ 城 。 ドラ ン ゴ ンク エス ト の お 城 の モデ ル に も な っ た と 言わ れ て いま | 、 サウ ォ ン リン チ ナ 到着 後 、 各 昌 フ リー タイ ム o  | 
す ぁ 目 の 前 の 湖 で 獲れ る 名 物 ム イ ッ ツ の AS 「 3 サ ヴ ォ ン リン ナ [午後] 豆 ヤ ル ヴ ィ シュ ダン [午後 】 eg1 


送迎 車 に て ホテ ル & る スパ リゾ ー ト ・ ヤ ギル ヴ ィ シ ュ ダ ン へ ( 約 1 時 間 )。 

自 氏 に 囲ま れ た ホテ ル 周 辺 の 前 策 な ど お 楽 し みく だ さい 。 

ホテ ルレ スト ラン で 夕食 を どう ぞ 。 
上 TGHT| 


ヤル ヴィ シュ ダン 
終日 フリ ー タ イム 。 ホ テル 周辺 の 散策 や スヤ サウ 人 人 場 料 舎 お ) 
を お 楽し みく だ さい 。 

アザ ラシン ボー ト サ フ ァ リ 





ヤル ヴィ シュ ダン [午前 】 吾 プン カ ハ リュ [年 前 。 PTIO 
送迎 車 に て プン カ ハ リ ュ ペ へ ( 約 1 時 間 ) 

【 タ 方 】 湖畔 に ある サウ ナ を 貸切 で どう ぞ ( 約 1.5 時 間 )。 

サウ ナ の 後に 湖 で 泳ぐ こと も で きま す ( 水 着 を お 持ち も ください)。 
タ 食 は ホテ ルレ スト ラン に て 3 コー スネ ディナ ー。 民 : 


。 プン カツ > 斬 前 中 (1 回 乗り 換え ヘル シン キ 誕 御 「O 上 
[午前 ホテ ル よ り 送迎 車 * に て ルス ト 駅 へ ( 約 紀 計 。 
列車 ま に て ヘル シン キ へ ( 動 3 時 間 30 絞 。 














ッ ヘル シン キ 【 タ け ( 條 行 便 SA 
出発 まで フリ ー タ イム 。 
F 後 各自 、 エ アポ ボー ト パ ス * に て 空港 へ 。 | 
上 還 ヘル シン キ 発 (QYO73 便 ) 帰国 の 途 へ 臣 計 計 
ド PF 還 語 隊 







































和 ※ 上 記 ス ケ ジ ュ ー ル は 現地 事情 や 蓄 天 な どの 事由 に より 変更 と な 場合 門 ご ざき いま 記 


旅行 代金 (C 名 1 室 利 用 ) 


| @/ 1ー カ 12 329.000 円 185 一 8 内 1 359.000 円 | 


| 7y13 一 8/ 7 359.000 円 | 9 1 一 9714 349.000 円 | 


8/ 8 一 8/14 419.000 円 | 7/15 一 ーg/23 379.000 円 


直子 王 前 皿 芋 革 宇 一 通 








齋 割 991B0 日 前 まで の お 穫 で 上 記 人 行人 金 まり 10000 PP き ( 申 品 朱 件 P3 参照 


CC202 32002 イラ 22.2.224. ス 2 タタ タメ ciedtecin 押 seikoSotsod5 還 Give 人 
mm ーー | 還 和 サー チー ジ 別 人 必要 と な り ま す : 目安 紹 21000 円 64 現在 ) (P35 欠 昭 
還 部屋 追加 代金 (5 泊 ) : 58.000 円 画 1 催行 誠 代金 32.000 円 











フィ ン ラ ンド 最大 の サイ マー 諸 水 地方 か ら 発 信 し て いる ライ コ て Y 憎 行 期 間 : GOGO 年 日 月 1 日 一 月 23 日 (CO 最 学 情 行 上:1 名 様 COY 柚 行 日 数 : 日 間 


ーー 。 て 日 本 純 称 科 : 成田 、 問 空 . 名 古屋 、 福岡 、 札 峠 CX 料 用 手 定 阜 芸 社 : フィ ンー エア 

ステ イル プロ 森 と 通 の 中 で 暮らす マリ の いつ も 相生 活 の 性 麻 ウス : エコ アミ ー ケ ラス (ビジ ネス ウラ ユ ご 基 望 の 方 は P34 王 妥 ] 有馬 ホ テル : P35 王 較 
に B ET 全 し ませ を 
625 と で か し フィ ン ラン ド の 和 人 の Y マ ー 2 


本 略 
JJ 人 t 登 に 各 ま れ 言 も 中 : 日 程 表 同 因 空 運 詩 (エコ アミ ー タ ラス ン 楼 相 不 可 ) 宿泊 代 例 提 泊 号 ほ 上 1 部屋 値 用 
E ya コ 4 吾 日 目 サ 富 十 妊 急 作 。 日 程 素 内 ま 氏 の 表示 区 開 の 最 車 性 凌 (列車 全 束 指定 ! 
画 ジ アー 仁 査 と 共に . 日 本 出 算 時 の 空 涯 施 評 料 、 環 地 出国 穏 ・ 空 港 租 等 を 代行 語 祝 き せ で いた だ きま す 。 
画 ヨー 1 は まき べ ラコ ゴ ェ ステ ィ バ ルル の た 証 直 テル 症 大 記 遅 界 し で お 時 ます 。 
本 ま テ ル ゴ ブー カリ ュ に は エレ ベー ター が 各 け ませ 所 。 
還 ヤ ル ヴ ロ ォ シュ ダサ ンー は ば 全 プ ル バッ ド 軸 尋 所 友 相 ます 。 


を お 届け し て いま す 水 地方 へ の 旅 の 情報 、 [ 画 ]wnW: 
VR コン テン ツ 、 日 本 の 食材 で 作る フィ ンー ラー す 
ド 析 理 の レシ ピ な ど 公 開 中 。 し 
htIPS7WWLSBITIGBlB.CoT/B/ Mei 還 | Fr こ 






写真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


[ 肢 we す 本 名 S テ ム ュ サー ) 


4 





トー ベ ヤシ ツ シ の 2ー ミ シン を 3 る [ 
ーッ /J ミッ 公 た 口 四 
ムー ミン ワー ルド と ムー ミン ツ 谷 6 日間 


[ 成田 発 KYO74 便 ) 空路 (直行 便 ) サナ フィ ン エ アー に て 

ルル ジン キハ 。 

筒 空 、 名 二 敢 、 福岡 、 慈 電 発 は 35 内 申 

ヘル シン キ 蒼 。 

エア ポー トバ パス * に で 市 内 へ 。 難 自 ホ テル へ 。 | mL ジ 年 泊 -。 | 
ー ペル シン キ 

終日 プ 則 ma 宮 T。 

へ ハル シ ン キ 市 内 の 観光 や ショ ッ ピ ング 等 を お 楽し みく だ さい 


W k 


* ヘル シン キ 【 午 前 】 画 タンペレ 【 午 前 
森 と 遂 の 風量 を 楽し みか な が ら の ん びり と 列車 * に て タン ペレ ベ 
( 約 1 時間 30 飼 }。 
癌 自 ム ー ミ ンジ 美術 館 見 学 (自費 ) や タン ペレ 市 内 観光 を お 楽し みく だ 
さき し!。 


Ox 


。 タン ペレ [午前 】 画 トゥ ルク 午前 】 
列車 * に て トゥ ルク へ ( 約 1 時 間 45 絢 。 
藩 後 . タ クタ シー 等 (自費 ) に て 海 と 太陽 の リゾ ー ト 、 
到 講 後 、 吉 自 ホ テル へ 。 
ー ミ ン ワ ー ル ドド 観光 (入場 チケ テット を お 楽し みか くださ! 


ナー ンタ リ へ ( 約 30 分) | 

















トゥ ルク 斬 徐 | サヘル シン キ 【 タ 刻 
タウ シー 等 (自費 ) に て 空港 へ ( 約 39 飲 。 
空路 ヘル シン キ ペ 。 











” 皿 男 還 成田 基 
隊 空 、 名 十 震 - 福 岡 、 札 幌 着 は PS5 参 昭 


豆 上 記 ス オジ ュー ル は 現地 事情 や 坊 天 な どの 事由 に より 刻 更 と な る 場合 ご ざい ます 。 
旅行 民 生 (2 名 























1 宰 利 用 ) 


| 6/ 8 ニー7/12 249.000 円 | 8ー-gr14 339.000 円 


7719 ーー 昌 / ア 


279.000 円 | 815 一 8720 ,O00 円 
人 20) 90 日 前 まで の お A で 上 記 旅行 代 会 よ りー 律 10000 円 引き ( 果 件 PS | 


局 末 追 加代 人 銘 ( 日 本 例 土日 5.OOQ 円 日 本 藩 土日 OOQ 円 ) 


較 問 油 サ ー チ ャ ー ジ が 別 遂 宮 要 と な 中 ます : 目安 頼 4.5 ロ 0 円 (7 現在 )(P35 参 照 ) 
一 1 部 屋 追加 民 倫 人 は 哲 ) : 45.000 円 





層 行 明 間 : BOO 年 理 月 日 一 旦 月 日 本 洗 憶 行人 周 : 1 獲 李 ( ロ 瞭 行 日 四 : 提 日 間 

C) 昌 本 医 玲 : 成田 . 問 空 . 名 古屋 、 通 賠 、 札幌 ( 枯 用 手 定 穫 空 登 社 : ゴ ィ ビエ デー 

CC] 放 放 ダラス - エコ アミ ー ケ ラス [ビジ ゼネ スッ ラス ご 項 望 の 方 は P34 琶 要 ) (C+ 笠 用 予定 ホテ ル - P38 二 有 

] 喜 事 : 朝食 き 固 、 昼 重 0 回 、 富 0 回 (森内 食 は 時 く ) ( 〇 ) 舌 量 員 の の 有無 : 同行 し ませ 

呈 必 汽 : 可能 F3GB 井 用 時 (し) 補 港 科 - PF34 一 時 Ce 方 都市 雷 : F35 百 灯 

1 仁 韻 に 滞 ま れ 言 も 本 : 日 程 吉 内 青空 運 貫 『 エ コッ ミー みみ ラ エー 遼 要 不可 !。 宿泊 民間 きき 折 号 区 上 1 醒 屋 由 司 瑞 意 コ 
きす}。 日 程 表 内 * 話 麗 素 示 抱 間 呈 乗車 代 査 ( 講 車 : き 陸 指 定 屋 )。 ムー ミン ロー ルド 入場 料 

ご 千晶 と ご 室内 : 

赴 1 - ユー ミー ローnrFO 還 呈 央 は 捉 JE 年 是 崩 誠 日 一 結 目 3 日 で 証 。 

詳 ム ー ミ ンー ワー ルド と ュー ミー 姜 打 本 の 営業 時 間 ・ 期 間 は 手 告 な し に 要 要 きれ 場合 が 放り ます 。 

較 ト っ ルック 太 ナーー タ リー トッ ルク 空港 へ の 柳 製 費 は お 客 様 の ご 負 担 と な せり ます (タケ シー で 約 3 号 、 皇 OO 円 程度 ! 

下 ツウ デー 仕 全 と 共に 、 日 本 出 償 時 中 空港 話 股 料 、 現 埋 田 国 想 ・ 空 港 利 整 を 民 行 愛 頓 させ で いた だ きま す 。 











工 胡 回 ヘル シン キ 発 〈AYO73 便 ) 帰国 の 途 へ 。 | 擬 内 泊 | 





⑮ ムー ミン ファ ン な ら ぜ ひ 訪 れ た い 
ムー ミン ワー ルド 観光 (期間 限定 ) 
タン ベレ で の フリ ー タ イム で は 
ー ミ ン 美 術 館 訪問 も 可能 で す 
但 フィ ン ラ ンド 随 一 の - 画 * 計 。 
リゾ ー ト ・ ナ ー ン タリ スパ ホテ ル 泊 ナー ン 証 央 記 シ ・ 








フィ ン ラ ンド は 日 本 で お 馴 
染み の ムー ミン の 故郷 。 
ナー シン タリ の 自 桂 の 中 、 
寮 族 で 楽し め る ムー ミン 
の テー マ パ ー タ 。 ムー ミ 

ンー を は じ 和 め 情 快 な 仲間 た 

ち が 出 迎え て くれ ま 直 

ムー ミン の 家 空 ムー ミン 

劇場 、 ムーミン 都 便 局 な 
ど が あり ます 。 


ムー ミン ワー ルド Infprmaationm 
靖 園 期間 (2020 年 ) 
6 月 6 日 一 月 8 日 ( 吉 日 】 10:00O-18:00 


8 月 字 日 一 8 月 23 日 ( 理 日 ) 12:00-18:00 
※ ス ケ ジ ュ ー ル は 予土 無く 変更 まな る 場合 が 吉 還 ます 





較 間 タン ペレ の ムー ミン 合 博物 

林寺 館 は ムー ミン 美術 館 と し て リ 
中 凍 m 調 ニニ ュー アリ レオ ー プ ンー し まし た ! 
岬 訣 早 トー ベ ・ ヤ ン ソ ン 直 筆 の 原 





紳 生 ) 画 や や スケッチ が 展示 され て 
Jam Er Tarmperaeh TldETuEe いま す 。 楽 し いただけ で は な 
ーー い 貞 しい 現実 に 直面 し た と 
ムー ミン 先 条 則 itatlyt きき の ムー ミン た ちの 菩 憎 空 


ee 
本 一 合 9 時 一 19 時 
エー 日 1 時 一 本 時 
【 体 み : 月 曜日 、5/20 一 6/2921 


人 人 場 特 : 丈人 128 ユー ロ ・ 子供 B ユー ロ ・3 開示 満 無料 


目 立 な ども 物語 の 魅力 で 
す 。 原作 の 面白 き を 感じ る 
こと が で きま す 。 


海辺 に 面 す る スパ ・ リ ゾー ト ホ テ ル 。 
屋内 外 プ ー ル 。、 ジ ャ タ ジ ー・ バ パス 、 サ 
ウナ な ど で 快 適 な 滞在 を お 楽し みく だ 
さい 。 ユ パ ・ ト リー トメ ント で は 、 必 
身 と も に リフ レッ シュ し て 、 て くつ ろ い だ 
ひと と き を お お 過ごし くだ さい 。 どど 項 望 
の 方 は トリ ー ト ヌメ ント や ハー バル ジャ 
クジ ー、 マ ッ サ ー ジ な どの ご 予約 も 承っ 
て お り ま す 。( 土 ・ 日 は 割増 し 料金 と な 
り ま す 。 





| 3W” . の) の) まま ' 導 | が . まず が 。 室 '。 ぎ が が "まず | 。 
IS 2 2 42 レー ド デ アップ | アロ ママ ッ サ ー ジ 
05 - ド 追加 代 敬 (i 泊 - 下 だ け りう イリ 





プア タラ ァァァ メ 


JC JR JWN JWP 。 守 ' WP . 旨 














フィ ジラ ンド の 2 大 テー ャ バー ク を 制 
ん メグ ロー ズ 和 と ムー ミ 
操 9 暴 休み 8 日 間 
筐 フ ラッ プラ ンド で の 白夜 体験 (期間 限定 ) 


穫 人 気 の 夜 行 寝台 列車 に に て タン ベレ ヘ ハ 
等 ムー ミン ファ ン な ら ぜ ひ 訪 れ た い ム ーー ミ 


シン ワー ルド で 


ン ワ ー ル ド 観 光 (期間 限定 ) 


還 還 回 成田 (YO74 便 〉 サ ( 乗 継 ) サロ ヴァ ニ エ ミ [ 隊 


本 | 革 | 
ロ ヴ ァ ニ エミ 鞭 後 、 送 迎 車 に て ま テ ル へ 。 (英語 ドラ イ バ パー の) ( 記 要 : 約 5 馬 放 誠二 上 
ロ ヴ ァ ニ エミ el に HE 
終日 フリ ー タ イム を お 過ごし くだ きい 。 
サン タッ ロー ユ 村 へ は 徒歩 で 行く こと が で 下 ま す 。 
| 出発 まで 自由 行動 。 * ホ テル チェ ッ ク ア ウト は 12 時 まで に お 済ま せく だ きい 。 [IX|X 


[夕刻 また は 夜 ] 送 運 還 * ま に て 駅 へ 。 六 送 還 車 は ド テ イ パ バー の み で ガイ ド は 同行 し ませ た 。 
【 タ 記 また は 夜 ]】 ロ ヴ ァ ニ エミ 駅 ンタ エキ スプ レス 等 | に 乗車 “ 
昌 タン ペレ 落 [早朝 】 EE 
【Q5:40】 難 自 ブリー タダ イム 。 
SE3 アー リー チェ ッ プ イン プラン (到着 徒 か ら す ぐに お 部 屋 を 合え ます } 
タン ペレ 【 午 前 ] 画 トゥ ルク 【 午 前 】 
列車 に て トゥ ルウ 到 落 後 、 難 自 オー ジ タ リ へ 。 

ー ミ ン ワ ロー ルド 観光 (人 場 チ テット 付 ) を お 楽し みく だ さい 。 
トゥ ルケ [午前 】 画 ヘル シン ー キ [午前 】 
列車 に で ヘル シン キ ペ 。 
へ ヘルシンキ [人 タ 天 】 ナ ( 直 
出発 まで コリ ー タ イム 。 
[ 午 待 】 各自 、 エア ポー トバ パス ユキ に で 空 へ 。 
放 証 加 で ル シン キ 発 (AY 073 恒 ) ナ 帰国 の 廷 へ 


【 還 馬 人 応 田 着 人 


行 恒 


雇 上 記 ス ケ ジ ュ ー ル は 現地 事情 や や 電 天 な どの 事由 に より 変更 と な る 場合 が ご きい ます 
大 行 偽 本 (ご 名 1 宇 利 用 ) 
gpー712 259.000 円 | 8-B7 289.000 円 BE-Brl4 349000 由 | Bl5-B19 289 000 月 
890 日 前 まで の お 申 迄 で 上 記 旅 行 代 栓 より 一 律 10.000 円 引き ( 申 迄 擬 件 P き 雪 明 ) | 


本 周 示 追加 代金 (日 本 発 土日 5OOQ 円 日 本 着 土日 5QOQ 円 
較 上 油 サー チャ ー ジ が 別途 選 要 と な り ま す : 目安 額 g4.50 円 ビ / ど 4 現在 ) (P35 参照 ) 
還 1 部 屋 利用 追加 代金 は 泊 ) :69.00G 円 


(J 位 行 同 間 -2UEO 年 到 月 日 一 日 月 柏 日 ロロ 画 字 催 所 上 に 1 導 衝 て に] 筐 行 日 臣 -B 日 聞 て ) 日 本 幕 土 填 : 工 田 、 問 宰 . 者 十 誠 , 

指 賠 乱 幅 『 呈 | 肝 手 定 款 空 芸 社 : コ ィ ー エ デー CC 構 訂 アラ エエ コッ ミー アカ コミ (ビジ ネス カラ コミ ご 天 望 の 記 は PJ 召 】 

て 財 衣 定 直 テ 上ル:P3f 表 〈 し 直 事 : 朝 修 呈 回 、 暇 前 位田. 写 長 人 回 [ 揚 内 生 せ 中 *1 (1 所 晶 画 押 有 無 : 同 行 し ませ 生誕 折 : 

可能 , PB 若 半 CC] 裕 洪 間 : 幅 闘 軍 電 証 算 市 促 是 PSG5 赤 肝 に) 民生 に 生ま れ 計 右 丁 日程 家内 坪 空 運 謝 (エコ ッ ミ ー サ 

ミア 本 覧 科 可 ]、 遂 較 車 ロー ニ エミ 空港 キテ ルル 遼 固 層 車 . ホキ テルメ ロサ ー ニ エミ 駅 咽 理 車 . 口 ピ ェ ニ エ ミール ーー キ 間 す 

ンー エキ ゴル レネ 居 選 手 |、 エ デポ ギー トバ スミ - チ テット 拭 【 旧 週 北 セン キ 市 内 宰 末 本 垢 民 人 着 呈 週 息 己 上 上 1 孝 刻 硬 用 朝 記 つ 者 !、 

は 選 由 車 上 は ゃ ツジ テー すす 堂 走 、 他 四 お お 窒 と 遅 馬 に さ 計 日 革 が ご ざし いい きす) サー タッ ロー ミユ キリ デー ビレ ッ ザ ディ リー ロー ニン 性 
ま 意 と こ 素 内 : 

硬 マツ デー 忙 普 と 井 に 。 日 率 出 時 の 宰 浴 能 寺 料 、 更 玉 出 還 理 - 空 江 笠寺 を 代行 屋 条 ま きせ そ で いただき ます 

本 キー タ ウロ ー ス ネエ キス プレ ユ は トリ ゴ 中 所 名 1 補 ) は 下 可 。 シーダ ル 追 部 性 闘 (5 相 困 円 

呈 ロ ロア ニ エ ミ 西本 症 沈 まな も は 月 了 日 一 了 月 吾 日 較 せ も 

較 上 よー ミ レー ワー ドリ 開国 明 間 は TE 年 昌 月 日 日 一 昌 月 日 で も 

間 ト ウル ウ 記 呈 ナー ビタ リ 間 凸 称 動 功 は お 客 欄 叩 ご 條 担 と 厨 和 り ま す 。 





Rovaniemi “ 


世界 最 北 ラ メア 動物 園 観光 
ロ ヴ ァ ニ エミ (フィ ンジ ランド) 人 | ト 
' 北極 園 の 動物 た 議 議 四 形 | 


トー に 『 e コ 吉 に 会 うこ と が で 
サン な 桂 で サン に 倒 い に 行こ きま す 。 
う ! 建 筆 案 の アア ルト が デザ イ 
ンー し た 都市 。 き こり の ろう そく 


橋 が ラン ド マ ー タ 。 美しく 整備 フィ ニラ ンド の 礎 





され 、 個性 的 な デザ イン 建 筆 と 。 も 
最新 ショ ッ プ の 入る ショ ッ ピ ング 生 れ に も お すす め 。 





セン ター は 避 見 。 


4 


っ 


星 守 本 二 に 計 い に 行こ う 


の ジ ド の 建築 の 互 還 ! アル ヴァ リリ ルト 下 妖 の 往 日 
ロウ ヴァ ニ エ ミ サン タク ローズ メ 村 : 
リグ 2 ンス ルン 2 ル グ 。 2 = 


筐 ラッ プラ ンド で の 白夜 体験 期間 限定 ) 

穫 サ ンタ クロ ー ス 村 に 隣接 し て いる サン タク ロー ス ホ リ デー ビレ ッ ジ 泊 指 定 
(キッ チン ・ サ ウナ 付 了 アバ パート メン ト ) 

筐 人 気 の 夜行 笠 台 列 車 に て ヘル シン キ ヘ 


堅 還 員 旨 成田 (KYO 恒 ) サ ( 乗 継 ) サロ ヴァ ニ エ 


ロウ ァ ニ エ ミ 着 和 . 送 迎 車 ま に て ホテ ル へ 。( 科 語 ド ライ リー の 大) 伺 要 : 交 后 別 人 


) ロ ヴ ァ ニ エミ 
終日 フリ ー タ イム を お 過ごし くだ さい 。 
サン タタ ロー ユ ス 村 へ は 兵 歩 で 行く こと が で 吉 ま す 。 ] 
(C) に 3 人 | 


出発 まで 自由 行動 。 ※ ホ テリ ル チ ェ ッ ケ アウ ト は 12 時 まで に お 済ま せ 下 きい しゅ 
[ タ 齋 また は 夜 ]】 送 運 車 ま に て 駅 へ 。 ※ 送 迎 束 は ドラ イ バ パー の み で ガイ ド は 同行 し ませ ん 。 
[タタ 記 また は 夜 】 ロ ヴァ ニ エ ミ 駅 ンタ エ キス プス ユウ 等 | に 二 吉 900lon 
約 徐 時 間 の 寝台 列車 の 旅 


ヘル シン キ 着 【 朝 また は 午前 】 1 


誰 接 、 草 目 で ホテ ル …。 ホテ ル に 荷物 を 馬 け て か ら 目 由 行 動 を お 楽し み 下 さい 。 
党 ま テル チェ ッ ク ケイ ン は 15 時 避 降 で 本 。 朝 食 は 計 自 で お と りく だ さい (自費 ! は 
ヘル シン キ [人 タ 刻 】 サ (直行 便 
出発 まで フリ ー タ イム 。 

[午後 ] 各自 、 エア ボー トバ パス * に て 空港 へ 。 

本 本 団 ペル シ ー キ 発 (AY 073 便 ) サ 帰国 の 舌 へ 

回 議 回 記 田 苦 


※ 上 記 ス テ ケ ジ デ ュー ル は 現地 事情 や 荒天 な どの 事由 に より 変 更 と な る 場合 が ご ざいます 


旅行 民 釜 ビ 名 1 宣 利 用 ) 
8715 一 8/29 279.000 円 
2 CCOGR 7 な CR 1 


議 選 未 追加 代金 (日 本 発 土日 5QOQ 円 日 本 着 土日 5QOQ 円 ) 
一 交 油 サー チャ ー ジ が 別途 必要 と な けり ます : 目安 額 24.500 円 (2/24 現在 ) (Pd5 大 照 ) 
田 1 上 部 屋 利用 追加 民 倒 (3 泊 ) ・ 4B.DQO ロ 





品 信 行基 間 : 2O20 年 』 月 1 日 一 昌 月 2 日 最 省 届 行 上 人 衝 : 
地 : 成田 、 閲 空 、 名 古屋 、 福 珂 、 札 幅 ( 〇 利用 握 室 前 空 伝 社 : コ ィ ンー エ アー ( 座 護 タラ ネス - エコ メ ミ ー ウ ラス [ビビ 
ジネス タッ ラス ご 希望 本 古 は F34 才 還 ) () 笠 同 手 定 ホテ ル - PF3B 馬 格 品 食 事 : 朝倉 団 時 章 回 、 放 在 0 
固 ( 桂 内 廊 貴 *) ( 選 乗 晶 有 有 - 同行 し ませ ん て て) 年 泊 : 可能 .P3 是 天願 (空港 得 : F34 百 時 ( 員 地 記 
部 市 更生 : F35 礁 用 ( 〇 仁村 に 店 まれ 吉 も の : 日 程 内 衣 空 軍 賃 【 エ コッ ミー タテ え )。 送迎 車 (ロダ ァ ニ エミ 空港 
/ ホテ ルル 開 送 電車 、 ま テル ッ ロ ヴァ ニ エ ミ 駅 問 送 地 車 、 ロ ヴァ ニ エ ミ ー ヘ へ ヘルシー キ 間 サン ー タ エキ ユ プ レス 人 履 【S 衝 1、 
ェ エア ボー トバ パス ー チ ケッ 性 ( 往 簡 ヘル シセ ンー キ 市 内 / 空 洪 )、 誤 事 性 、 柱 迫 攻 3 泊 号 (大 一 授 本 覗 用 》、 【※ 遂 暫 還 
と は : ヨウ シー を 芋 友 、 電 功 鶴 様 と 層 還 に な る 場合 が ザ ど ざい ます 》、 サ ー タ ケロ ー ユ ホリ デー ビレ ッ ジ デイ リー 
立 リー ニテ ダ 履 

ご 往 意 と ご 一 両 : 

古 "アー 作 壮 と 共に 、 


1 者 種 衣 生 日吉 : 正 日間 日 杯 牙 柱 


日 本 出 全 時 の 空 洗 施 語 科 、 現地 出国 息 ・ 空港 笠 等 を 性 行 愛 宇 き させ で いた だ きま す 。 


回 サー テッ ケ ロー ユー- エキ ユ ブ ビレ スネ は トリ ゴル 介 事 1 室 ] は 不可 。 シセ ンー ヴ ダル 道 加 性 葵 15 四 町 円 
呈 ロ アニ エミ の 友 呈 が 光 ま せい 判 間 は 月 ず 日 一 了 目 品 日 賠 で 生 





車 窯 上 の 景色 を 楽し 友 な が ら 、 ロ ヴ ァ ニ エ 
ミ か が ら 首 都 べ ル シ ン キ に 行く 12 時 間 夜 
行 宮 台 列車 の 旅 を 満喫 。 食堂 車 も 充実 ! 


トイ セレ 、 サウ ナ 、 ミニ キッ チン 付 


シャ リピ ゾー. 


写真 想 代 : Samtaclskm Halidgy willmgm 写真 は 入 イ イメ ヌー ジ で す 。 


ミ [ 夜 Ei 


] 所 | 叶 | 


トコ 


革 wrs サ 用 箇 き テト ヤ サーゴ 


し 


[ 鞭 wre な 村 箇 き 9 ァ アム ミュ リーボ 」 








フィ ン ラ ンド の 原 ! ! も 
220424 キ 6 日 間 = 


重森 と 湖 の 国 フ ィ ン ラ ンド の 象徴 的 な 風景 を 楽し み ま す 。 
コリ で は 国立 公園 ハイ キン グ 付 。 

筐 風光 明 英 な ソコ スコ リ ホ テル に 宿泊 

全 ヘ ル シ ジ シンキ で は フリ ー タ イム た っ ぷり 


還 還 成田 (AYO74 便 ) ひ ( 生 継 ) サヨ エン スー【 夜 | は 





送迎 事 * に て ソコ ス ホ テ ルコ リ へ ー コリ 治 


|+ 午前 、 英語 ガイ ド が コリ 国立 公園 の ハイ キン グ に ご 案内 いた し ます 。 
、( 益 き 時 間 ) ( 注 1 
午 径 プリ ー タ イム 

自 舌 費 か な コリ 国立 色 園 内 の ホテ ル で 員 っ くり と 吉 過 ご し くだ さい 。 


5』 送迎 車 ま に で て ヨ エ ンス ー 空 港 へ 。 
空路 エル シン ー キ ペ へ 。 エ アボ ポー トバ スキ に で て 市 内 へ 『 消 
ヘル シンキ IE 
終日 フリ ー タ イム 。 [へ ヘルシンキ 泊 | 

。 ヘル シン キ 【 タ 刻 】 呈 (直行 便 ) 

出 某 まで フリ ー 且 ゴ 据 。 
else 各自 . エア デ ボ ー ト バス * に て 空 乱 へ 。 
、 芽 証 還 ペ ヘル シン キ 発 (AY 073 便 ) サ 帰国 の 造 へ B 栓 内 泊 

国 功 田 着 且 空 。 名 古屋 短 過 親 舌 ほ 35 参照 電 1 

党 上 記 ス ケ ジ ュ ー ル は 失 地 事情 や 荒天 な どの 事由 に より 変更 と な る 場合 が ご ざい まれ 


旅行 代金 (2 名 1 室 利 用 ) 
4 ュー4717 295.69o 6 1 一 7/18 259.000 円 
18 ご 424 309.000 円 713 こ 87 7 299.000 円 |S71s923 319.000 幅 | 


[Ser 229.090 崩 1s 521 299.000 由 | 
理 制 99I 90 日前 まで の お で 上 記 所 行 代 会 より 人 10000| 円 引き (申込 秒 件 P3 参 誠 ) 

肌 選 示 追 加代 金 (日 本 発 土日 5OO 円 日 本 蓄 土 日 OOQ 円 ) 

本 落 泊 サ ー チ ャ ー ジ が 別途 必要 と な り ま す : 目安 閣 21.000 円 2724 現在 ) (P35 参照) 

1 部屋 利 用 追加 代 低 (は 哲 ) 78.000 円 








C 編 生還 間 : SUGD 年 』 月 1 日 一 明月 30 日 蘭 少 能 守 上 員 1 者 欄 5 棒 行 日 募 : 皇 日 間 (に 朋 本 落 玲 : 成田 、 
問 空 . 事 十 醒 、 揚 岡 、 札幌 C 居 用 予定 航空 芸 社 : フィ ン エ アー 本 席 ツ ラミ : エコ メッ ミー ケラ ス (ビジ ゼネ スッ ラス ユ ご 和希 
望 の 方 は F34 二 腹 ) C 〇 邊 用 定 ま テ ルー : FPS 大 照 〇 六 事 : 朝食 4 因 、 畳 食 員 回 、 タ 長 0 回 ( 胃 内 食 は 陸 く ) て 5 必 
系 由 有 隔 行 し ませ CC 必 折 : 可能 . FE 攻 閣 C 裕 港 税 : F3d 基 時 中 方 市 名 義 - P35 参 覇 (に CJK 
等 に 秋 ま れ る も の - 日 程 表 内 款 空運 帝 ! エ コア ミー セラ ミネ 変 更 二村 )、 福 泊 代 間 き 泊 号 世 上 1 部 屋 覗 属 " 朝 長 つ 届 。 日 御 
表記 載 中 専用 車 送 費 用. コリ 国立 属 画 で の 到 講 カイ ド 同 循 い ゴキ ンダ 共 還 間 )。 日 程 表 内 印刷 表示 区 拉 M な 松 車 代 蘭 

ご 赴 章 と ご 軍 内 : 

六 1 : 要 天 岐 球 の 事 馬 に より 、 コリ 男 立 区 園 0 の イキ ング を 中 止 す 品 場合 富 ご ざい ます 。 

注 う : 日 程 の 番 が 居れ 時 わる 可能 性 が ござ いま す 。 

還 涯 層 東 と い イ キー ダグ は 遅 午 に な 天 可 本 性 定 ご ざい いま す 。 

咽 ウ アー 仁王 と 共に . 日 本 出 綱 時 の 空 尋 和 琶 科 、 現地 出国 得 空港 賜 等 を 民 行 語 額 きせ て いた だ きま す 。 





IGE 








ドア 。 ラ に 本 信 の エア ル グ ア レ : 2 の 宝庫 heo49s 
ーー 


アア ルド 建 8 コリ ド 9: 記 ウルク 、 ヽ キュ ユ フ と 
バル グン テ : 9 晶 問 


媒 フ ィ ン ラ ンド の 巨匠 アル ヴァ ル ・ ア アル ト の 建築 を る 旅 
等 アア ルト 建築 の 宝庫 ユ ヴ ァ スキュラ に 滞在 
午 ヘ ル シ ン キ で は 日 本 語 ガ イド が ご 案内 


| 。 堅 配 人 成田 発 (AYO74 便 ) 空 中條 行 便 ) サ フィ ン エ アー に で ヘル シン キ へ 。| | 





国 琶 間 ヘル シン キ 落 。 エ アボ ポー トバ パス \ に て 市 内 へ 。 告 自 ホ テル へ 。 | 
ご 25 【 朝 】 

アア ルト 建築 を 学ぶ (所 要 時 間 6 時 間 ) 
日 本 語 ガ イド と 共に 専用 車 * で アア ルト 建 筆 探 語 へ ご 案内 いた し ます 。 
婦 オ タニ エミ の チャ パル 、 和合 ヘ ル シ ン キア アル ト 大 学 ( ほ 1)、 EE 
アア ルト ハウス 、 (コフィン ラー ディ アホ ー ル な など 


| ヘルシンキ 【 午 前 】 只 ユ バス キュ ラ 【 午 前 また は 午後 】 


ー 4 


OZ | 


列車 に て ユ バ パス キュ ラ へ 。 徒 歩 に て ホテ ル へ 。 到 間 後 プリー タ イム 。 EE スキ ュ ラ 8 
ユ パ スキュラ 【 タ 刻 】 画 ヘル シン キ 【 タ 刻ま た は 夜 ] OK 


間 自 で ユ バ スキ ュ ラ 市 内 の ご 前 策 を お 楽し みく だ さい 。 ア アル ト が 建築 し た 、 ア 
アル ト 情 物 館 ( 注 史 、 市 立 劇 場 、 労働 者 会 館 、 エバ スキュラ 大 学 等 を 難 自 ご 見 
学 く だ さい 。( ガ イド は 同行 し ませ 上 ん ) 
| 徒歩 に て 中 央 駅 へ 。 列 車 ま に て ヘル シー ンー キ ペ 。 
| 。 ヘル シン キ 【 タ 刻 ] 呈 (直行 便 ) 
出発 まで フリ ー タ イム 。 
[午後 ]】 吉 自 、 エ デ アボート バス ユキ に て 空港 へ 。 
放 衣 回 ソル シン キ 玩 (AY 073 便 ) サ 帰国 の 逢 へ | 欄 内 迫 


16 国王 敵 成 田 若 関空 。 名 古屋 拓 賠 、 穫 帳 怖 仁 35 大 早 員 
癌 上 記 ユ バジ デュール は 下地 事情 や 蓄 天 な ど 本 事由 に よ げ 刻 更 と 専 右 暮 舎 症 ご ざき し ます 


Oix+ 








旅行 尼 釜 (ご 名 1 室 利 用 ) 
| コータ 17 309.000 円 | 6 1 712 329.000 円 | 5 | 5714 349.000 由 


本 424 379.000 円 | ig 7 359。 000 円 | 15 一 gy23 379.000 円 


| 4255 7 5.DOO 円 187 8 一 814 19.00O 円 | 9724 一 9730 329.000 円 


| 5 85/31 299.000 円 | ari5 一 gy31 359.000 円 io/ 1 io/31 309.000 円 
| [時 所 Ql コ D 日 前 まで の お 申込 で 上 旅行 代 全 より 一 律 10.DOO 円 引き (申込 件 PS 参照 


一 週末 追 垢 代 多 (日本 発 主 日 5DOO 円 日 本 著 土日 5OOO 円) 
| 一 油 サー チャ ー ジ が 別途 必 要 と な り ま す : 目安 額 81.000 円 (G/4 現在 】 (PS5 参照 ) 
| 画 1 部 屋 利用 追加 代金 (4 泊 ) : 130.0 ロ 0 円 


本 行 陣 間 :2TEO 年 4 月 1 日 一 則 月 還 日 最少 仙 行 上 人 出 -1 才 橋 て 坪 行 日 起 :6 日間 CH 人 王 地 成田 開 空 才 十 司 、 
提 賠 . 息 則 『 旨 軸 千 定 吉 空 半 社 : コ ィ ニー エア ー ラミ : エコ ッ ミ エー ケラ ミエ (ビジ キネ ユア タコ ヌ ご 滞 望 の 証 は FM 同 昭 
て ) 刷 用 千 定 ホテ - 下 38 厨 除 () 高 事 : 朝食 引 回 尽 真 回. 高 回 ( 間 内 高 は 吐く ) て) 避 生 表 の 有無 : 同行 し ませ 
民 折 可能. PB 基本 (Cm 洪 笠 ・P34 震 補 て 提 方 都市 葬 矯 -P35 悦 人 負 に 合 主 擬 る も の - 日 秩 表 内 走 空 運 置 1 エコ 
メ 3 宿泊 必 交 哲生 世 上] 部屋 合用," 朝食 コ き !、 日 和 再 内 * 昌 0 再 示 区 間 の の 雪 還 民 仁 ( 車 - 2 等 直下 

モエ - ュ 上 ェ ー = 

送 1: 式 学 便 邊 机 場 音 . 工 陳 中 寺 で で 中 に A 場 店 き な し り 坦 音 が あ 吉 上 り ま 二 。 

六 せ アア ルト 剛 物 酸 は 月 曜日 性 本 です. 

世 日 可 表 の 記号 は 次 の 通り で す 電王 入 井 弁 光 (ウー ト 車 鶴 洲 ①ー 還 補 押 光 

画 下 記 イ ベント 関 便 認 間 香 笠 け 士 変 宮 計れ ま ます, ご 四半 間 に 肖 在 を ご 馬 玉 の 方 は 素早 取 に お 中 届 て だき いい 。 WRC ネネ テ ラリ リー コイ ンー ラ ンド 世 有 上 后 
較 ジ デー 甘 壮 と 共に 。 日 本 出 詳 時 中 宰 港 贅 設 料 , 現 境 出国 各 - 宰 應 程 陵 を 信 行 愛 久 き せ で いた だ きま す 。 


RUJWNNR RW JNIRRNR まま すま ON 
リリ ワ ァ リル ド アア リリ (agf = 』976 








コ 中 こし ー wi 山村 中 ーー 5 w で ュー ir と 〒 四 」 エー | 民 ei ・ 
スク ウェー デン の 国民 5 的 作家 カー レ ・ ラ ー ジ ション FP0084S バン > の 不思議 な 】 し さ ー 














1 町 折 = ーー アル ym 7 ny いり ・ コ = の 呈 * 凸 L 
スウ ェ エー テン 人 の 届 の 故郷 ルン 4 人 3/ ク ノル 2 ラ に PEKG 
ーー ーーー ト を 還 WT が ー Pe | 応 。 湖 た デー ョ ご ( 村 丁半 瞳 = こ 
クア ルル の 3 リル ルル は /7 介 基 = 量 | スト ウッ ン 7/235D 6 旧 同 
人 @ ス ウェ ー デ ン 人 の 心 の 故 手 、 最も スウ ェ ー デ ン ら し いと いわ れる 代 ニ ルス の 不思議 な 旅 の 舞台 、 湖 に 浮か ぶ 自 然 に 囲ま れ た 古城 
ダー ラナ 地方 の カン トリ ー ホ テル に 宿泊 ヘッ クベ ル ガ ー 城 に 宿泊 
弄 ダ ー ラ ナ に て 夕食 2 回 付 等 ヘッ グ ベ ル ガ ー 城 に て 夕食 付 
介 ス トッ ク ホ ルム で の シン ブル モダ ン な 生活 雑貨 探し を どう ぞ 民 ス ウェ ー デ ン 南 部 スコ ー ネ 地 方 を 列車 移動 。 車 窒 か ら の 景色 も 楽し み 
成田 ・ 汰 田 ・ 関 宇 ・ 名 古屋 ・ 掲 岡 * 札 幌 発 人 前 す 仙 サス トッ ク ホル 図 || よ | | 成田 ・ 羽 昌 ・ 関 空 ・ 名 古屋 ・ 福 岡 ・ 札 幌 発 年 凡 | サ ( 梁 編 サコ ベン カ ー ゲ ン 陵 ] | ji 
空路 、 ス トッ ク ホ ルム へ 。 史 車 計 に て 市 内 へ 。 トッ ホホ 二 党 rl 宣 中 コ ペ ジ セハ カー ゲ シ m。 
ストックホルム [午前 画 ダー ラナ 【 午 後 】 IOlxIO| 2 列 東 * に て 市 内 へ 。 各自 ホテ ル へ 。 スー 
列車 \ に て スウ ェ ー デ ン 人 の 心 の 故郷 受 一 ラナ 地方 へ ( 約 3 時 間 )。 え | ょ コペン ハー ゲン 【 夕 語 】 吾 古城 し 吉 。[ 邊 
送 李 車 ま に て ホテ ル へ 。 ーー | 夕刻 まで フリ ー タ イム 。 コ ペン ハー ゲン 市 内 の ご 英 策 を お 楽し みく だ さい 。 
自然 に 囲ま れ た カン トリ ー サ イド の ホテ ル に お 泊り いた だ きま す 。 送迎 車 * に て で ハッ クタ ベル ガー 城 べ ( 約 1 時 間 )。 ダ 食 は 遂に 面 し た ダイ ニン ダル 一 
タ 食 は ま テ ルレ スト ラン に て 。 ダー ラナ ム に て お 召し 上 が りく だ さい 。 スコ ー 電 お 泊 m 
ic NM 古城 | 生前 】 一 ス コー ネ 地 方 画 【 午 後 ]】 スト ッ ク ホ ルム IOIxi [ 
寺 日 ブリ ー ズ で Re 了 タク シー 等 (自費 ) に て マル メ ま た は ルン ド へ 。 テ 
條 ー ラ ナ 地 方 近郊 の ご 散策 や 伝 二 工芸 の 工房 見 学 な ど お 生 し みく だ さい 。 列車 きま に で 車 宰 か ら の 冊 景 を 楽し みな が ら ス トッ ク ホ ルム へ ( 約 4 時 間 80 分 ) イ 
ク 人 は 食材 を 生か し し た 伝統 的 な スウ ェ ー デ ン 和 料理 を お 召し 上 が りく だ さい 。 チ 泊 FPW よ 
送 部 * に て 駅 へ 。 列車 * に て スト ッ ク ホ ルム へ ( 約 3 時 間 )。 。 終日 フリ ー タ イム や 本 5 
藩 機 、 ホテ ル ペ 。 トッ タホ ル 泊 ー 8 ] o + 半 
| トト 由 1 1 し 
、 ス トッ ク ホ ルム [午前 また は 午後 サナ ( 乗 継 ) Olx+ IE ye 33 を た 
列車 * に で 空港 へ 。 空路 、 帰国 の 途 へ 。 し 質 内 泊 ] ease > 3 
成田 ・ 羽田 ・ 関空 ・ ・ 名 古屋 ・ 福岡 ・ 札幌 斬 前 証 生成 田 ・ 関 空 ・ 名 古屋 ・ 福 岡 藩 【 午 前 】 WAM に 3 

補 5 上 記 ス ケ ジ ュ ー ル は 現地 事 博 や 坊 天 な どの 事由 に より 変更 と な る 場合 が ご ざい まま 沼 上 記 ス ケ ジ ュ ー ル は 現地 事情 や 坊 夫人 な どの 事由 に より 変更 と な る 場合 が ご ざい ます 際 

旅行 民 釜 に 名 1 室 利 用 ) 旅行 民 銘 (2 名 1 宣 利 用 ) 

4 キー 中 17 の 昌 JO00 円 15 1ー ア 12 な 9.000 円 | ューBr14 31 紀 OOO 円 キー 中 17 で 000 円 | 1ー ア 12 な 99.000 円 197 1ーBr14 329.000 円 
418 一 24 き 39.000 円 73 一 8 7 329.000 円 15715 一 gy23 339.000 円 118 一 4 349.000 円 173 一 Br 7 き 38.000 円 915 一 By23 359.000 円 
中 2 ロー 5 了 店 の IDOO 円 BE モー8gr14 3B9.0O0O 円 | 9924 一 97Gn 299.000 円 4/O5 57 ア な 9.000 円 BEEーBr14 9.000 円 99B4ー BrGH 9.O00 円 

5/ 8ー5/31 な 59.000 円 | 8515 一 831 329.000 円 | 5 8 一 5/d1 269.000 円 15 一 BS1 き 39.000 円 | 

時 記 ヨ 0| 90 日 前 まで の お 申込 で 上 記 旅行 代金 より 一 律 10.0O0 円 引き (申込 共 折 3 参照) [時 基 | 90 日 前 まで の お 申込 で 上 記 旅行 代金 より 一 律 10.000 円 引き (申込 条 件 3 参照 ) 

遼 週 未 追 加代 金 : フィ ー エ アー (日 本 発 土日 OOQ 円 日 本 区 土 日 5QOQ 円 } 画 週 末 追 加代 低 - ブ ィ ン エ アー (日 本 発 土日 5DC 円 日 本 著 土 日 5n0Q 円 

スカ ンジ ナオ ピア 航空 (日 李 発 土日 19BBOQ 円 日 李 藩 土日 10QOG 円 } スカ ンジ ナオ ビア 航空 〔 日 李 発 土日 GOOQG 円 日 本 着 土日 10BOG 円 ) 

還 村 油 サー チャ ー ジ が 別 邊 必要 と な りり ます : 目安 額 55.400 円 - BLOOO 円 ビ /4 現在 ) (PG5 参照 還 陸 油 サ ー チ ャ ー ジ が 列 知 必要 と な り けり ます: 目安 古 ge 円 一 HOOO 円 に 4 現存) 中 35 参照 ! 

馬 1 部屋 利用 追加 民 闘 (は 泊 ) : 65.00Q 円 還 1 人 部 屋 利 用 追加 民 金 (は 泊 ) : 99.000 円 。 
〇 層間 : 2020 年 4 月 1 日 一 9 月 30 日 〇 最少 仙 行人 遇 : 1 名 標 〇 人 生日 数 日間 ( 〇 日 本 発 地 : 成田 、 層 、 〇 商 行間 2020 年 4 月 1 日 9 月 30 日 〇 最少 催行 人 員 : 1 名 欄 〇 旅行 日 宮 6 日 間 ( 〇 日 本 発 地 : 成田. 羽 
関空 . 名 古屋 、 福岡. 札幌 (中 用 平定 式 裸 芸 社 : 哲 合 困 本 原 ツ コ エ : エコ メッ ミ ー タ ラ ュ (中間 ウゴ エー ビ ジ ネス ウラ コテ ご 田 、 関空 , 名 古屋 、 舞 因 . 札 帳 て TH 用 定 昧 空 芸 社 -P35 災 陣中 也 ウ ラミ - エコ メッ ミー ラス (中 間 ウ ラス ・ ビ ジ ネ ユ ウッ 
基 望 の の 方 は P34 人 還 ) (-) 因 用 予定 ホテ ル :P3 基 時 ( 〇 : 朝食 4 回 . 尽 衣 0 回 . 食う 固 ( 提 枯 食 は 除く ) ( 〇 天 乗 ラス ご 希望 の 方 は P34 昭 ) (利用 予定 ホテ ル P8 佑 思 ( 〇 頒 事 : 再 食 』 国 、 硫 食 0 回 、 夕食 1 回 ( 机 内 廊 は 陸 く ) 

中 の 有無 : 同行 し ませ た ( 〇 避 泊 : 可能 . 38 才 早 〇 定 洪 筐 PF34 其 陣 (地方 衝 市 徹 弄 - P34 参 隔 (O 民 例 に 営ま れ 〇 天 乗 員 の 有無 : 同行 し ませ ん (中 泊 : 可能 、P36 参 照 (空港 税 : P34 参 昭 地方 者 市 名 形 - P35 馬 
る も ゆ : 日 各 表 内 直 空 軍 秒 【 エ コッ ミー クタ ラス / 変 更 不 可 )、 宿泊 性 本 』 泊 分 己 上 1 部屋 覗 用 "朝食 つき )、 日 程 表 内 * 印 の 〇 代 馬 に 含ま れる も の 日程 表 枯 航 空運 舎 ( エ コッ ミー ツラ ス / 変 更 不可 、 栓 泊 作例 』 泊 全 ら 上 1 印可 使用 "朝食 つき )、 
表示 色 間 の 専用 車 代 全 ・ 主 必 全 ( 唱 車 : 等 自由 席 }、 ダー ラナ 地方 の ホテ ル で の 婦 食 作例 2 固 円 コー ス ァ 勤 み 物 列 料 全 ヘッ 9 博久 了 (は コー ミ メ ディナー" 数 上 物 財 笠 條 )、 日 程 素 内 * 印 の 表示 区 開 の 本 還 代 六 (列車 - ら 鞭 ) 

ご 注意 と ご 案内 : に 才 お 
記 東 理 畠中 ロ 一 本 全 1) 前 益 は 特 出 プ ラー で の ご 壮 約 に な けり ます 。 別 舌 峰 加 笛 半 が 下村 に な ます の, 詳し で は お 問 較 占 筐 直 テ 遇 は 部 屋 雪 字 な いた 部 者 早 還 に 者 申 過 本 る だ きも 。 

い 信 むせ くだ きい 。 ご 中 期間 に ご 通 在 を ご 幕 詞 の 方 は お 早 厨 に お 申 誠 上 そ だ きい い 。 用 古江 三 マル メデ ルンド の 循 重曹 お客様 の の ご 角 舞 と な りす 。 [タウ シー で 堆 30 号 . 了 BOO 円 程度 ) Ji 
琴 天 迎 車 は タケ シャー に な る る 場 公 が あり 、 ほか の お 客 駒 と 遅 横 に な る 可能 性 が ご ざい ます 。 改 送 迎 車 は 避 暴 に な る 可能 性 ご ざい ます 。 ca ピ 
還 ツ アー 人 壮大 に 。 日 本 出 列 時 の 空港 誠 料 、 現地 出国 笠 ・ 空 洪 程 妊 を 行 評 休 き せ て いた だ きま す 。 還 ツ アー 作 革 と 共に 、 日 本 出 研 時 の 空 送 主 料 。 現地 田 国 科 ・ 空港 邊 稚 を 代行 度 凡 きせ で いた だ きま す 。 電 m 和 0 
疲 ニ ラナ 坊 ヘッ ク ペル ガー 最 症 更 。 還 . ず チ プ プ 了 デ PF _ W ザ = チ , ン 
ン リ ヤン 通 を 中 心 に 深い 本 、 『 ニ ルス の 不思議 な 旅 ] に も 登場 する メス コー ネ 地 方 の 湖 に 浮か ぶ 美 デス トド ン 4 AR ュ L 
起 代 に 二見 だ 大 地 と いっ た 姜 し い し い 十 城 。14 世紀 に 建て られ た 森 と 通 に 囲ま れ た お 城 。 森 に は JJ7 年 スウ 


目 熱 に 囲ま れ た 中 で 、 古く か がら の 伝統 が 野生 の シカ も 性 を で いま す 。 美しい 刀 境 の 中 で 庫 っ た り と し た 次 沢 
守り 続け られ て いる 地域 で す 。 何 百年 と な 時 間 を お 過ごし くだ さい 。 季節 の お いし い お 料 理 も 人 気 で す 。 
続く 伝統 的 な 民 愉 音 楽 や フォ ー タ ダン スズ 、 

民族 衣装 が 茎 き れ て お けり 、 会 続 の 夏至 芋 
も この 地域 で は 特に 盛大 に 行わ れ ま す 。 


ユニ バッ ケン ・ ア スト リッ ド ・ リ ンド グレ ー ン 博物 館 
スト ッ ク タホ ボル 上 ・ ユ ー ル ゴー デー 島 に あり リロ ンド ダ レージ の お 詰 四 
世界 が ミニ チュ ア に し て 展示 され てい ます 。 

開館 期間 (2020 年 ) 。= ネ 主 

4 一 5 月 と 月 19 日 10 月 ………… 10:00-17:QQ 

了 月 月 18 日 まで …… の ee… 10:00-18:00 

送 引 - 骨 月 は 月 訣 任 黄 二 え 本 ダジュール 量 壮 圭 無 と 密 要 と な 難 場 冶 症 吉 凌 す 。 











お 部 屋 一 仙 ーーー ーー ーー ーー ーー 
呈 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 








チイ ププ アー ポア ププ プチ 。 


メア 


8B 


魅力 あふ れる 街 _ 





北欧 3 大 都市 の ご 紹介 





: 音 els Im Ki 


ヘル シン キ (フィ ン ラ ンド ) 





ペル シー キ 大 聖堂 : 白亜 の 中 壁 
に 緑色 の ドー が 美しい フィ ン ラ 
ンド の 名 徴 と も いえ る 教会 。 


| | すず すず ず ナレ チー ププ ーー アー ザ ず ず 。 了 Rn 
マッ 


メー ラー レン ジ 潮 に 洋 か あぶ 、 美しい 都 
スウ ェ ー デ ン の 首都 スト ッ ク ホ ルム は 北欧 の ベニ ス " 水 の 都 と 呼ば れ 、 
豊か な 緑 と 14 も の 群島 で 構成 され た 美しい 街 で す 。 









方 ムラ ・ ス タン : 王宮 や や 大 聖堂 な ど 歴 
石畳 や 洒 い 
路地 な ど 中 世 の 面 影 を 残す 旧 市 街 。 


史 あ る 建造 物 が 点 在 し 、 


0 | グ 「 プー | アア ・/ アプ | アグ プー アア 7 アア 7 プア 7 アア アン J ァ / 


ちち も ちゃ 箱 を ひっ くり 9 返し た よう な 、 董 話 の 世界 の 街 堂 み 
デン マー クタ の 首都 コペン ハー ゲン は 、 赤 い レ ン ガ の 麻 史 的 建造 物 が 
雪 多 く 残 され 、 ロ マン 漂う 街 普 み が 訪れ る 人 々 を 魅了 し て いま す 。 


Co Denhagen 


q 1 ( デンマーク ) 





ニュ ー バ ウェン [ 


17 世紀 に 完 
し た 港 。 カラ フル な 建物 が 建 
ち 並 び レ スト ラン と し て 堂 業 し 
で て t ます 


写真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


tockholm 移 


シス ドッ ク ホ ルム (キッ ュー タッ) 





近代 建築 の 街並み と 、 
"バリ ルト 海 の 乙 女 "と 呼ば れ て いま す 
シン ベリ ウス 公園 : 通 畔 に ある 緑 豊 


か な 公園 。 フ ィ ン ラ ンド の 代表 的 な 
作曲 家 シ ベリ ウス を 讃え て 1967 年 


に 作ら れ た モニ ュ メ ント が あり ます 





デン ベリ アウ キオ 教 人 骨 を 
くり ぬき 、 銅 線 の ドー ム 状 屋根 
を か ぶせ た ユニ ー ケ な 遺 筑 。 コ 
ン サ ー ト や 結婚 式 も 行わ れ ま む 





市 庁 答 ノー ベル 賞 受賞 式 の 後 の 晩 装 
会 が 行わ れる 赤 レ ン カ の 建物 。 





ドロ ッ ト ニ ング ホル ム 宮 需 : 世界 遺産 
市 内 より 約 10 km に 位置 する 現在 の 王 
室 の 居城 。 








トド 


チボリ 公園 : コバ メン ハ ー ゲ スト ロイ エ : 12hkm 続く て ショッピン ダス 





ンジ っ 子 の 心 の 故 導 と し て 親 し トリー ト 。 ブ ラン シンド 店 か ら カ フェ 、 レ スト 

まれ て いる 遊園 地 。 ラン な ど 多 く の お 店 が 並ん で いま すす 裏 

時間 4 月 2 日 ー 9 月 20 日 通り に も 雑貨 店 が ある の で お すす め 。 
10 月 8H<11 月 1 日 っ 

人 信 姫 の 像 : アン デル セン 香 話 が モデ 皿 アン 、 

と な っ て 製作 され た 有名 な 像 。 本 "デー 


バル ト 海 を 際 を 、 美しく 穏やか な 街 
フィ ン ラ ンド の 首都 ヘル シン キ は 、 ネオ ケラ シ ックス タイ ル の - 
美しい 海岸 線 に 彩 ら れ た 


@ ソ コス - ヴァ ー み ナ オ 
ヘル シン キ 中 央 駅 の すぐ 
前 に 位置 し 、 エア ボー トバ 
ス 研 りり 場 か ら 皇 歩 約 号 。 
10F 朝食 し スト ラン か ら 軌 
眺望 も 人気 。 








細 カ マンゴ 

将 を 尽く し た ケラ シカ ル な 
内 装 の 最高 紋 ま テル 。 エ 
スプ ラナ ー デ ャ 通り に 面 し 
て 、 観 光 に も ショ ッ ピ ンダ 
に も 便利 。 全 室 バ パス タプ ブ 付 。 


〒 の 他 の ホテ ル : 介 ラディ ッ ン シン ・ ゴ ルー プラ ザ 本 ハブ ゴン 
本 本 リ デイ イシ ンー シテ ィ セ ンタ ー 層 ソ コス ・ プ レジ デン ティ 


介 ウラ リロ オン ・ サ イン 








中 央 駅 か ら 徒 目 王 分 の デザ イン ホテ ルル 。 部 屋 ご と に 慈 区 
デザ イナ ー の の インテリア で 送 一 され て いい 名 。 
の 他 功 ホテ 比 : 健 テル ・ シ ー・ ユ トック ウホ ルム 伺 プ ァ ー 


スト ・ ラ イ ゼ ン 宮 シ ェ ラ トシ 





人 央 イン ベリ ア 引 

モダ ン な 内 装 に デン マー 
ク の 昔ながら の 雲 囲 気 を 
織り 交ぜ た 居心地 細 良 い 
ホテ ル 。 中央 駅 か ら 徒 歩 
了 写 。 





ゃ 





委 ヴ ェ ス ター ブロ 

中 央 駅 の 西側 、 ヴェ スタ ゴブ 
口 通り 沿い に 目 つ 大 型 ホ 
テル 。 チ ボ まり 公園 は 徒 政 
約 号 婦 で 観光 に 恒 旭 。 


呈 李 の ホテ ル : 氏 ラディ ソン ・ ブ ルー・ ロ イヤ ル 居 ス カン 
ディ ッ ツ ・ コ ペン ハー ゲン 本 アア ニュ ー ハ ウン 


7 WW , 


l マ リ メ ッ コ 

誰 も が 知っ て る ウニ ッ コ に 代表 
され る カラ フル な 布 を 覗 用 し た 
洋服 、 パッ ダ . 雑 次 等 様々 な 
商品 が あり ます 。 





@ ナ ン ソ 
ちょ っ ぱり レト ロ な 柄 の 洋服 
や バッ グ で 人 気 の シ ョ ッ ズ 大 
0 * が か わい いと 評判 
で す . 








邊 アル テッ ク 

アル ヴァ ル ・ ア アル ト の 家具 
宅 布 を 取り 援 ラ ギャ ラリ ー・ 
ショ ッ ズ アア ルト 室 具 が 一 
同 に 並び ます 。 


動 ヨ ル ジ ナ グリ クセ ン 
自然 素材 の オリ ジ ナ ル テ キ ズ 
タイ ル を 覗 用 し た バッ グ ゲ や 雑貨 
ショ ッ ズ 。 シン プル で 使い や す 
い デ ザイ ン が 区 力 。 





| 


アラ ビア 
デザ イン セン ター 


アカ デミ ア 守 店 ファ ッ ツェ ルカ フェ  e 


Foruim 
ンク kc ト 重 カフ ェ ア ア ルト 選 
に 


カン ッ ピ | 5 (| 「 ゅ イッ タラ 
ベト ッ ダ マン 理 rr 1 
ー- 1 _ 広場 
屋内 マー ケッ ト 
宮 
s ピー [ っ 短 1 け ラ ・ ロ / セー 
29 ン 和 き ンジ N あー こ S ボテ ルフ ァ ビ アン 
シリ ヤギ ライ ンタ ー ミ ミ ーー か ' スト ホック ホル ム 行 き ( 

- か る め 食堂 シリ ヤラ イン ター ミナ ル 


1 ーJ ず ず ず 。 ず ず ず すず 。 了 すず ず すず ず 了 ず ず ず 。 了 ず ず 『 ず ーー ず ず ダグ 。 ず = ず ず ず ザ JT 





生 ス ヴェ ッ ス ケタ テッ 

1924 年 創 の テキ スタ イル 

ショ ッ ズ 。 雑貨 や 寮 具 も あり 、 

太 胆 な 柄 の リネ ン 素 材 の ファ 
ブリ ッ ク や 雑 半 が 人 気 で す 。 





四 ス ヴェ ンス クウ - へ 上 スロ イド 

カラ フル で キッ チュ な デザ イン 
の ファ ブリ ッ ク の 雑 背 や バッ グ 
で 人 人気 の ショ ッ ズ , 


アス プル ンド 
スウ ェ ー デ ン で 話題 の デザ イ 
ナー の 作品 を 扱う イン テリ ア 
ショ ッ ズ モダ ン な 家具 や 雑 
貨 な ども 充実 。 





デザ イン トリ エ 

新人 デザ イナ ー の 雑貨 が 揃う 
ショ ッ プ 。 グッ ド デ ザ イン で あ 
ぶれ で いま むす. 


シン 信 人 ga 2 









市 立 還 書 千 エス テル マル ム 地 区 
オー レジ ス jeNG ヲ デ ト 介 な な チン ン 
73 の セ 妙 ゲル 広場 / ン 
に 日 で ッ ル マル ム 地 頑 デ ウ ン 
スト ッ ク ホ ルム 【 あめ ァ ン W 人 各層 
SW 国生 議事 党 リー 
ee S 更 王宮 
人 ーー d 
| N 
を dE 
% eo 卓二 導 三 
\ (ガム ラス タ ジ ) 
い [ 


"セー デル マル ム 地 区 We 
* の 





オリ イー ンプ プン アイ ョ ププ アプ ンー イン イン プア アイ ーー プ アプ プー クー イン ププ イン ヤ イ ププ イン イプ アン ィ アゲ ア 





ロイ ヤル コペン ハー ゲン 

王室 御用 達 の 名 交 磁 器 メ ー 
カー。 プル ー フ ルー テッ ド や フ 
ロー ラダ ニカ は 憧れ の 隔 器 、 イ 
ヤー プレ ー ト も 人 気 が あ り ま す 。 





ロイ ルム ス ・ ポ ー リ フネ 


主 室 御 用 達 の 優れ た デザ イシ 
の イン テリ ア か ら 寝 具 、 キ ッ 


チン 用 品 か ら 雑 貨 ま で 全て が 


揃う ハイ セン スシ ョ ッ ズ 」 


邊 ジョ ー ジ ・ ジ ェ ン セッ 
デン マー ケタ と スウ ェ ー デ ン の 両 
王室 視 用 達 ゆ ジュ エリ ー ブ ゴラン 
ド 。 美 と 実用 性 を 呈 合 し た 銀 
製品 を 中 心 に 援 っ て いま 所 





イヤ マス ー バ パー 

青い スカ ー ト の 女の子 が トレ ー 
ド マ ー タ の 高級 ス ネー パー。 店 
舗 は 笛 中 に 高 在 し て いて 、 お 
土産 探し に 頼り に な り ま す 。 





. ア ィ さ 
の 4 ン 大 多 の 像 へ 
に ず / 5 / 加 プリ ア 情 物 館 
/ Z ロー ゼン ボー 
』 テア 貧 賠 
M 上 m / 


アマ 
ハウ ン 


ラウ ンド タワ ーー 


] F」 の イン 


テー 






E 衣 


| | 由 - コ も ンー ご 1 旧 王 立 芽 坦 
5 リ デ 2 の 、 ー ン の 4 
| Ne メ b ロ ィ この と ン ア アァ グラ 
ID ルレ 1 穫 市 圧 伏 、 ご 人 に コア ツア 
弄 @ ダン スク - 合 至 館 / / 
お ト で 21 デザ イジ デー ea が 
= セン ター 


ンプ ンー プン 


、 の 


写真 は 全 で イメー ジ です 。 


メ ウ 









5 
デ 
: 


pr 


て 


か ゃ マデ) ・ で で モメ ・ 


1 


ュー ュー ネー ュー ュー オーー キュ 
に 4 












 、 
ここ 


台 よこ 


_ 北 区 3 都市 周遊 と クル ー ズ & デ アア イン な 旅 2 0 
ョ ペ ジ ハニ 7 と / バ ル ジ シシ ジオ メド リク ホル が る 
バル ド 汽 ク ルーズ 6 日 半 


| 。 ニ タウ ー ル 0 。。。=。 = me 


' 同 g 
| 成田 ・ 羽 田 ・ 関 空 ・ 名 古屋 福岡 ・ 札 幌 発 午前 】 サ ( 乗 継 ) サ  「 
] | コペン ハー ゲン 【 夕 刻ま た は 夜 ] 

| 空路 コペン ハーゲン へ 。 列車 ま に て 市 内 へ 。 (カジ ュ ア ルプ ラン ) 


上 
Fm ュー L 
La 二 邊 ] 1 









2 ぅ | コペン ハー ゲン 【 夕 刻ま た は 夜 】 サ ヘル シン キト タ 刻 また は 夜 】~ 
ラ | | 出発 まで フリ ー タ イム 
トト コペン ハー ゲン 市 内 の 観光 や ショ ッ ピ ンダ を お 楽し みく だ さい 。 
列車 ま に て 空港 へ 。 空 路 。 ヘル シン キ ペ へ 。 
エア ボー ト パ ス * ま に て 市 内 へ 。( カ ジュ アル プラ ン ) 


wu 有 ち ン 二 哲 





> ヘル シン キ 堅 軌 本 ょ 

| | 出発 まで フリ ー タ イム 

| ヘル シン キ 市 内 の 観光 や ショ ッ ピ ング を お 楽し みく だ さい 。 
タク シー 等 (自費) に て フェ リー ター ミナ ル へ 。 
美しい いく つも の 君島 を 走り 抜け な が ら 進 む 、 タ リン クタ シリ ヤラ イン タ 
ルー ズ に て バリ ルト 海 タ ルー ズ を お 楽し みく だ さい 。 
追加 料金 に て デラ ックス キャ ピン ハア ッ プ グレ ー ド (12.000 円 ) P35 参照 
タ 食 は 船内 で スモ ー ガ スポー ド (スカ ンジ ナビ アパ イキ ンダ ) を ご 用 意 
し て お り ます 。 | 


QIR] 




















スト ッ ク ツク ホ ルム W 還 議 請 
スト ッ ク ホ ルム フェ リー ター ミナ ル 到 意 徐 、 タ タ シ ー 等 (自費 ) に て 市 
内 へ 。 (カジ ュ ア ルプ ラン ) 
スト ッ ク ホ ルム 市 内 の 観光 や ショ ッ ピ ンダ を お 楽し みか くだ さい *。 
ラグ ジュ アリ ー プ ラン は 人 気 の ホ テル 指定 (タラ リオ ン サ イン ・ ホ テ 
ル で ・ シ ェ ラ トン !) 










































































ュ スト ッ ク ホ ルム 【 午 前 また は 午後 】 ナ ( 乗 継 ) サ 
別 車 ま に て 空港 へ 。 空 寂 、 族 国 の 途 へ 。 
5 成田 ・ 羽 田 ・ 閲 空 ・ 名 古屋 ・ 福 岡 ・ 札 幌 着 【 午 前 】 
宮上 記 ス ケ ジ ュ ー ル は 下地 事情 礼 天 な どの 事由 に より 変更 と な る 場合 が ご ざき しま 証 
旅行 代 釜 (2 名 1 室 利 用 ) (カジ ュ ア ルブラン / ラダ ジュ アリ ー プ ラン ) 


1 1ーw17 249.000 円 /329.000 円 |s/ =ーsri4 359.000 円 439.000 



































4718 一 424 きす 19.000 円 / は 99.000 円 | 85 一 シ 31 99.000 円 /79.000 円 
425ー5/ 7 3.000 円 /479.000 円 19 1 一 r14 2B9.000 円 /G69.000 円 
5r Bー5G1 全 39.000 円 / 己 19.000 円 gi5ーgro3 31 ロ .0n00 円 / は 99.000 円 


7 1ー ア 12 な.000 円 / は 49.000 円 | 8924 一 9730 2B9.0 ロ 0 円 / は 49.000 円 


713 一 7 で 9.000 円 / 己 79.000 円 0 一 InrG1 避 4 ロ .000 円 / 己 29.000 円 
性 四 | 90O 日 前 まで の お 申込 で 上 記 旅 行 代 釜 より 一 律 10.000 円 引き (申込 柔 件 P3 形 照 ) ' 


田 週末 追加 代 全 : フィ ン エ アー (日 本 発 土日 5DOQ 円 日 本 其 土 日 5 円 ) 
スカ ンジ ナビ ア 足 空 【 目 本 発 土日 IO 円 日 本 藩 土 日 1DOQ 円 


磁 注 サ ー チ ャ ー ジ が 別 稀 店 要 と な りり ま す : 目 富 額 25.400 円 31.5D 円 選 選 4 現在 )(P35 姜 孔 } 
欄 1 上 部屋 追 加代 金 (4 泊 ) : カジ ュ ア ルプ ラン BOD00 円 ラプ ジュ アリ ー プ ラン 140000 円 


写真 は 人 生 で イメ ー ジ で す 。 写真 娠 供 : Laur_RintknyViglt Helsirii 





















休 北 欧 デ ザイ ン の 聖地 、 人気 
の コペン ハー ゲン 、 ヘル シン 
キ 、 スト ッ ク ホ ルム に 滞在 

価 群島 の 中 を ゆっ た り と 進む 憧 
れ の バル ト 海 クル ー ズ 体験 

更 ラグ ジュ アリ ー プ ラン で は 、 

人 気 の ホ テル 指定 、 空港 に 

港 到着 時 の 安心 の 日 本 語 係 

員 お 出迎え 、 ホテ ル ま で の 

送迎 付き 








の 


半 由 pa 人 2/3 の )6.97 ダ 2) 


各 都 市 、 延 泊 百 由 自 在 、 
アレ ンジ 可能 











各 都 市 、 空 港 ー ホ テル 間 は 送迎 また は 
エア ボー トバ パス ・ 別 車 な ど チ ケッ ト 付 き 








郡 島 の 間 を 進む ! 海上 か ら 美 し い 
景色 を 堪能 する 大 型 客船 の 旅 


常 香 室 中 写真 は 一 例 で 本 





ET1 


| 


海 側 客 室 指 定 
指定 料金 税 要 


海 出 テテ ックス ・ キ ャ ピン 指定 海 側 ム ーー ミン キャ ビン 指定 
テレ ビ ・ 冷 蔵 庫 ・ ダ ブル ベッ 3000 円 (お 1 人様 ) 

ド の み ・ ソ フト ドリ ンタ 付 

12.000 円 【 お 1 上 様 ) 


注 :1 名 で 1 室 ご 利用 の 場合 は 追加 代金 が 背 額 と な り ま 才 。 
注 : デラ ッ タ スル ー ム に は スペ シャ ルプ ブレ ッ ク タブ ァ ス ト が 営ま まれ ま す 。 


守 宣 軸 究 直 は 一 親 す 


9 
| 


FE 


。 自 [ 
3 に 
電 
ーー コ 


ルン シンキ (リロ ラロ バー ジリ 


詞 違 幅 に 理 村 許す 』 


ラダ ジュ アリ ー プ ラン 延 折 料金 (1 泊 お 1 人 様 ) 


コバ シッ ルー が ン シー グル 35.000 円 ウイ ン 22.000 円 
スト ッ ク タホ ルム シン グル 48.000 円 ツマ イジ 26.000 円 
へ ルル シン キ ンー ダル 35.000 円 ツイ ン 20.000 円 


応力 ジュ アル ブラ ンジ の 延 折 代金 は P3G を 確認 くだ さいし いい 


に 3 欄 抹 語 章 - TE 年 』 月 1 日 一 1 月 31 日 電池 師 行 え 員 : 1 名 環 才 デュ アー プラ ンコ 独 村 ラダ ジュ デリ ー プ ラー) 
衣 行 日 直 : 吾 日 間 む 日 本 郭 芋 二 : 底 田 、 羽田 、 問 宰 、 名 古 震 、 福岡 、 札幌 [し 呈 l 耳 巴 定 骸 空 信 社 - F35 登 絡 て 性 
麻 々 ゴス : エコ アミ ー ケ ラス (中間 タ ヌコ スー ビ ジ キネ ケ ラス ご 希望 本 方 は PS 琴 司 】 C 天 用 予定 地表 : FPS 昌 琶 也 
万 事 : 朝食 4 固 、 太 代り 回 、? 廊 1 因 (本 内 間 陸 く ) (し) 必 乗 表 本 有 舞 : 同行 し ませ 上 た ( 延 消 : 可能 、F36 赤 用 
7) 補 湊 粒 : P34 二 國 て ) 提 方 都市 乾 形 - Pd5 馬 用 ( 〇 民間 に 音 ま れ 計 も の - 日 程 表 内 敵 空運 賀 [エコ ッ ミ ー ウ ラス 
面 更 下 可 】。 宿 白人 村人 折 呈 上 1 部 可 使 用" 玉 コ き )、 タリ ンー ケシ ロリ ギコ イー 李 般 科 お よ ぜ 船 密 料 ( 選 届 昭 室 2 上 
1 印 屋 違 用 1、 日 程 表 向 = 還 本 表示 更 間 還 委 一 代 企 

記 達 草 と 記 室 内 : 

主 い ル シ ビ キ 市 内 ハル シン キー・ コ ェ リ ー タ ー ミ ナル 。 ユ ト ッ マウ 直 見 占 - ゴ ェ ロー ターミ ナル ユ トッ アダ 正 避 市 向 の の 幕 製 曹 
は お 宇 標 の ご ご 負担 と な ます 。 (人 き 豆 テー で 的 提 呈 、 5HO 円 畔 度 1 

厨 ジ アー 作 本 と 共に 、 日 本 出 昇 時 の 空 達 地 還 笠 、 現地 出国 程 空港 税 衝 代打 堂 頭 き せ て いた だ きま す 。 

田 主 日: 物 可 日 は 陣 直 - リ マー トロ は 選 重 の の 場 冶 記 ご ざい ます 。 月 は 業 条 二 は 硬 本 で 


WE 
/ EE 4 中 放 詩 田 昌 が 
EEH HI " ーー 『 
KN 山 山 軸 山 時 計 計 計 計 < 


較 


引 [ 員 加 Wiiitt 硬 間 
LU Hi 語 有 HHHH 田 田 馬入 訂 拓 HH 


| 本 | 回 『 


前 且 


員 硬 EE 1 1 
前 肌 田 軸 出 出 


" 


am ト 
・ 計 功 ( 固 ' 可 | 上 六 』 紀 . ョ - | 町 上 JPeEWPaamiii 
上 本 ( 本 欄 林 ! 還 硬 目 記 時 円 生還 月 目 且 科 し YM i 共 昌和 ジ 人 


キ 人 Em ニ 。 P 
計 ま ーー に 5 直 。 尾上 ー 

= PP ram 時 っ 
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『 す 1 
ょ ー 
・ 昌 
1 た | 
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と 雪 EE。 に ェ ェ コ mm 半 和 に 
ーー ツン 

































ワリ ニブ ラ シン 』 し 以 2 ウリ ニブ ラン 】 ル 以 者 由 周 近 ア ガイ ジ な 放 ワリ ニア ラ ア 』 し 炊 都 由 同姓 カイ ジ な 衣 
スス ドッ ツク ホ ルム AA 6090K ム マ ヤリ ルル アゴ 「 ww ド ツ ンド リル が Cr 
た 和 Em wi に ビー ーー ビア ナリ ャ Fm ドア に 凸 』 EE ーー ロア リャ た Jl = = 
バル ジン ー 日 同 ョ ムタ ノム マコ ノル ジス (月 | ョ ム ソ バ パー フグ 肖 | 
成田 羽田 ・ 関 空 ・ 名 古屋 ・ 福 岡 ・ 和 帳 発 件 本 | まま 成田 ・ 紀 田 ・ 職 空 ・ 名 古屋 ・ 福 財 ・ 札 由 発 御前 IM 附 田 羽田 ・ 関 空 ・ 名 古屋 ・ 福 剛 ・ 札 賜 午前 oi 
王 品 、 ス トッ クタ ホル ム へ 。 別 車 ま に て 市 内 へ 。 空路 コペン ハー ゲン へ 。 列車 ま に で 市 内 へ 。 空路 スト ゥ ッ タ ホル ム へ 。 列車 季 に て 市 内 へ 。 
スト ッ ツ ホ ルム 難 自 示 テ ルル へ 。 コン ハー ザン か DO ルル) 
終日 プリー タイ ュ 。 ' iCYI 
detect ーー 4 終日 ブリー タ イム 。 スト ッ ク ホ ルム 市 内 の 観光 や ショ ッ ピン グ 等 を お 楽 
スト ッ ク ホ ルム 年 前 } サ 0 し みく だ さい 。 スト ッ ウホ ルム 
ベル シン キ [午後 また は 夕刻 コペン ハー ゲン シン 【 午 前 】 池 = 
別 車 \ に て 空港 へ 。 空路 、 ヘル シンキ ペ 。 へ ル シ ン キ [午後 】 スネ トック ホ ルム 【 午 前 】 叶 113 
エア ポー トバ スキ に て 市 内 へ 。 著 後 、 フ リー タイ ム 。 列車 ま に て 空港 へ 。 空 路 ヘ ル シ ン キ 。 コバ ベン ハー ゲン 【 午 後 ま た は タ 妙 ] 
| バル ト 海 ウル ー ズ の 議 1500O 円 ま 1 上 策 2 1 部屋 エア ポー トバ スキ に で 市 内 へ 。 | 列車 に て 空港 へ 。 空 路 、 コ ペン ハー ゲン へ 。 
( 吉 居 守 室 ・ 朝 催 ・ ダ 竣 迄 | PS5 参上 美 徐 プリ ー タ イ 占 。 到 車 ま に で 市 内 へ 。 コ a テッ 泊 
ジジ シキ 洒 本 
へ ヘルシンキ IOIX へ ヘルシンキ | コペン ハー ゲン IN 北 
終日 フリ ー タ イム 。 終日 フリ ー タ イム 。 ン キ 本 BR ク 
ヘル シン キ 市 内 の 観光 や ショ ッ ピン グ 等 を お 楽し IX は り MAS ダ 
= ] 臣 | ュ ー 1 
みく ぐだ さい 。 1 ヘル シン キ [午後 】 サ ( 健 鱗 ) サ ロ お 楽し 上 く だ さき し ロ SOC 
か キ ] 休 前 また は 午後 ( 全 チ ド の 信 = コペン ハー ダン 陸前 また 8 和 和 全 凍 て 北 
エア ポー トバ スキ に で 空港 へ 。 、 帰国 の 造 ぶ 。 模 内 : 5 ia = 
列車 * に て 空港 へ 。 空路 、 帰国 の 人 逢 へ 。 攻 :3 請 軸 
空路 、 帰国 の 達 へ 。 機内 泊 ーー は 「 床 
間 上 記 ス ジ ュー ル は 現地 事情 や 葉 二 どの の 事由 に より 変更 と な る 場合 が て さい ます 。 癌 上 記 ス ケ ジ ュ ー ル は 現地 事 本 現 天 な ど 束 由 に より 症 更 と な る 場合 が てき し まほ 上 記 ス ケ ジ ュ ー ル は 現 則 事情 や 葛 天 な どの 一 由 に より 変更 上 な る 場合 が て ほす 


旅行 代 釜 (2 名 1 詩 利 用 ) 旅行 代金 (2 名 1 室 利用 ) 旅行 代金 (2 名 1 室 利用 ) 
1 ダ 1ー ぐ 17 219.000 円 |87 8 一 8714 329.000 円 | 
4718 一 4724 289.000 円 | 8/15 一 8/31 円 | |4i8-w24 289.000 円 185-8y31 269.000 円 
4255/ 7 389.000 円 | ' 1 一 9ri4 279.000 円 | 
229.000 円 | is syzs 309.000 円 
| 712 259.000 円 | sy24 5739 259.000 円 
718387 7 289.000 円 oi - iorat 239.000 円 





| 計 者 80 90 日 前 まで の お 申込 で 上 記 旅 行 代金 より | | 時 0 90 日 前 まで の お 申込 で 上 記 誠 行 代金 より | | 着 B0l 90 日 前 まで の お 申込 で 上 記 旅行 代金 より 
10.00O 円 引き ( 申 迄 攻 F3 4 一 律 10.OOO 円 引き ( 申 伏 反 性 天 昭 ) ー 社 1DOCOO 円 引き ( 申 迄 径 性 P3 参 監 ! 
国選 末 人 商人 開 フィ ンー エ アー (日 本 発 二 日 5POO 円 日 李 交 土 日 5 円 馬 局 追 有 代 合 フィ ッ エ アー (日常 土 日 5HOO 円 日 本 閉 土 日 OO 円 国 週 末 追 衣 代 合 フィン エ アー (日 本 発 土 日 5DCO 円 日 本 着 二 日 5DD 円 
スカンジナビア 押 下 [日 本 革 日 100OH 円 日 本 講 二 日 !QOON 還 ユカ ンジ ナオ ビア 前 当日 本 喝 日 100OU 円 日 本 著 土日 090 陸 スカ シッ ナビ ア 類 空 旧 本 先日 OUD 月 日 村 閉 二 昌 100O9 還 | 
一 村 油 サー チャ ー ジ 写 別 遂 記 本 と な りり ます: 砲 油 サ ー チ ャ ー ジ 門別 遂 中 玩 と な りり ま す : 軒 悦 油 サ ー チ ャ ー ジ が 別 末 記 要 と な り ま す : 
目安 額 55 叶 40 円 一 2B.ORO 円 人 o 層 4 現在 】 中 35 大 喉 ) 目安 額 25.440 円 一 BBLCOO 円 選 /4 現 在 ) (PS35 基 膨 } 目安 客 らち 紹 40 円 一 31.5 ロ ロ 円 に ! 現在 ) 35 Es 
還 1 上 部 屋 央 加代 釜 は 泊 ) 5.OG ロ 円 還 1 上 部 屋 追 加工 釜 中泊) 54.00 円 国 1 上 部 屋 岩 加 居 登 人 泊 ) 5B. ロ OO 円 
C 志 行 還 間 : 2n20 年 月 1 日 ご 1 ロロ 月 1 日 器量 呈 層 行員 : 1 釧 竹 考 行 期間 : BOD 年 』 月 1 日 一 3 ロ 月 31 日 CO 最 中 翌 行 人 邊 1 独 本 CJ 手 行 棒 間 : Em20 年 』 月 1 日 一 10 月 31 日 員 最 上 能 循 上 人 慕 : 1 老 様 
て 二 行 日 数 : ロ 日間 日本 條 重 地 : 成田. 羽田 関空 . 名 古屋 、 推 較 、 札 由 て っ 二 行 日 整 : 日 間 日 本 作 下 地 : 庶 田 、 羽田 岡 空 , 者 古 屋 、 揚 賠 、 乱 幅 中 行 日 著 : 台 日 間 (日 本 緒 凍 地 : 庶 田 、 羽田 関空 名 古屋 裾 詞 . 世 貝 
し 症 計 定 刺 +: 眉 二 合 時 し 性 庫 ア ラミ : エコ ッ ミ ー ツ ラ ネ (中間 ツラ ユー ビ し 叶 用 巴 定 明 空 全社 - PH7 三 用 て 本 護 ツ ラス - エコ ッ ミ モー タテ ミュ (中 間 テ ラミ ・ [し 司 還 定 般 空 芸 社 : PH7 普 還 て 性 麻 ツラ ミエ - エコ メッ ミー ツラ ミュ (中間 ケ ラミ - 
か テ と は P34 二 本 | (CO 提 用 事 写 示 王 生 : 臣 折 状 時  ( 倍 重 : ビン ネス ウッ コ ユ ご 大 望 の 記 は F 和 4 大同 ) て 下 用 定 テル 上 所 呈 登 栖 CC 直 重 : ビジ ネス ワウ ラス ご 品 望 の 方 は PP34 登 較 1) て 用 予定 キテ ルル: 下 涯 豊 果 CC 赴 事 
朝食 4 回. 璧 章 口 固 . 廊 ロロ 回 6 納 内 食 は 陸 く ) (CC) 避 梨 下 - 陸生 し ませ と 朝倉 』 回 . 尽 席 口 回 、 食品 回 (本 内 食 は 中 て [CT 記 生 貞 : 周 行 し ませ 朝 癌 固 . 長倉 回 、 倉本 (本 内 食 恒 中 く ) (し) 居 昌 - 同行 し ませ 上 
て 選 折 : 本能. 選 3G 闘 隔 叶 誰 笠 :PS4 大 用 て 相方 都市 早 形 : 巨 G5 草 還 証 泊 : 可能. 所 拓 震 了 し: 洪 笠 - 由 34 若 用 (CE 太 都市 吾 : P5 琴 皿 ME 誕 泊 : 可能 . PP 震 虹 (Cm 科 PH 其 晒 方 都市 太 棋 - Pd5 内 虹 
CE 垂 に 癌 まれ る も の - 日 程 表 内 起 空 運 置 【 エ コッ ミー タラ スー 変 要 本 避 、 幅 拍 氏 合 に 営ま れる も の : 日 程 要 内 対空 運 軸 (エコ ッ ミ ー ツ ラス / 要 笠 可 !。 宿泊 六 往 し JE 茎 に 合 ま れる も の - 日 程 表 内 航空 運 加 (エコ ッ ミ ー ア ラス / 夏 更 下 可 j、 宿泊 
主 』 折 中 の 5 吉 恨 合用 / 朝 衣 つ き 1. 日 可 表 内 *HHD 吉 示 本 の 乗車 本 区 泊 呈 選 上 部 彩 蛋 用 "朝食 つき )。 日 程 素 内 キ 印 の 表示 区 同相 生 車 民主 必 査 吐 折 呈 世 上 1 部 屋 栖 用" 朝 契 コ き )、 日 程 表 内 キ 印 届 表 示 区 瑞 呈 乗車 代 全 
ご 注意 と ご 寅 内 - ご 注意 と ご 寺内 - 記 注 意 と ご 電 内 : 
還 デー 働 主 と 共 に . 日 本 出 可 時 の 空港 施 主 、 現地 地 国 科 ・ 宰 直 得 牌 を 必 硬 リ デー 民 合 と 共に 、 日 本 出 引 時 の 宰 港 施設 料 、 現地 出国 笠 ・ 空 護 利 導き 作 画 ツ アー 代 倒 と 共に 、 日 本 出 右 時 の 裕 港 地 設 料理 地 出国 息 ・ 空 港 梓 壁 き 工 
桁 膨 丹 和 きせ て で い 直 だ 計 ま す 。 行 言 領 きせ て いた 志 き ます 。 行 語 幅 さ せい た だ 言 ま す 。 
一 土 - 日 - 六 容 日 は 商店 - デ パー トロ 尺 草 m 風 癌 が ご ざい ます 月 は 功 宙 本 ば は 全 芽 で す 。 一 土日 - 局 球 日 は 商店 - デ パー ト は 恒 の 居合 が ご ざし ます 。 月 は 美 宙 館 は 便 龍 で す . 















北欧 デザ イン な 旅 7 中 5 ・ 、 kr ” 生 誠 = - 1 ト 上 』 1 5 J 】 ー 「 1 1 
へ < 寺 クロ 
梓 cs Re M スー パー の マス コッ ト “ 
素敵 な ゃ の 5 いき ルイ スポ ー ル セン の 照明 0 8 9 が わい いい 郵便 局 の 車 SS イヤ マ ち ゃ 上 ルネ ヤコブ セン の 椅子 


[コペン ハー ゲン ] 【 ス トッ ク ホ ルム 】 【 コ ペン ハー ゲン ] [コペン ハー ゲン 】 


ae 


写真 提 佐 : VitCopenhagen 写真 は 往 マ イメ ー ジ で す 。 31 





現地 在住 アド が ご 案内 +。 で 朝 沈 更 


(ヘル シン キ / ス トッ ク ホ ルム / コ ペン ハー ゲン / オ スロ 5 日 間 - 量 


4 っ の 都市 あら 1 っ を 選び 暮 5 す 様 に … 
ー つ の 都市 に じっくり 腰 を 落ち 着け て 、 暮 ら す よう に そ 


下 ZZPZZEZi 昌 


更 現地 在住 ガイ ド が 「 暮 ら す の 町 に 入り 込ん で ディ ー プ に 滞在 を 楽し み ま し ょ う ! 
よう に 旅 す る ボイン ト 」 を 
ご 案内 


人 日 本 と は 異な る マー ケッ ト 
や スー パー の 利用 の 仕方 を 
ご 案内 


参 フリ ー タ イム も た っ ぷり 





自転 車 で 近所 を 毅 策 し た り 





家庭 の 味 を 訪ね て 9 こ 。 ec 
暮らし 体験 ヤン ネフ ァ ー ム 6 日 間 


@ 赤 と 湖 に 囲ま れ た ファ ー ム 





に 包ま れ た 酷 農 ファ ー ム 。 ヤ ン ネ ファ ミ 


SN テー オキ ・ テ ーJNyv て ・ 骨 器 ょ 証 【 示 催 て w 軸 天 ] 


リプ プー イー プリ ププ ナン アン ヤプー イン イー グー アコ 


ふれ あと 生活 体験 停 の ョ 





() 日 本 語 を 話す フィ ン ラ ンド 人 宅 で ホー ムステイ 6 日 間 


ーー イッ イト 1 フィ ンジ ラン ド 人 と の ふれ あい 旅 
筐 日 本 語 が 上 手 な お 母さん な の 
で 会 話 も 安心 
借 小さ な お 子 様 も いる アッ ト ホ ー 
ム で 親切 な ホス ト フ ァ ミ リー と 
の ふれ あい 


嘩 滞在 中 は 手作り 家庭 料理 の お 
いし い お 食 事 を どう ぞ 


32 写真 ほ 全て イメ ー ジ で す 。 


地元 の マー ケッ ト を 覗い た り 





北林 時 ッ プ ラン ド の 雄大 な 自然 と 静寂 





に 滞在 が 皆様 の お 越し を お 待ち し て いま す 。 

価 ゆっ た り と し た 時 間 と あ た た Pa “ 
か い 家 庭 料 理 が 心 を 満た し て 
くれ る 」 (  \ 人 岬 陣 

介 サ ウナ 発祥 の 地 な ら で は ! ヤン ネ さ ん ミル カ さ ん ヴィ ル ホ さん 
本 場 ワ エン ラン ド で 計量 の = お の あの 和夫 生理 の 玉 上 AE、 フッ シー れる あ 光 さん 。 
サウ ナ 体 験 を する 仕 事 が メイ ンー で ラン ド の お おいしい 客 様 の 為 に きれ い 


す 。 趣味 は コン ピュ ー や ケー キ を 作る の に 志 お 掃除 を する る の 
ター と 切手 集 あ 。 が と て も 上 手 で す 。 記 日 陣 で す 。 


普通 の 旅行 で は 味わえ な い 地 元 の 暮らし を 体 
験 し て みよ う 。 あたたか い 家 族 が 迎え て くれ まま 








現地 ガイ ド が 暮らす 上 
うに 旅 す る ボイン ト を 
選 楽 内 し ます 









掘り 出し 物 を 探し に で か けた り 


ば ポリ が オチ が ルオ が リオ チ ボ ザ オギ オド まだ が ゴ が オイ が ギザ パチ が オオ だ が オオ オメ オチ だ まだ ナイ ガザ オオ が メド メル メ ま オド ギザ オオ が メオ が オチ だ が だ オ ポ ま オギ オギ だ オォ 。 





森 の 中 を ビタ ク ニック ポート や フィ ッ シ ング 人 
ファ ー 占 の 周囲 は 広大 白 徐 中 中 を ボー ト で 適 き 出し ま も し よ 
な 森 と 通 、 森 の 前 策 を う 、 条 く 夏 の 太陽 の 下 で 気分 も リフ 
し まし ょ う ! 時 に は リス 。 レッ シュ !「 カ ワリ マス 、 サ ー モ シブ 
や 野島 に 会 える こと も 。 ラウ ント ラウ ト な ど が 釣れ る か も 。 


ロウ ァ ニ エミ 滞在 変更 プラン | 
IO.OCGO 円 / お 1A 標 セル 1 部 履 悦 用 / 朝食 つき ) 
1 NNNaiede 内 旦 1 俊行 追加 民 多 BOOO 円 | 
コウ テニ エミ に 変更 で 和 kE 
ロー ズ 和 観光 1 上 を お 楽 だ だ 生ま 水 


サウ ナ 体験 NH ー 岳 み (- 秋 


フィ ン ラ ンド 発祥 の サウ ナ 。 個 自 持 内 の ベ リー を 摘 ま み 
人 宅 に も 、 プ ライ ベー ト サ 上 ウオ な が ら 森 を 歩い て 赤 ま 
が ありま す 。 本 製 の サウ ナナ は し ょ う 。 

香り も 良く 、 心 も 居 も スッキリ! 





お うち の 近く に は 森 と 潮 が あり ます 。 . 
夏 は 釣り や ボー ト 、 洲 ざこ と も で きま 。 
す 。 秋 に か け で は ベリ ー や キッ コ 播 
み 、 各 は アイ スス ケート 平 雪 遊び が 
体験 で きま す よ ょ 保育園 補 高 校 、 介 
護 施設 の の 見学 アレ ンー ジ も 可能 で す 。 



















| 用 名 二 ・ 隊 を ・ 福 人 間 | は 
ンー| 放 全 継 ) サ ヘル シン キス トック ケタ ホルム アコ ペン ハー 
| ゲン / オ スロ [午後 また は 夜 ] 
| 空路 難 都 市 へ 。 エ アポ ー ト パス キ ま た は 列車 * に て 
式 市 内 。 7 計 誠 」 Te 


| う 各 都 市 滞在 DI 
ー| 現地 在任 ガ イド が . 「 環 ら す よう に 旅 する ! ポイ ント を | 
デ | 案内 吾 し ます 公共 交通 機関 を 使っ つて. スー パー マー 

ン | ケット や 市 場 な ど を 現地 っ 子 の よう に 居り まし ょ う ! 

! (的 2 3 時 間 ) 午後 は ブリ ー タ イム 。 





RE 
L ri 
上 


“ 昼 斉 





各 都 市 滞在 IO 
週末 な ら 重 の 市 や 博物 館 め ぐり 、 平 日 な ら マ ー ケ ッ 

ト や ショ ッ ピ ング 掘り 出し 物 が 見 つか る か も し れ 
ませ ん ん 。 ま た 次 由 に 少し 足 を の ば し て 自 棋 に 恵 

れ た 郊外 で の ご 逆 策 も お 勧め で す 。 


に 」 


名 都市 混在 人 前 また は 午後 また は 黄 サ 位 前 サビ ビデ は ト | 
出発 まで フリ ー タ イム 。 エア ポー トバ スキ また は 列車 
に て 空 送 へ 。 空路 帰国 の 造 ぶ 。 揚 肉 治 _ 


成 思 関空 ・ 名 古屋 ・ 祖 較 ・ 央 衝 前 | | 


に ーー 


ュ 


深 上 記 ス サジ ュー ルル は 現 電 事情 下 昔 天 など 事由 に より 変更 と な る 場合 が で さい まれ 


旅行 代 釜 (2 名 1 室 利 用 ) (いひ ル シ ン キ ・ オ スロ ) 
ギ ポキ ー ギ 17 且 1.000 円 1 Bi14 さ 2B.000 円 | 


18 一 4724 289.000 円 | 5 一 8731 279.000 円 | 
ss 一 723 289.000 円 
9724 930 239.000 円 
| 713-8y 7 269.000 円 hoi io/31 229.000 円 


[ 定 害 ヨロ | 90 日 前 まで の お 申込 で 上 記 旅 行 代 釜 より 
ー 律 10.000 円 引き ( 申 私 桑折 PS 参照 ) 
馬 半 過度 代 全 フィン エ アー (日 本 芋 土 日 5OOO 円 日 本 着 土 日 50OO 円 
RA ユメ カン ッ ナ ビア 開 日本 発 日 OBOD 円 日 * 半 圭 日 0DO 軒 
古 鷲 油 サー チャ ー ジ が 湖 表 必要 と な り ます : 
目安 頼 21.000 円 一 55.440 円 224 現在 ) (P35 大 昭 ) 


非 1 人 部 屋 追 加代 人 金 (3 泊 ) 55.D0Q 円 ] 
旅行 代 釜 (C 名 1 室 利用 ) (スト ッ ク ホ ルム ・ コ ペン ハー ゲン ) 


ポコ ー ポ 17 239.000 円 
418 一 24 309.000 円 185-a/31 299.000 円 | 


4rc5 一 5 7 9.000 円 9 1 一 714 婦 ヨロ OO 円 


57 8 一 5731 229.000 円 
Br 1 一 7rte 259.000 円 | grp4 - grgn 259.000 円 


713 一 8 7 289.000 円 0 一 10781 全 49.000 円 


[時 着 ヨロ] 90 日 前 まで の お 申込 で 上 記 旅 行 代 交 よ り 
一 婦 10.0O0 円 引き (申込 第 P3 参照) 
較 選 人 : ブ ィ ン エア ー ( 卓 本 甘 日 5000 円 日 本 著 二 日 5000 幅 
スカ ンジ ナビ ア 7 所 日 ま 飲 19006 円 B+ 着 電 19009 間 
遼 肖 油 サー チャ ー ジ が 別 放 必要 と な り ます : 
月 計 雪 2440 一 代 NO 円 (8 奉 ) 介 8 吉 # 
田 1 人 部 屋 追 加代 人 金 4 泊 ) 65.000 円 


し 二 行 明 間 : ET 定 4 日 1 日 一 員 月 3 日 昌 富 飛行 上 骨 1 所 本 て 栗生 
日 著 : 日 較 日 相葉 盗 課 : . 成 下 。 羽田 . 賠 空 . 名 古 歴 . 指 賠 . 江 憶 て 中 時 千 
定 各 空 会 社 : PS7 飼 還 (本 司 ウ ラス ユ : エコ メッ ミー ケ ラス ヌ (中 間 ケ ラミ ユー ビジ まさ 
ウラ フス ご 和 希望) 詞 は PF 二 閣 】 て 中 圭 定 キ テ JLFGB 若 用 ( 信 事 : 朝食 き 国 、 
太 真 口 囲 . 写真 口 回 1 手 内 廊下 く ) (大 晶 邊 中 有 画 : 固 行 し ませ & [区 注 : 
司馬 . 皿 向 二 還 (て 準 租 -PGH 登用 時 方 尋 市 昨 重 : 35 天 団 

て 3 仕 壮 に 音 ま れる も 本 - 日 程 表 内 汐 空 連 凌 【 エ コメ ミー タテ ラス デ 刻 要 下 可 、 
宿泊 居間 ヨ 泊 号 師 上 1 部屋 居 用 }、 日 程 球 内 * 婦 玲 表 示 区 間 丁 玩 車 代 壮 
記 送 意 と 記 憲 肉 に 

ツ デー 性 査 と 共に 、 日 本 出 多 時 の 空港 孝二 桂 。 天 再 軸 国 邊 ・ 宰 准 税 等 を 必 
行 語 内 き せ で い 寺 正和 理 ます 。 












紳 用 月 中 
則 作 用 員 」 
| | 川 | 1 
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1 WW 人 ア の 1T 還 UCrIiiW 本 ii 語 / 
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スケ ンコ ー ル / 宣 地 回 本 交 引 
| は O 


| 莉 語 回 成 田 (AYO74 便 ) サ ( 乗 継 ) サ 

ロ ヴ ァ ニ エミ 【 夜 】 

空路 、 北極 団 の 玄関 ロ ヴ ァ ニ エミ へ 。 

専用 加 ま に て ヤギ ンー ネフ ァ ー ム へ べ ( 約 1 時 間 半 )。 
タ 食 は 、 ブ ァ ー 上 ム 特 製 フ ィ ン ラ ンド 室 庭 料理 
を お 召し 上 が りく だ さき い 。( 注 1 


刺す sl 
WM 


GiOIQI 
プ ァ ー 占 滞在 Ki 


色 日 フリー テイ 上 。 

款 庭 的 な 暖か い 究 囲 気 と 森 と 潮 に 囲ま れ た 
ブフ ァ ー ム に て リラ ッ ク ウス し た 休日 を どう ぞ 。 

お 食事 は ファ ー ム 特製 の フィ ン ラ ンド 窪 庭 料理 
で す 。( 和 ほ 2) _ ブ ァ ー ム 泊 
| 居 】 回 区 
中 ファ ー ム 【 午 前 】 ー ロ ヴァ ニ エ ミ 【 午 前 】 

へ ル シ ジン キ [午後 】 

ファ ー ム より 専用 車 ま に で ロロ ヴァ ニ エ ミ 空港 べ 。 
空路 。 … ル シン キー。 

エア ポー トバ スキ ま に て 市 内 へ 。 ( 還 向 P3 ア 














ー 5 が 加 近 は 
う 3 ペ ヘルシンキ 【 タ 矯 ] ナ (直行 便 ) 
エア ポー トバ スキ に て 空港 へ 。 
攻 還 ヘル シン キ 発 て AY 073 便 ) ナ 
亡国 の 達 へ 陸 向 泊 
1 


D [本 本間 成田 着 


容 上 記 ス ケ ジ ュー ル は 現地 事情 や 革 天 な どの 事由 に より 変更 と な る 手合 が どき いま 
旅行 代金 (2 名 1 室 利 用 ) 

18 一 %24 299.000 円 | is sr31 289.000 円 

| 25 7 389.009 円 | wi 279.909 円 


scg 7 279.000 本 | 


| 放 着 ご 0 90 日 前 まで の お 申込 で 上 記 旅 行 代金 より 
一 律 10.000 円 引き (申込 条 件 PS 参照 


三 局 末 追 加工 全 日 本 発 土日 5QOQ 円 日 着 土日 5.DOQ 円 


磁 油 サ ー チ ャ ー ジ が 列 速 必要 と な りり ます: 
人 g/g4 現在 ) PF35 参照 


較 1 人 部 屋 追加 代金 (4 泊 ) 40.000 円 | 


C) 位 条 其 間 : GO 生 』 月 1 日 一 自 朋 33 日 記 昌 下 査 折 上 帳 : 1 者 皿 

C) 隊 打 日 中 : も 日間 日 本 呈 路 電 : 成田 , 剛 空 , 者 吉野 、. 神岡. 乱 幅 

C 四 用 定 航 世 芸 社 - ゴ ィ ー エ デー 

本 所 タラ ミネ - エコ ッ ミ ー ツ ラミ (ビジ キネ キス ケラ ミネ ご 希望 中 話 は PF 博司 

中 用 定 ホテ ルル : PF38 若 際 

C+ 事 : 朝 衣 回. 尽 食 2 固 、 タ 廊 き 回 (配本 食 は 隊 く } 

思 呈 委 の 有 軌 : 同行 し ませ 貞 加 躍 折 : 可能 .FP35 散 園 

7 港 科 : 了 3 引 合用 (1 電 方 都市 砂 姜 : F35 登 団 

(JE 季 に 含ま れる も の : 日 程 表 内 航空 軍人 軒 [エコ ッ ミ ー ツ ラス / 秋 要 下 本 』、 編 泊 
性 査 中 哲生 上 1 部 屋 柄 用 ,/ 朝 訪 つ 守 、 日 程 表 内 * 昌 MOT 表示 区 問 の の 専用 車 

選 注 意 と 選 軍 内 : 

注 1 吾 底 時 間 な 遅い 場合 、 軽 長 なり ます 。 

逢 本 ファ ー ム の 田 憎 に より 、 太 資 理 軽 食 、 定 間 は 1 時 ご に 音 四 。 本 高志 食 】 
が つき ます 。 

往き : 日 程 め 本 番 が 入れ 替わる 可 艇 性 症 ご ざい ます 。 

画 コ ァ ー 上 で の ウ ディビ テ ディー は ホホ ミネ トブ ミリ ー 中 性 重 9) 都 公記 ご 項 望 に 
ない 呈 閣 も 記さ いま す 。 

語 ツ デー 佐 仁 と 共に 、 日 本 出 台 旦 の 空港 才 詩 料 、 理 二 出国 報 - 宰 料 天性 
行 内 き せ て い 直 だ きま す 。 

還 そ の 年 丁 気 章 に より で リー・ き の 本 生育 拭 選 は 押 な り ま すす 本 証 ど 了承 くだ 





きも 
思 更 用 車 は 記 藤 に な る 可能 性 が ご ざい ます 。 











ト ュ ni = 洋 1 時 -: M アー 和幸 ュ 
f ] m PP Ji も 記 3 」 - 財 : 』 
還 選 貼 思 Eo = = 較 
1 」 ナ | ま 同 | 


に 。 ( 二 i91 。 WU に kn 定 Un 
人 00R お 275 


WW ョ ペー 
RTR | 食事 | 
スケ ジュ ー ル 宿泊 地 EE 


計 語 キ |QO! 
| 画 本 9 大 時 の YOz4 働き 矯 値 生 出 | 
宮 コ ィ ン エ アー に て ハル シン キト 。 





ン | 関空 、 衝 吉 選 : 福岡 = 札 親 発 は 35 委 類 

「| 空港 か ら 路 線 バ ス に て タン バレ へ ( 約 2 時間 )。 
バス 代 は 自費 と な り ま す の で ご 自身 で お 支払 し だ さ し ぃ 
タン バレ の バス 昼 で ホー ムステイ 先 只 方 が 待っ て く 
れ で て いま す 。 ラジ ペ 近郊 泊 

フィ ン ラ ンド 人 家庭 で の ぶれ あい い 、 回 加 

立 化 充 流 を お 楽し みく だ さい 。 

北 区 最大 級 の タン ベレ マー ケッ ト ホ ー ル で タン ペ 

レ 名 物 の 黒い ソー セー ジ 「 占 スタ ・ マ ッ カ ラ | を 

探し た り 、 コブ ィ ン ラ ンド で 一 番 美 味 し い ! と 言わ れ 

て いる [ピュ ー ニ ッ キ 展望 台 の ドーナツ] 四 味 を 

目付 で 確 恋 姜 て 誠二 し 直 直 | あの し TS 『 泊 | 


眉 生還 還 計 


| 評定 | 
引 ホス トモ モー タン ペレ 駅 午前 また は 午後 ] 人 
ヘル シン キ [午後 
ホス トコ ファミ リー と 別れ 、 別 車 に て mL シ ン キ ペ 。 
5 ヘル シン キ 【 タ 刻 】 (直行 便 ) IOlx は 
出 共 和 まで コ ゴリー な イイ 占 。 
エア ポー トバ スキ に で 空 代 へ 。 
本 対 同 ヘル シン キ 発 (AY 073 便 ) す 


帰国 の 送 へ 本 
6 ラ 恩田 若 人 
導 - 名 証 屋 、 福 剛 、 吉 半 は PS 参上 



































導 上 記 ス ケ オジ ュ ー ル は 現地 事 本 や 某 天 な どの 者 由 に より 変 軍 と な る 場合 が ご き し ま 本. 


旅行 代 釜 (2 名 1 室 利 用 ) 


| [上 時 六 ロロ ) 9O 日 前 まで の お 申込 で 上 記 旅 行 民 釜 より 
ー 拝 10.D0O 円 引き (中込 朱 件 P3 参照 


| 較 週 末 追 加代 全 【 日 本 発 土日 紀 HOQ 円 日 本 落 土 日 HO 円 ) 


較 光 油 サー チャ ー ジ が 別 詳 必要 と 友 村 ます : 
目安 額 81.0OO 円 ( ら 選 4 現在 ) (PG5 天 昭 | 


| 田 1 上 部 屋 追加 代 合 泊 ) 5B. ロ GO 円 


届 行 照 開 0 年 月 1 日 一 目 ヨ 1 日 

全量 中 桶 行 上 : 1 包 欄 

本 療 行 日 本 : 丘 日 間 

世 日 本 刺 地 : 庶 田 、 羽田 賠 空 . 名 古屋 . 掲 岡 札 幅 . 

口 生 用 手 定 骸 空 芸 社 : ディ ン エ アー 

如 座 大 アラ ネ : エコ メッ ミー ケラ ユエ (ビジ ネネ タラ スネ ご 基 成 の 方 は P34 闘 用 

同和 東 用 平 補 ま 〒 由 [所 BE 格 思 二 団 

仙 資 事 : 朝 芝 』 固 野人 護 呈 回 夏 ヨ 固 ( 軸 内 太尾 く 】 

台 基 筆 條 机 者 無 : 同行 し ませ た 

妃 誕 汽 : 可 能 

口 空港 租 : PS34 若 司 口 二 語 都市 終生 -P35 登 昭 

全備 華 に 普 ま れ 言 も の : 日 租 由 前 空 運賃 (エコ アミ ー タ ラ エ 変 要 下 司 #、 駐 泊 
引 迫 還 候 上 1 部屋 利用 玉 つ き 1。 日 程 表 内 キネ 田 本 表示 区 賠 員 買 還 

選 達 章 と 選定 内 

騰 他 の 記 客 様 と ご 一 結 相 の 属 在 に な る 場合 び ご ざい ます 。 お 角屋 は 個室 で す が . お 
弟 事 や アタ ティ ビ テ ィ ば ご 一 結 に ご 富 内 し ます 。 

太 和束 デレ ルギー. 子 貞 性 展 天 上 の 和 注意 事項 が ある る 記 は 事前 に ご 相 恋 くだ きい 

画 ツ デー 佐 革 と 革 に . 日 本 出 区 時 呈 空 選 駒 琶 翌 、 環 十 出国 笠 ・ 空港 笠 笑 を 性 行 
大 頓 きせ で いた だ きま ます 。 

遼 ツア デー 性 仁 と と も に 、 日 本 出 華 時 中空 送 施 設 桂 、 理 二 出 国 程 ・ 宰 准 程 究 を 性 
行 詩 幅 きせ で いい た 症 音 ま すす 。 


写真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


〔 黄 で m 抽 理 ) 


1 本 侍 本 ユ コ 
半 間 ょ 環 詩 


・ テー NN キ ・ 


3 
Fi 


ni 一 


33 


き 4 





申込 棲 の 行程 変更 に つい て 
リッ アー 申込 み 徒 : お 客 様 の ご 希望 に よる フラ イト 
DE 
ます 泌 に より お 月 け で きれ も 1 坦 
プ 二 


が 拍 油 
合 が ご ざい ます 。 お お 証し 込み いた だ い 
9 上 。 新た な ど 所 3 
デ ざ いま す の で . 9 


一 圭一 旦 キ ャ ン ン も セ 比 四 
の お 取り 扱い 。 万 在 右 場合 も 
誠 の 上 お 申 汰 み て 症 き し と 


北欧 旅行 の フィ ン ツ アー だ か ら こ そ で きる 様々 な アレ ンジ Se 
旅 の スタ イル は 士 人 十 色 、 自分 だ け の オリ ジ ナ ルプ ラン を つく っ て 旅 を 楽し み ま し ょ う 。 


0 往復 の 飛行 機 も カス タマ イズ 移動 が 快適 に 過ごせ た ら 気 分 も 感 り 上 が る / 





@ シ ー ト ・ ア 


フィ ン エ アー 





角度 に 調整 で きる 電動 リタ ラ 
イニ ング 、 プラ イバシー を 守 名 
7* パ ー テ ィ ジ ショ ンー. 充実 の プロ グ 
ラム の タラ ス 最 太 壮 の 10.4 イ 
ラー ャ リャ ーー チーk 主 三 部 王 赤 計 
じ 和 め 、 リ ラ タ ゼ ーション の た 了 
の 様々 な 機能 。 自 慢 の 本 内 人 禄 
と ワイ ン 。 贅沢 な 時 間 、 快適 な 
空 上 の 棚 を お 届け いた し ます 。 


ッ プ グレ ー ド の ご 案内 
2 















アッ プ ダ レー ド 料 交 


4OOOOG 円 奉 補 ) | 




















リタ ライ ニン み 角 度 











180 度 | 
54cm | 
157 一 16Ocem | 


下記 お 日 に ち に 庄 当 する お 客 様 は 別 科 追 加 民 釜 を 十 華 いた し ます の て 





スカ ンジ ナビ ア 航 空 


さま ざま な 模 能 を 代え た フラ ッ 
トペ バッド 。 イ ンー ター ネッ ト ア タダ に 
セス 、 PC 用 電源 装備 、 機内 を 中 
慌 適 に お 過ごし いた だ け ま す 。 
また 食事 は スカ レジ デ ナ ビア ン ・ 
ワー ルド ・ タ ウッ キン ダグ や ビュ ッ 
フェ 。 ビジ ネス ウタ ラス な ちら で は 
の サー ビス と お 食事 、 ア メニ 
テイ 才 ご 用 意 し て お り ま す 。 




















| アッ プ グ レー ド 笠 食 。 15qno0 円 仁科 | 400000 由 修 科 
リク ライニング 殺 刻 ? イ ンチ 後方 に 倒れ ます | 180 麻 | 
デー ト 輸 BCm | 5tcm 

シー トピ ッ チ | gBcm. It2emes F は 195 一 28eadl 








包ま れ 全 上 よう な シェ ル デ ザ ヤ イ 
ン と と プラ イバシー バー ティ ショ 
ン 、 人 ゆとり あ 作 プラット シー ト 。 
15. オ イン チ の 大型 TV モニ ター 
で 充実 の 機内 エンター テ イ ン メ 
ント を いつ で も お 楽し みい た だ 
け ま す 。 シェ フ た ちの 技 と 心 が 
つま っ た 料理 を 、 室 の 上 の お 席 
で ご 電 態 くだ きい 。 







アッ プ ケ レー ド 料 信 





150000 円 倫 復 ) | お 問い 合わ せく だ さい | 















リク ケラ イニング 角 度 128 度 | 180 導 
デート 幅 48Bcm | 52cm | 
ャ ー ト ピッ チ 107em ] = 


、 こ 了承 くだ さも 1。 





沙 ビ ジネス タラ ス 、 プレ ミア ち エ コッ ミー クラ ス を ご 利用 いた だ ける 区 間 は 日 本 ウヨ ー ロ ッ パ 最初 の 到 藩 地 ま で の 区 間 と な り 、 日 本 国内 線 、 ヨー ロッ パ 域 内 は エコ アメ ミ ー タ ラス と な り ま す 。 
楽 写真 は 一 倒 で す 。 予告 な し に 使用 概 材 が 変更 と な る 場合 が ご ざい ます 。 
※※ ビ シキ スケ ラス ・ プ レミ アム エコ ノミ ー の 空 語 匠 況 に より 追加 民家 が 玩 生 する 場合 が あり ます 。 ※ 航 空 芸 社 に よっ て 特定 日 追加 押 金 ( 計 末 選 加 穫 多 も 併せ て 頂 攻 し ます ) が あり ます の で 詳細 お 問合せ 下さ きい 。 





空港 税 等 に つい て 


遮 航 先 の 国々 で は その 国 の の 法律 な を ど に より 度 前 個人 に 対し て 空港 税 等 (出入 国税 、 空港 施設 使用 料 、 税関 審査 料 な ど ) の の 支 反 い が 義 務 付 けら れ て いま す 。 有 コー ス に 表示 され て 
いる 旅行 代金 に は 航空 大 発 大 時 に 役 収 する こと を 義務 付け られ で いる 国々 の 現地 空 送 諸 税 等 は 、 誠 行 代金 に 含ま れ て お り ま せん 。 別途 、 各 コ ー ス の 日 本 円 で 記載 され た 空港 諸税 


額 を お 支払 いく だ さい 。 
科 は 担当 者 まで 牧 問 い 合 わせ くだ さい *。 


日 本 円 目 雪 で 閣 
| 成田 空港 (国際 線 ) 

(国内 線 ) | 
| 上 察 安 サ ービス 料 | 
| 羽田 空港 (国際線) |2.610 円 
(国内 線 ) | 290 円 


| 問 本 空港 (国際 縛 ) |2.780 円 
| (国内 線 ) | 
| 旅 容保 安 サ ービス 料 | 32 


| 中 部 国際 空 洪 
(国際 線 ) |2, 


税 者 「 





53d 円 
450 円 





国際 線 ) | 
| (国内 線 ) | 
| 国際 観光 旅客 税 。 | 1. 


| 福岡 空港 





























写真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


|g130 円 | 


(国内 線 ) に am ュー 
港 (国際 線 ) |2.610 円 
_ (国内線) 

福岡 空港 ( 


FI 
日 ロ 
ZX 
ロ U 


暫 L 


XU 
YF 


ン XS 





下地 通 買 天 [ た 上 子 世 同 揚 ) | 円 有人 な 碧 自 
| 誠 客 サー ビス 料 陳 
| 画 際 線 出発) ドニ 品 ド 5 円 2 
保安 税 (国際 線 ・ | ウ 
国内 囚 1 回 に つき ) ユー ロ B5 円 
通行 料 (国内 線 ) |469 ユー ロ 619 円 
旅 宮 サ ービス 料 。 ミ “ 6 
(国内 線 出発 に ロ 1.259 円 タ 
| 旅 寄 サー ビス 志 マ 
| 個 際 線 杯 り 継ぎ) | 
空中 交通 管理 料 0.9 ユー ロ 119 円 
国内 線 付 加 価値 税 券面 の 1096 リト アニ カ 
保安 税 (国際 吉 出発) 161 スウ ェ ー デ ンー ロー ナ |2254 円 

ラトビア 





休 究 税 【 国 内 線 ) |136 スウ ェ ー テ ンク ロー ナ | 1 0 円 
国内線 付加 価 仁科 券面 の 696 








エストニア | EE 旅客 サー ビュ 立 


空港 税 等 の 新設 また は 税額 が 変更 され た 場合 、 また 換算 レー ト が 大 幅 に 変更 され た 場合 、 徴収 額 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。 明 記さ きれ て いな い 国 の 空港 


【2020 年 ら 月 1 日 現在 レート) 
| 現地 和 頁 款 (大 上 - 子 代 時 吉 


| 4 内 呈 
保安 科 国 際 - 出 発 ) | 112 ノル ウェ ー ク ロー キネ 1 .588 円 

|112 フル ウェ ー ケ ロー ネネ |1.558 円 | 
(国内 豊 発 入り 閥 き ) 262 ノル ウェ ー ク ロー ネ 3.668 円 | 


NV ーー 券面 の 10% 





〆 央 





ァ 0 2 | 165 デレ マー ク ク ケロ ー ネ 2970 息 
本 RM 163 デン マー ク ク ロ ー キ |2.934 円 | 
LT 出国 税 803 ユ ー ロ 1.0e0 円 
LV 国際 線 出発 ” |3.39 ユ ー ロ _447 円 
xM 保 褒 5.5 ユー ロ | 858 円 | 
ァ 03 ユー ロ | ga 円 | 


全 航空 会 社 指定 の ペア シー ト 


フィ ン エ アー、 スカ ンジ ナビ ア 航 空 、 日 本 航空 、 航空 会 社 の 指定 飛行機 の お 座席 を お 隣り 同士 で リク エス ト し ます 。 
が 可能 で 、 ご 予約 時 に 日 本 発 六 の フラ イト が 確定 と な り ま す 。 注 : リク エス ト を 承る こと が 出来 る の は 、 日 本 発着 の 長 距 次 路線 の み と な り ます 。 
注 1 航空 会 社 に よっ て 特定 日 追加 代金 (週末 道 加代 金 も 併 せ て 頂戴 し ます ) が あり ます 。 往 : 航 空 会 社 の 機材 変更 な どの 理由 に より リタ エス ト が 取り 消さ れる 可能 性 も ご ざい ます 。 


また 空席 状況 に よっ て 追加 代金 が 発生 する 場合 が あり ます の で 詳細 お 問合せ くだ さい 。 ご 了承 くだ さい 。 


潤う: 欧州 内 の フラ イト は 変更 と な る 場合 が ご ざい ます 。 注 : 日 本 航空 は 相席 保証 民 釜 100OO 円 (お 1 上 人 様 ア / エ コア ミー の 場合 ) を いた だ きま す 。 


注 3 : 日 本 発病 の フラ イト は 往路 ・ 復 路 原則 同じ 療 空 会 社 と な けり ます 。 


| すず 1 ず 了 ず ず ダ ず ーー ザー ザ J ず 」 ず ず ず ず 」 ず プア ず げ ず ず ダ Jー ア JJ 


6 の の パル ト 海 クル ー ズ ・ 船 室 指 定 い 郡 島 の 間 を 進む ! 海 上 か ら 美 し い 景色 を 震 能 する 大 型 客 舶 の 旅 / 


バイ キン グラ イ ン 指 定 作例 不 委 (キャ ピン 提 定 を 





タリ ンク シリ ヤラ イン 指定 指定 代金 不要 (プロ ム ナー ド 出 ご 利用 の 場合 和室 の 写真 は 一 例 で れ 








アー 語 海 側 害 室 指 定 
ーー 指定 料 下 要 
デラ ックス キャ ビン 指定 
代金 に つい て は お 問い 合 
わせ くだ さい 

注 : 1 名 で 1 軍 ご 章 用 較 
場合 は 追加 代金 が 税額 
志 電 則 ま す 。 


海 側 客室 指定 
指定 料金 不要 


海 便 デ フッ クス ・ キ ャ ビン 指定 海 側 ム ー ミ ン キ ャ ビン 指定 
テレ ビ ・ 冷 蔵 庫 ・ ダ プル ベッ 3.000 円 (お 1 上 様 ) 

ド の み ・ ソ フト ドリ ンク 付 

12.00Q 円 (お 1 人様) 





注 :1 名 で 1 室 ご 利用 の 場合 は 追加 代 多 が 司 額 と な り ま すす 。 
注 : デラ ッ タ スル ー ム に は スペ ジャ ル ブ ゴビ レッツ プア ァ ス ト が 含ま れ ま す 。 





1 ず 。 ず ず プ 了 プ げ すず 」 ず ず ナ ーー ザ ず 』。 ず ず ザ 了 


6 専用 車 送迎 スラ ン ・ 安 心 日 本 語 出 迎え サー ビス い ぉ すす めで す ! / 


初め て 訪れ る 都市 は 不安 が いっ ぱい 。 安心 の 日 本 語 ア シス タン ト 、 専用 車 が 到着 空 
港 で お 客 様 を お 待ち し て お り ま す 。 滞在 中 の オス ス メ ・ ス ポッ ト や 心配 事 も 現地 在 
住 の アシ スタ ント に 何で も 相談 し よう 。 


まず 。 ず ず すず ず ず ず ず ず 了 ず ず すず / J 












は 名 柏 ま て 








※ 専用 車 は タタ シ ー と な る 場合 が あり ます 。 葉 語 を 話 き な い ド ライ バー も お おり ます の で 了 予 め ご 了承 くだ さい 。 2 1 ュ ie ョ 
※※ 日 本 語 ア シス タン ト の の み の 手 配 中 場合 、 交通 費 圭 の 実 旨 は アシ スタ ント の 分 も 含め て お 客 様 の ご 引 担 と な り ま すれ 1 .....# | 
常人 :00 一 1B : 00 以 中 の 時 間 問 お よび 日 ・ 祝 倒 日 の 代金 は 割増 し と な り ま す 。 お 問い 合わ せく だ さい 。 ズ ストック ホルム 48.0QO 円 58.000 円 
党 アア スタ ント へ の チッ プ は 代金 に 含ま れ て お り ま せん 。 = 
※※ 飛行 則 、 立 通 楼 関 の の 尾 和 な ど に より アシ スタ ント の 拘束 時 間 が 増え る る 場合 、 追 加 料 金 が か か る 場合 が 高 り ます 。 x ル ジン シキ 30.000 円 45. ロ 0 円 | 
※※ 政行 機 の 遅延 お客様 の 個人 的 な 理由 ( 乗 継ぎ ミス 、 通関 や 入国 審査 で の ロト ラブ ゴル な ど ) 等 に より 送迎 握 定 | 

時 間 が 大 四 に 変わ お り サー ビス を 受け られ な か っ た 場合 は 権利 艇 研 援 いと た な り ま す 。 | 
近 利用 予定 航空 機 、 列車 が 当初 の 予定 時 誠 よ り 1.5 時 間 を 超え 、 現 地 緊 急 連 絡 先 に ご 連 連 を 防 け な か っ た 場合 、 48.DOQ 円 | 9B.HOO 円 | 


送迎 は キャ ン セ ル さ れる 場合 が ご ざい ます 。 


日 本 国内 乗り 継ぎ 便 ご 利用 追加 代金 に つい て 堪 油 サ ー チ ャ ー ジ に つい て UE の コリ に キマ 





国際 線 の 航空 会 社 に よっ て 朱 件 や 料金 が 異な り ます の で 詳細 は 旅行 代金 に は 稀 身 サー チャ ー ジ は 含ま れ て お り ませ ん 。 日 本 - 州 間 フィ ン エ アー (上 田中 部 
ES 目安 癌 は 代金 表 を ご 覧 くだ さい 。 キ )、 ス カン ジ ナビ ア 航 空 (紀田 コペン ハー ゲン ) 


前 販路 要 な 場合 も ご ざい ます の で 予 認 ご 了承 くだ さい 。 ※ 栓 油 サ ー チ ャ ー ジ は 2 月 24 日 時 点 の 情報 下 あ けり 。 今後 、 
原酒 個 格 の 変動 に 伴い 金井 が 変更 され る 可能 性 が ご ご ざい 
ます 。 あら か じ ぬ ご 了承 くだ きい 。 






フィ ン エ アー 時 諸表 京成 田 有田)- 名 古 性 (中 部)・ 大 阪 (関本 福 ・ 邊 衛 歳 ) 発 ヘル シン キ 著 
出発 # 申 | 出発 時 刻 一 到着 時 閉 | 出発 訣 日 























| 合名 | 





航空 機 発着 時 刻 表 


[ヘル シン キ 発 】 東京 (成田 ・ 紀 田 )・ 名 古屋 (中 部 )・ 大 阪 ( 庄 丁 )- 福岡 ・ 札 幌 (所 千歳 着 
出 固 時 鹿 王 至 郊 時 到 


区 放 肉 : フ ェ ィ ン ー エ アー、 ユ スカ ンジ ナビ 前 空 、 テラ イ ビ ー。 








| 出発 曜日 | 到着 地 


[まま 成田 |AYO74 | 11:00 一 15:QO 」 へ ヘルシンキ 有 有 _17:45 一 0910 博 日 | 東京 (成田 ) 
東京 (羽田 ) | AYO62 ] 5 一 05: 毎日 | ヘルシンキ 記す カー |AYO61 | 23:55 一 15:20 | 毎日 | 東京 (羽田 ) 

| 名 古屋 中部) |AYO8O | 10:30 一 14:30 | 畠 日 "| ヘルシンキ ヘル シン キ |AYO79 | 17:25 08:45 | 毎日 | 名 吉屋 (中部) 
大 阪 (関西 ) | AYO7B | 10:45 一 1 邊 40 毎日 | ヘル シン キ ヘル シン ー キ | AYO77 17:20 ~ 08:55 | 毎 日 | 大 阪 (関西) 

| 大 阪 (関西 ) |AYO6B | 01:25 一 O5:40 | 月 水森 ' 土 : 昌 | ヘル シン キ ヘル シン キ | AYO67 00:45 王 18: ら 5 | 史 衣 全 土 ' 時 3| 大 阪 (関西 

| 福岡 (福岡 ) |AYO76 | 10:00 一 14:25 | 水 ・ 金 ・ 日 史 | ヘルシンキ | | ヘル シン キ | AYO75 _16:45 一 08:15 | 炎 ・ 本 ・ 土 "| 福岡 (福岡 ) 
| 札幌 ( 新 干 歳 ) | AYO66 | 11:35 一 15:10 月 ・ 本 | ヘルシンキ | | ヘル シン キ |AYO65 | 18:05 一 09:05 | 水 ・ 日 | 札幌 ( 新 千歳 ) 
※1:41 一 10M24 ま 2・ 22ー 10 ウ 3 (10 月 は 垂 ・ 日 の みり ※:3/81 一 10M23 ※4: 421 10722 10 月 は 本 土 の ゆあ) 






ここ 















































_ 11.50 16.10 


| 東 東京 (羽田 ) 
近 ゴ ィ ン エア ー 漆 夜 使 ご 希望 の 方 は お 問い 合わ せく だ きも も 


. 記 SK984 - M 





写真 は 全て イメ ー ジ で す 。 





Helsinki ヘル ジン キ (フィ ン ラ ンド ) 





ソコ スズ ・ ワ ヴァ ー ク タナ 

中 内 駅 前 に 位置 し . エア ボー トバ パス 乗 り 場 
か ら 徒 歩 約 2 分 。10F 朝食 し レストラン か ら 
の 上 晃 望 も 人 気 。 


ソイ ン 2.000 円 


シン ヴ ザル 4.000 円 





りり ラテ ・ ロ バーツ 

内 時 が スタ イリ ッシュ で 才 し ゃ れ 。 市 内 
中 心 に 世 置 し 、 エス プラ ナー ディ 通り に 
も 定 歩 約 5 号 。 


ヴイ ン 4.000 円 シン グル 6.000 円 





参 指 定 が で きる ホテ ル (1 名 様 1 泊 あ た り の 指定 追加 代金 ) 


本 ココ 


ロッ コル ー』 を 昌 記 

市 内 中 心 部 に 世 置 する 好 ロ ケー ジョ ンー ン の 
ホテ ル 。 マリ メッ コ に 囲ま まれ 堪 お 部 屋 で 
ホテ ルル ライ ブフ を お 楽し みく だ さい 。 


マイ ン 7D000 円 


シン ヴ ル 17. ロ 00 円 





カン asfB 

替 を 尽く し た タラ シカ ル な 肉 装 の 最高 緩 
テル 。 ブ ィ シラ ンド 初 の | ザ ・ リ ー デ ィ ン シダ 
ホテ ルズ ・ オ プ ・ ザ ・ ワ ー 上 ルド] に 加 明 
ツイン 5.000 円 シン ツル 00 ロ 円 


往 泊 料 釜 (1 名 様 1 泊 あ た り / 指定 な し ) 
ツイ ン 15.000 円 シン グル 27.000 円 


Copemnhagem = ペン ヘー ゲン (デン シャ ー ク ) 






イン ペリ アル 

モダ ン な 内 装 に デン マー タダ の 昔ながら の 款 
囲 気 を 織り 交ぜ た 居心地 の 良い ホテ ル 。 中 
央 駅 か 徒歩 了 分 。 ・ 

ウイン 1.000 円 シン グル 2.000 円 






プ テ デイ リン BLU ロイ ヤリ ルコ トニ ュー ロ 
廊 業 当時 を 今 に 村 す や ヤ コ ゴ セン ファ ン 憧 
れ の 特別 室 。 


ツイン 100.000 円 シン グル 160.000 円 


指定 が で きる ホテ ル (1 名 様 1 泊 あ た り の 指定 追加 代金 ) 


ラディ ソン BLU ロイ ヤル 

ヤコブ セン デザ イン の イン テリ ア が 配置 
され た 最高 級 ホ テル 。 中 央 駅 より 徒歩 3 
分 


ツイ ン 12.0D00 円 シン グル 25.000 円 


1 ニュ ー ハ ウン 
ニュ ー ハ ウジ の 誠 の 前 に ある 趣 の ある 石英 
の ホテ ル 。 


ツイ ン 8.000 円 シン ダル 了 ア 000 円 


征 泊 有料 人 (1 名 様 1 泊 あ た り / 指定 な し ) 





| ツイ ン 18.000 円 シン グル 33.000 円 


写真 は 全て イメ ー ジ で す 。 









ウラ リオ ン ・ サ イン 

中 央 駅 か ら 徒 歩 5 分 の デザ イー ホテ ルル 。 部 
屋 ご と に 北 区 デザ イナ ー の イン テリ ア で 純 
ーー され で し * 旋 。 

ツイ ン 2.000 円 シン グル 2.00O 円 


ジ シェ ラ ト シ 
中 央 駅 か ら 徒 歩 ら 分 。 特 注 の ペッ ド な ど 、 
設備 に こだわ っ た 輸 式 ある ホテ ル 。 






ョ ーーー 
ーー ドド ・ 

ーーーーーーー ド ーー し 
ニニ ーー  」 
ms8" 


ウイ ン 10.000 円 シン グル 17.000 円 


ホテ ル 指 定 と 延 泊 スラン い 軍 1 の あの ホテ ル に 泊まり た い ! も っ と 長く 泊まり た い ! / 


氷 ホ テル 尊 定 を し た 場合 の 差 泊 代金 は 異な り ま す 。 ま た イベ ント 等 が 開催 され る 場合 に は 特別 料金 と する 場合 も ご ざい ます 。 詳し く は お 問い 合わ せく だ きい ぃ *。 


Stockholm スト ッ ク ホ ルム (スッ ェ ー デ ッ ) 





ファ ー ス ト ・ ラ イセ ゼン 
ガム ラス タン 地区 に 建つ づつ. タラ シカ ル な 内 
装 の 老舗 テル 。 


ウイ ン 本 000 円 シン グル 5.000 円 





グラ ンド セン トラ ル 
中 央 駅 すぐ 模 に ある 居 む 地 の 人 良い ホテ ル 。 


ウイ ン 1.000 円 シン グル 1.000 円 





是 泊 幸多 (1 名 反 1 泊 あ た り / 指定 な し ) 


| ブイ ン 1B.000 円 


ジン グル 33.000 円 


()slo オス ロ (ノル アウェー) 


外 造 料 釜 (1 名 筐 1 泊 あ た り / 指定 な し ) 


ピア イン 17000 円 





シン タル 28.000 円 


Bergen ベル ゲン (ノル ウェ ー) 


征 泊 再 釜 (1 名 様 1 泊 あ た り / 指定 な し 


ツイ ン 17.000 円 





シン グル 28.000 円 


』 allinn タリ ン (エス トニ ア ) 


延 泊 料 辻 (1 名 様 1 泊 あ た たり / 指定 な し 


ブイ ン 12.000 円 


Rigay み (テト と 7) 





ジン グル 22.n0 ロ 円 


息 泊 料 釜 (1 名 筐 1 泊 あ た り / 指定 な し ) 
| ツイ ン 10.000 円 





シン グル 18.00 ロ 円 


Wilnius ヴィ リニュ ス (リト アニ ア ) 


征 泊 調 金 (1 名 科 1 哲 あ た り / 指定 な し ) 


| ツイ ン 10.000 円 





シン ダル 18.000 円 





癌 叶 プ ショ ナル ツア デー は 、 他 共 お 客 様 と 翌 埋 と な 全 場 合 が が あります, 





1. 白夜 の ヌー クシ オ 国 立 公園 ハイ キン グ ダ 冊 
所 要 時 間 : 約 時間. 催行 日 :6 月 1 日 日 月 29 還 評 
日 の 月 ・ 氷 ・ 軍 【7 月 と 旦 月 は 土曜 日 も 仙 行 ) 出発 時 
間 : 19:QOB 月 は 18:0O) 最少 怪 行 人 人員:2 名 / 代 
釜 に 含ま れる も の : 福 複 送 層 、 日 本 語 係 員 、 ソー セー ジ 
( 叉 は コー シン)、 シ ナ モ ンロール 。 コー ビー また は 紅茶 
料 釜 (お 1 人 人様) : 20.0 ロ 0 円 ご 
ヌー クン オ 国 公 園 で 昌信 の 7 * イ キン ダ を お 楽 LANES さき いい 人 し て も ebL て こい ただ け ま す . 








ェ ーー 


の 名 / 代 金 に 含ま れる も の ・ 日 本 語 ガイ ド . 1 日 生還 券 
料金 (お 1 人 様 ): 15.000 円 リツ 
日 本 語 ガ イド と 共に マリ メッ コ フ ァ ウト リー へ 。 掘り 出し も の を 見 つけ よう ! ! 


3. ヘルシンキ 街 歩 き 
所 要 時 間 : 約 4 時 間 / 怪 行 日 : 平日 は 00 (予定 )/ 最 少 催 行 
人 員 :2 名 / 代 金 に 含ま れる も の : 日 本 語 ガ イド 、 1 日 乗車 券 上 
料金 (お 1 人 様 ): 16.000 円 男 「 
日 本 語 ガ イド が 人 気 の デ ザイ ン シ ョ ッ プ を 徒歩 や 公共 交通 機関 を 利用 し て ご 案内 いた し ます 。 


4. タン ペレ 日 帰り 往復 列車 チケ ッ ト ーーーーー 


怪 行 日 : 毎 日" 量 少 民 行 :1 名 / 民 釜 に 含ま れる も の : 
へ ヘル シン キー タン ペレ 問 の の 往 複 列車 チ テ ッ ト (等 指 
定 )、 列 車 手配 手数 料 


料 釜 (お 1 人 様 ) : 9.000 円 jl 
ハル シン キ か ら 約 2 時 間 、 タン ベレ まで の 往復 列車 チッ ト で す 。 ムー ミン 美術 館 (月 休め 
や ビュ ー ニ ッ キ 展望 台 な ど 見 どこ ろ た っ ぶり 。 


5.LOYLY( ロ ウリ ュ ) サウ ナ 体 験 

翌 行 日 : 月 一 士 (祝祭 日 を 除く ) 最少 俊行 人 上 2 名 ア 
民 人 金 に 含ま れる も の : ホテ ルー LOYLY ま で の 片道 送 
授 代 、LOYLY 入 場 衝 2 時 間 有 効 )、 バ スタ オル 、 日 本 語 
アン スタ ント 選 

料金 (お 1 上 様 ) 14.000 円 

(お 1 上 様 の 場合 は 24.000 円 ) 
サ 貞 ナオ は フィ ンー ラン ド が 発祥 の 地 。 ヘル シン キ で 話題 の サウ ナオ LOYLY に は スネ トー ゴ 式 
サ 語 二 。 屋 続 的 スモ ー タ サウ ナ の 種類 あり ます 。 サ 上 責 ナオ で 山 ま っ た あと は バル ト 海 
で 洲 で こと も で きま す 。 水着 を 持参 くだ さい 。 ア シス タン ト は サ ナ の 入り 方 入場 手続 き 、 
帰り 方 を ご 案内 し て 則り ます 。 ホ テル へ は お お客 様 ご 自身 の み で お 戻り くだ さい (自費 )。 
予約 完了 擬 か ら 3. ロ 0 円 の キャ ン セ 比 民 存 友 り ます 。 


6.LONNA 島 サウ ナ 体 験 陳 
怪 行 日 : 骨 - 土 (5 居 一 26) / 最少 代行 人 人 員 : ら 名 / 
代金 に 含ま れる も の : ホテ ルー LONNA まで の 片道 送 
通 代 (片道 トラ ム 民 、* フ ェ リ ー 民 は 往復 分 含ま れ ま す )、 請 請 較 
LONNA 入場 料 (2 時 間 有 効 )、 日 本 語 ア ンス タン ト 代 軒 還 
料金 (お 1 人 様 ) 14.000 円 
(お 1 人様 の 場合 は 22.000 円 ) 03 

マー ケッ ト 広 場 か がら フ ェ リ ー で 約 30 分 で LDNNA 島 へ 。 PO TYP 
LONNA は こじ ん まり と し た 知る 人 ぞ 知 る サ 責 ナナ 。 ス トー ゴ 式 せ ナ の 1 種類 の み 。 バ ルト 
海 で 洲 ぐ こと も で きま す 。 水 茜 を 持 克 くだ さい 。 ア シス タン ト は サウ ナ の 入り 方 、 入場 手 続 
き 、 帰り 方 を ご 案内 し て 帰り ます 。 ホ テル へ は お 客 様 ご 自身 D み で お 戻り くだ さい (自費)。 
予約 完了 後 か がら 3.000 円 の キャ ン セ 比 選者 か 友 り ます. 近 タ オル レン タル は 別 笠 金 











運行 事 葉 者 : 1 ツムラ ー レ コー ボ ポレ ーション. ー 11Niordic apam 





1. ス トッ ク ホ ルム 市 内 観光 
所 三 時 間 : 約 1 時 間 二分 / 催 行 日 : 香 日 10:30 他 ,/ 地 | 
少 催行 人 員 : 1 名 / 代 金 に 含ま れる も の : 定 期 観光 還 還 
バス 、 日 本 語 イ ヤギ ホン ガイ ド ( 時 間 如 に よる) 
料金 (お 1 人 様 ) : 12.000 円 
定期 観光 バス で 市 内 の 名 所 を 暫 り ます 。( 車 穴 観 光 )。 
達 中 、 見 上 晴 ちら し の よい 場所 に て フォ トス トッ プ あ り 。 





2. ス トッ ク ホ ルム 街 歩 き 

所 要 時 間 : 3 時 間 / 催 行 日 : 月 土 / 最 少 催行 人 員 : 

2 名 / 代 金 に 含ま れる も の : 日 本 語 ガ イド 、1 日 乗車 券 
料金 (お 1 人 様 ):30.000 円 ここ 
日 本 語 ガ イド が 人 気 の デ ザイ ン シ ョ ッ プ を 徒歩 や 公共 生還 古 還 
交通 機関 を 利用 し て ご 案内 いた し ます 。 “ - 和 





ヘッ ジン キ 玩 














スネ ストック ホル アム 発 
3. ガム ラス タン ( 旧 市 街 ) と スト ッ ク ホ ルム 市 庁舎 ツア ー 


4. グ スタ フス ペリ ・ ア ウト レッ トシ ョ ッ プ 訪問 と 森 の 墓地 観光 





' お すす め オ スシ ョ ナル ツ アー ハオ プシ ョ ン ほ 追加 し て 旅 を アレ ンジ ! / 






7. ポ ル ヴ ォ ー 観 光 
所 要 時 間 : 約 5 時 間 、 健 行 日 : 平 日 最 池 健 行 人 員 : 
記 も の : 日 本 語 ガ イド 、 往復 送 
迎 

料 介 ( お 1 人 様 ) 36.000 円 

フィ ン ラ ンー ド で 2 番目 に 古い 刀 ボル ヴォ ー を 観光 し ます 大 聖堂 定 赤 い 准 電導 が 見 所 。 お し ゃ 
れ な 力 フ ェ や アン ティ ー ケ ショ ッ プ も ぜ び 覗い て みて くだ さき し 


8. ム ー ミ ン ワ ー ル ド 日 帰り 往復 列車 チケ ッ 央 (ガイ ド は 同行 し ませ ん ) 

所 要 時 間 : 列車 の 時 間 に よ り ま す . 俊行 日 :6 月 8 日 - 庄 誌 誌 雪 

月 25 日 毎日 / 最少 財 行 人 人員 : 1 名 / 民 人 狂 に 含ま れ 上 まっ 

る も の : ヘ ル シ ン キー トウ ルク 往復 列車 チケ ッ ト ② 等 指定 ) 虐 鞭 

料 釜 (お 1 人 様 ) : 00 ロ 0 円 P ナ 
ヘル シン ー キ か ら 約 時 間 、 ト トロル タ ま で の 福 複 列車 
チチ ケッ ト で す 。 ム ち ー ミ ン ワ ロー ルド 入場 料 は 含ま れ ま せ 貞 。 


9. ムーミン ワー ルド 観光 1 泊 2 日 ウン キ 発 者 

催行 日 :6 月 6 日 ご 8 月 23 日 / 最 少 催 行 :1 名 / 代 

人 金 に 含ま れる も の ヘル シン キー トウ ルウ 往復 列車 チ 

ケッ ト (2 等 指定 )、 ナ ー ン タリ スパ ホテ ル 宿 泊 (2 名 1 っ 

宣 利 用 1 泊 - 朝 食 込 )、 ムー ミン ワー ルド 入場 料 (1 日 券 ) 語 

料 釜 (お 1 人 様 ): 30.000 円 ma 

ュー ミン ル ー ム 指定 道 加 料 並 (お 問い 合わ せく だ さ し り 

1 上 部屋 追加 民 倫 B.DQO 円 (1 泊 ) 較 “ - 醒 

フィ ン ラン ド は ムー ミン の 放 策 。 ム ー ミ ン の テー マ パー ク へ ヘル シン キ か ら 足 を 拓 ば し て み ま 

し ょ う ! 海辺 に 面 す る スパ ・ リ ゾー ト ホ テ ル で 販 適 な 潜在 。 

1 日 目 : 難 自 ベ ヘルシンキ 中 央 駅 より 列車 に て トゥ ルク ベ 【 約 2 時間)。 基 後 、 タタ シー 等 【 自 費 ) 
に て ナー ンダ タリ ・ ス バ ホ テル へ 。 ナー シタ リ 販 

2 日 目 : ホテ ル に で 朝食 。 出発 まで ムー ミン ワー ルド 観光 を お 楽し みく だ さい 。 各自 タタ シー 弓 自 費 ) 
に て トゥ ルク 駅 "ベガ イド は 付き ませ ん )。 トゥ ルク 駅 より 列 還 に で リル シン キ ペ 航 2 時 間 )。 


10. 湖水 地方 1 泊 2 日 (いひ ル シ ン キ 発 着 ) [ 

殿 行 日 :B 月 1 日 ご 9 月 30 日 / 最少 怪 行 人 上 員 :1 名 / 

人 民 釜 に 含ま れる も の : 湖水 地方 まで の 往復 列車 代 (2 請 

等 指定 / 自由 )、 駅 ご ホテ ルプ ンカ ハリ ュ ま で の 往復 財 

送迎 代 、 ホ テル ブン カバ ハ リュ 宿 泊 (2 名 1 室 利 用 1 泊 馬 

朝食 夕食 込 )、 畔 の サウ ナ 貸 切 ( 約 1.5 時 間 ) 

料金 (お 1 人様 ) 55.n0O 円 

1 上 部 屋 追加 民 釜 18.000 円 

延 泊 代 お 1 上 様 25.000 円 ( 名 1 室 利 用 ) 35.0O0 円 (1 名 1 室 利 用 ) 

ヘル シン キ か ら 湖 水 地 方 まで 列車 で 約 時 間 30 分 。 滞 の そば に 建つ ホテ ルプ ンー カ ハリ ュ 

に 宿泊 し ます 湖畔 の サウ ナ を 詩 し 切っ て ご 利用 いた だ け ま す 。 湖 で 涼 で こと も で きま す 。 

富 ツ デー コー ド FFPBEHHHHEI 立 ど キャ キー バー テッ アー 在昌 は 吉 品 誠 い た だ 全 ま せ 貞 。 

1 日 目 : 難 自 へ ル シ ン キ 中 央 駅 より 列車 に て バリ ッ カ ラ へ ( 約 3 時 間 )。 全席 自 由 席 ロ ー カ 上ル 緑 に 
乗り 換え ルス ト へ ( 約 30 公 )。 其 算 、 ホ テル 送 好 車 に て ホテ ル へ ( 約 5 号 )。 通 本 の サウ 
ナ を 遍 切 で どう 莉 約 1.5 時 間 )。 タ 人 克 は ホテ ルレ スト ラン に て 。 ホテ ルプ ン カリ ュ 泊 

? 日 目 : ホテ ル に て 朝食 。 出 発 ま で 周辺 の 雪 策 を お 楽し みく だ さい 。 ホ テル より 送迎 事 に て 
ルス ト 駅 へ ( 約 5 分 )。 ローカル 線 で バリ ッ カ ラ へ ( 約 30 計 J。 長 距離 線 に 乗り 換え 
て ヘル シン キャ ( 約 3 時 間 )。 
記 了 月 は オペ ラコ 晴 苦 本 た 呈 ホ テル が 天 義 選 林 し て いま す 。 


タリ ン 日 帰り 観光 (… ル シン キ 発着 ) 
催行 日 : 毎日 / 最 少 催 行 : 2 名 / 代金 に 含ま れる も の : = 還 
ヘル シン キー タリ ン 往 復 乗 遂 料 送迎 車 (タリ ン 港 タリ 較 語 間 9 
ン 市 内 片道 ) ・ 日 本 語 ガ イド 付 ー 
ルル シンキ 市 内 送 、 タ リー 市 内 一 矯 は お 客 標 自身 富 四 束 動 
と な まれ 
料金 (お 1 人 様 ) : 25.000 円 / 
タリ ンク シリ ヤ の フェ リー に て エス トニ ア の 者 リン へ 。 天上 市 (3 計 間 ) が 含ま れ て いま す 
フェ リー の み の 手 配 も 可能 で す 。 抽 全 (お 1 人様 ): 住 作 8.000 円 (フェ リー の み / 観 光 な し ) 6.000 円 ( 道 





























所 要 時 間 :』 時 間 怪 行 日 : 毎日 最少 代行 人 周 : 2 名 還 旋 謙 へ 
金 に 含ま れる も の : 日 本 語 ガ イド 、 市 庁 査 場 料 、 1 日 乗車 券 

料金 (お 1 人 様 ) : 月 一 土 32.000 円 祝日 42Z.000 円 
日 本 語 ガ イド と 共に 旧 市 街 の 石 中 の 小路 を 毅 委 、 ノー ベ 

ル 賞 の 晩 的 会 会 場 の 市 庁舎 へ ご 案内 


率 計 式 行事 が ある 際 は 了 予告 な し に スト ッ ツ ホル ム 市 庁 告 の 見 学 が 
で き な も し! 場 合 が ご きい ます 
















所 要 時 間 : 約 4 時 間 / 催 行 日 : 月 … 土 / 最少 慌 行 人 員 2 
名 民 釜 に 含ま れる も の : 日 本 語 ガイ ド 、1 日 乗車 姜 
料金 (お 1 人様) :36.000 円 

グスタフ スペ ベリ ・ ア ウト レッ トシ ョ ッ プ を 公共 交通 機 閉 を 利用 
し て ご 案内 。 世界 記 産 に 指定 され て いる 森 の 墓地 も 訪れ ます 。 








運行 事業 者 : 1 品 Irnmma Danmrark 貞 / 司 ヌー』 ョ Nordic Japan 


写真 理 供 : Valt Saockholm・VistEsimla。 写真 は 全 で イメージ で す 。 
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ュ ョ ペ ジ ハー ゲッ 外 


1. コ ペン ハー ゲン 市 内 観光 


毛 時間: 約 2 時 間 / 仙 生日 毎日 10:45 ほ か / 最 少 人 行人 員 :1 名 / 還 還 ee 
代金 に 含ま れる も の : 定期 鍵 光 バス 、 英 語 イ ヤ ホ ン ガ イド 1 生 旧 埋 .、 


料金 (お 1 人 様 ): 13.0 ロ 0 円 


定期 観光 バス で 人 魚の 像 、 アメ リエ ン ポ ボー 宮 殿 、 タリ スチ ャ ン ボ ポー 
宮殿 (車窓 観光 ) を 巡り 、 衛 兵 交 代 を 見 学 し ます 。 


| 2 コペン ハー ゲン 街 歩き 


| 所 要 時 間 : 約 3 時 間 / 民 行 日 毎日 "最少 催 行人 員 2 名 
民 釜 に 含ま れる も の : 日 本 語 ガ イド 、 乗 還 券 


料金 (お 1 人 様 ):35.000 円 


| て お き の ス ポッ ト を ご 案内 し ます 


3. オー デン セ 日 帰り ツア ー 











料金 (お 1 人 様 ):G5.000 円 


下地 在住 日 本 語 ガ イド が 電車 を 使っ て アン デル セー の 本 細 オ ー デ ン セ 


へ 案内 いた し まれ 


| 4. ルイ ジア ナ 現 代 美 術 館 角 光 


料金 (お 1 人 様 ) : 50.000 円 

















交通 機関 を 利用 し て ご 案内 し ます 。 
運行 事業 者 1 キー 4 Nordiic Japam 





メル リッ エー 


オズ スロ 


バ パノラマ 、 ス ペッ トラ ム 、 ム ンス オペ パテ. 
ダラ ンド セン トラ ル 。 テル ミナ ス . アス トリ 
万 ヨー ロッ ッ Y、 ミレ ニア ム 、 ブ リス トル 、 ビ 
ポル テン 、 タダ ラリ オン エアポート 、 ス カン 
ディ ッ ク タカ ガ カー デモ エン スカ ン デ ィ ッ カオ 
スズ ロジ シテ ィ 、 ラ テディ ゾン BLU エア ボー ト 、 
ハイ ロー ゼン タラ ンー ツ 


ルル ゲン 


ザン ダー ケー、 ヴィッラ テテ ルミ ナス 、 で でぶ 
ル ゲ が ン ボ ルス 、 テ ルミ ナス 、 オ ー ガ ステ ィ 
シン. ローゼン ケラ テン ツ オリ オン 、 ア ドミ 
ラル 、 ファ ー ス トマ リン 、 ネ プチ ュー ン 。 
ロイ ヤル 、 オ ルネ ン 、 スト ラン ド 、 ブリ ネト 
ル 、 ハ け ネ コン トレ ッ ト 





* ト 口 あ ゼ 


イー スハ ヴ ス 、 ポ ボー ラー、 ダ ラン ド 、 ウィ ズ 、 
エッ ジ ソン オー ロラ 、 ラ ディ ソン LU 


ホホ ニン ダス ズ オ ー ダ 


ブリ ッ ゲ ケン ホ ニ ン ヴ スポー ダケ ノー ルカ ッ プ 





キー レネ ニー 





アト ラン ティ 方 、 ス カーン ディップ アタ 、 ソ シン 、 
ウォ ーー フ ブロ ント 、 ブ リッ ゲン 、 ラ ディ 
ゾン BLU、 パ バル ケン 、 ズ カン ディ ナビ ー 





ロト テー 


ウレ ンス ヴァ ンダ 





ユニ オン 、 ガ イラ テン ザル 


写真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


現地 在住 の 日 本 語 ガ イド が , 市 内 の 観光 スポ ッ ト は も ちろ ん 、 と っ 


所 本 時 間 :6.5 時 間 催行 日: 通年 炎 曜 ご 日 / 最 少 代行 人 員 :2 名 7 
| 代金 に 含ま れる も の : 日 本 語 ガ イド 6.5 時 間 、 コ ペン ハー ゲン 
ー オ ー デ ン セ 往復 電車 運賃 、 アンデルセン 博物 館 入場 料 


所 要 時 間 : 品 時間 / 慌 行 日 : 炎 … 日 / 最 少 怪 行員: 名 / 民 釜 に 儲 計 
れ 客 も の : 日 本 語 ガイ ド 時 間 、 1 日 乗車 券 、 入 場 料 、 編 食 


人 人気 の ルイ ジア ナ 現 民 美 術 館 を 、 現地 在住 の 日 本 語 ガ イド が 人 共 




















1. ム ンク 美術 館 


ォ ュ スロ 発 


所 要 時 間 : き 時 間 / 催行 日 :4 月 月 (月 日 、 視 祭 日 を 除く )/ 最 少 民 行 人 中: 2 名 / 
代金 に 含ま れる も の : 日 本 語 ガ イド .、 1 日 乗車 券 、 入 場 料 、 ケ ー キ ・ コ ー ヒ ー 展 


料金 (お 1 人 様 ) : 2 テ 000 円 


ュ ン と ンタ 美 術 館 き を 日 本 語 ガ イド が ご 案内 いた し ます 。 ケ 一 キ 押 コ ー ヒ ー 付 埋 。 





2. グリ ュー ネル ロッ カ 地 区 デザ イン めで ぐり 


所 要 時 間 : 女 時 間 催行 日 :# 月 日 必 月 、 日 、 祝 法 日 を 除く )/ 最 少 怪 行 人 員 : 人 2 名 ア 
民 金 に 含ま れる も の : 日 本 語 ガ イド 、1 日 乗車 券 


料金 (お 1 人 様 ): 18.000 円 


雑貨 、 ア ンティー タ 、 カブ ェ な ど お 洒 落 な ショ ッ プ き を 日 本 語 ガ イド が ご 案内 いた 


し ます 。 


3. ノルウェー 初め て レク チャー 


所 要 時 間 2 時間 / 稚 行 日 : 4 月 一 月 (日 、 祝 祭日 を 除く }/ 最 少 民 行 人 人員 : 伺 名 / 


民 釜 に 含ま れる も の : 日 本 語 ガ イド 
料 釜 (お 1. 人様) : 15.000 円 


初め て で 、 アル ウェ ー 語 も 買い 物 の 仕方 も 分 か ら な いあ な た に 1! 日 本 語 ガ イド と 
一 緒 に スー パー マー ケッ ト へ 行っ て お お すすめ の お 土産 や 買い 物 の 種 読 を 伝授 い 


た し ます 。 


運行 事業 者 :1 一 3 Nardlc Japan 


利用 予定 ホテ ル 一 覧 青 (3 ツ 星 タラ ス 以 上 と な り ま す ) 






式 識 ワウ ア ンー ガ が 北 


マリ ティ ム 、 ヴ ィ ク トリ ア . パー クタ 、 ケラ 
リオ シン 、 ス クエ アア ブリ ッ ゲ ン 


フレ ト ハ イム 、 ブ ロム スゴ ブリ ュ ッ ガ 






J 1 L デ 記さ ド gr』 ーー 


ケ ヴ ィ ケ ネス 


スピ ビッ ツバ ベル ケン 





ヴォ ウル ト 、 ボ ポ ボー ラー、 デスト ハバ ハウス 
102、 ペ ベー スキ ャ ンプ 、 フ ン ケ ンー ロッ ジ 、 
ス ヴ ァ テル バール 


スウ ワウ ェ ー デ 





メド ッ ク グル ム 





マル メン 、 タラ リオン. コンチネンタル 、 
サイ ン 、 ア マラ ジテ ン 、 コ アーズ トラ テイ ゼ 
ンー、 ア ンダ レース 、 ホ テル 、 ダ ラテ ンド セ 
ント ラル 、 シェ ラ ト ン 、 ツタ ララ 、 パ バー アダ タ 、 へ 
イマ ー ケ か ケット 、 ホ ー ギ ポー、 ア ッ ト シ ッ ク タス 





my グル ガー 


プア ァ アー スト 、 タ ンー ツ - コ スタ 、 タ リエ ティン 
ペイ ィ 、 シリ アン タロ ッ カ ル ゴ ー デ シン, 巡 
に レ カリ アラ ング スー ス 、 テ ル ベ ペリー ゴー 
チー: ダー テマ ローダ 、 マ 上ル ブラ トド 





ギュ ー テ 、 セ ント タレ メ ンス 、 ソ ル ペ 
ム 、 ユ トラ ンド ハム シン. タラ リオ シン 





ロイ ヤル. 7 ニュ ー ハ ウン チボリ ロ 、 イ ン 
リア リル バレ ズ 、 ダ ラン ド 、 ファ ー ス ネスト 、 タラ 
リオ シン エ ア ポー ト 、 デ イラ ンド 、 フ ブロント 、 
スク エア ウェ バー ズ 、 ヴェ スタ ブロ 、 フ ェ 
ニッ プス 、 ス カシ ティ ッ ツ 、 ス トラ ンド 、27 


レ リ ピ ッッ シ アン 


カジ シン が 比 擬 スス アー タ 





カン ゲル ルス ス ア ー 


人 





アー ティ ッ ク 、 オー ルド キャ ンプ ヴィ ー 
ドブ ファル ツア 





ヴァ ー タ ナ プレジデンテ ィ 、 ホ り リ デー イン 
ァ テ ディー セン ター、 ヘ ルカ 、 ソ コス 、 セ ウラ 
ユ オ ネ 、 ト ル ニ ニ シモ シン ケン シン 馬 プラ ザ 日 
イヤ ル . ハブ ン カン ズ クラ ウス K、 ダ ロ ダ 
ルー ヴィ パー クタ コブ ァ ビ アー リラ ロバ パー 
ツ ダ ロ ア ー ト 、 セ ント ジョ ー ジ 


ナー シン タリ スバ 


ヴィ ラ 、 イ ル 評 ェ ス 、 婦 シメ ル 、 ス カン 
ディ ッ ク 、 ハメ ンー ブイ スト 、 上 トル ニニ 、 タン シン 
ペレ ジテ ィ ー、 ラ ッ プ ブラ ンド ホテ ル 、 コ 
スキ ブイ スト 












円 革 副 三 下 さ 


サン タタ ロー スネ ホリ デー ヴィ レッ ジ 
方 ビリ 地方 








サウ ヴォ キン サン ナ 
スパ ホテ ルカ ジノ ッ 、 ソ コス セ ウ ラフ ブフ オ ネ 





ユウ アズ キュ ラマ 


スカ ン デ ィ ッ ク 、 ア レキ サン ドラ 、 バ ビ 
2 か で デー ギリ ゴリ 





プ ァ テース ネ テ イ 品 玉 ー 上 ス テイ 
ピサ トゥ パ 、 タ ン ペ レ ホ スト ファ ミリ ー 
プン カ ハ リ ュ 、 ヤ ル ヴ ィ シュ ダン 

バル ト 三 国 





ヴィ ル 、 エ スト リア メト ロボ ポー ル 、 ヨー 
ロッ パ 、 エ ルミ ター ジュ 、 テ レダ テー ブフ 、 
シュ ルッ スレ 、 パ レス 、 シ ティ 、 タ リン タク 





アヴァ ロン ヨー ロッ パロ イヤ ル 、 オ ー 
ルド リカ パレ ス 、 オ ー ル ド タ ウ ン ホ ホテ 
ル 、 ダラ ンド - パ レス 、 ダー テン ペル ダ 
ス 、 ロ ー マ 






ァ ザ ォ テ ル 、 ネ リン 、 アジ バー トン 、 コ 
ンー ダグ レス アベ ニュ ー、 コン シン フォート 、 了 アル 
ゴ ニ ス ト 、 パッ ラマ 


ご 系 内 と ご 注意 


お 申込 赤 


際 に は 


必ず 旅行 条件 書 


(全文 ) 









画 当 バ ン フ レッ ト の コー スズ は 他 の お 客 樺 と 同一 行動 に な る 場合 が あり ます 。 
較 航空 恒 . 宿 泊 ホ テル (指定 な し の 場合 ) は 日 本 出発 前 に お 渡し す 古 最 装 旅 行 日 程 表 で お 知ら せ し ま す 。 


遼 旅行 民 基 に は . 日 程 表 に 明示 し た 食事 の の 民 釜 ・ 税 ・ サ ービス 料 が 音 まれ ます. ただし. お客 様 が 
ご 注文 され た 貢 物 代 府 造 加 笠 理 代 は お 客 欄 の ご 黄 担 と な り ま す 。 
航空 機 に つい て 

1. 吾 空港 で の 搭乗 手続 き や 乗 恋 ぎ は お 客 様 ご 自身 で 行なっ で いた だ きま す 。 司 し 、 追 加 料 人 金 に 


て で アシ スタ ント の 手配 を も 受け で き 名 場合 も あり ます 。 希望 者 は お 問合せ くだ きい 。 

- 叔 空 機 や 運送 机 関 、 革 天 等 の 都 信 に よる コラ イト 中 遅延 や 本 更 、 介 六合 へ の 振り 替え を 菜 民 な く 
き 乱 た 場合 。、 同 日 に 第 一 目的 地 ま で 到 矯 で でき な い 事 が ご ざい ます 。 こ ご 本 場合 、 そ の 可能 性 夏 出 た 
旗 階 で 現地 緊 念 連結 先 ま で 選 す ご 連結 くだ さい 。 これ は 初日 の の 宿泊 テ ル に 到着 が 遅れ る 提 。 連 
引 を 入所 る 為 の も の で す 記 、 結 果 前 に 不 泊 と な っ た 場合 で も 性 使 の の 反 仁 は ご ざい 衝 せ 吉 。 

. 記 ツ アー で は 日 程 ・ 軽 鷺 変更 ・ 払 い 戻し 下 可 航空 巻 を 使用 し て 吉 り ます 。 運送 機 問 呈 尾 利 本 通 
スケ ジュ ー 紀 変更 な ど 。 台 は これ ら に よっ で て 生じ 生 新 規 購入 上 航 空 券 費用 、 宿 泊 費 用 は お客様 本 
ご 條 担 と た なり ます の 記 所 到 ご 了承 くだ さい 。 コ ライ トス ケ ジ ュ ー ル 朴 変更 等 の 理由 に より 、 ツア デー 
日 程 を 変更 せ ぎ を 掃 な い 場合 が ご ざい ます 。 握 ご 了承 てく だ さい い 。 

. 舞 け た お ぉ お 痛 物 が 到着 し な い (ロス トバ デ ゲージ)、 痛 物 が 壊れ て いた [ダメージ ド 上 バ が 一 
航空 某社 べ の 諸手 続き は 志 客 様 ご 自身 で 行っ て いた だ 苦手 す 。 

- 的 空 機 の 隆 約 記録 は 其 立 の バス ポー ト 和 名 に て 価 成 きれ 主 す 。 一 友 字 で 如 異 つて いま す と 亡 指 
業 い た だ け ま せん 。 お 貼 私 呈 時 に 民 ず ご 自 号 の パス ポー ト を ご 確認 本 上 、 正 確 な 募 本 綴り 
で 大 申 過 邦 を お い し ます 。 も 申 迄 み 徐 パス ポート 記載 の ロー マ 〒 字 名 と ご 予約 の お お 者 前 の ス 
ル が 異な 品 事 が 例 濾 し た 場合 、 日 率 出 茎 前 で あっ で も 証 正門 出来 ず 、 吉 宴 欄 都合 に よ 呈 吉 
取消 と な 叶 場 合 も ご ざい ます の で ご 注意 くだ さい 。 

- 日 率 吾 地 か がち お 垂 編 に で 日 率 き 出 葬 き れる 方 で 。 日 率 国 内 婦 が 冥 航 、 四 息 等 の 理由 で 予定 の 国 
有線 に 乗り 継げ な い 場合 本 再 は 当社 に は ご ざい ませ 上 あ 。 蛋 し 、 お お 客 様 が ご 大 望 の 場合 、 ご ご 細 緒 
いた だ いた 上 時点 で 代替 案 を 孝 え 、 ご 提案 きせ で いた だ きま す 。 

了 . 航空 会 社 が 提供 する マイ ル サ ー ビ スネ に つい て 


デ ) 等 、 





| 画 南 空 会 社 ゆ の マイレージ 厨 録 、 入 会 在 ど は お 客 様 ご 自身 で 手続 きく だ さい 。 当 社 は 代行 致し ませ ん 。 
較 マ イル サー ビス は 航空 会 社 が 提供 する サー ビス で あり 、 当 社 は マイ ル 清 距 に 関す る 責任 も 貢い ませ ん 。 
還 マ イル 登録 手 轄 きき は チェ ッ グ ケイ ンカ ウン ター 圭 に て 各自 で お 造 ま せく だ さい い 。. 

| (当社 の ツア デー で は 原則 と し て マイ ル が つか な い 航 裕和 を ご 利用 いた だ きま す ) 


ホテ ル に つい て 


1. ホテ 上ル の チェ ッ タ イン は 通常 1 5 時 選 降 。 チェ ッ タ アウ ヴ ウト は 1 1 時 で す 。 眉 し 、 ホ テ 此 に よ 中 
因 友 各 場 合 が ご ざい ます の で 、 直 捧 お 尋ね て くだ さい 。 

2. タレ ジッ トカ ー ド の 提示 も 来 め られ 名 場合 あ り ま す が か が 、 ご れ は お 客 様 の 身分 証明 意味 と 
電話 代 - ミニ バー 民生 、 お部屋 民 軸 外 の お 客 様 本 信人 的 な 臣 用 の 支払 い を 避 証 さ 世 で い 直 堪 
て 当 す 。 タレ ジッ トカ ー ド を き 記 持ち で な い 才 客 様 に は ホテ ル 蛋 が デ ギ ジット ( 必 証 登 ) き 
要求 す 記 場合 が 硬 ま す が 、 チェッ タ ア ウト 時 に ご 利用 天 を 障 き 返 人 相 き され ます 。 な お ケレ ジッ 
トカ ー ド 刺 用 に 陸 し 。 暗 証 募 号 が 王 明 だ と 腔 け 付 け で も 与 宛 看 いい サー ス が 増え で いま す 。 日 
可 出 例 前 に 里 証 番号 を 確認 され 司 事 を お 動 め し ます 。 

3. 当 パ ニー ブレット の コー ネス は 、 ホ テル を 含む いずれ の 場所 で も ポー ター の 手配 は ご ざいません 。 志 
背 垢 の 移動 は お 客 格 ご 自身 で お 願い 下 し ます 。 

. 特に ご 指定 が な い 場 合 お 部 屋 は バス タゴ また は シャ ロワ ロー 革 と な 中 ます 。 パ ユエ タブ 装 き を 記 希 望 
の 場合 は チェ ッ タ イン の 本 に 直接 直 テ ルル へ 申し 出 く だ さい 。 恒 し ホテ ル 仙 の 孝信 で ご ご 基 望 を 
お 厩 け で き な い 場合 も や ご ざい ます 証 で 巴 同 ご 了承 開い ます 。 北 区 で は 入 深 の 理 が な い 為 、 バ 
スネ タブ 装 の お 部 屋 が 少な く 、 全 室 シ ャ ワー 中 必 の ホテ ル も ご ざい ます 。 

朝食 時 間 は ホテ ル に より り 異 な ます 。 チ ェ ッ ツイ ン の 隊 に ご 確認 くだ さい 。 早朝 チェ ッ ク タ ア ウト され 
る 場合 、 朝 食 を お 召し 上 が けり に な れれ な い 和 事 が あり まま す が 、 そ の 場合 で も 必 登 の 返 谷 は ご ざい まま 世 率 。 

曲 . 吉 宮 様 門 ご 利用 に な 与 所 吾 お 部 屋 は チェ ッ タ イン 時 に 決定 さ 和 れれ ます 。 捧 義 中 お 郭 屋 を ご 予約 され で 
いる 証 で 表 同士 の の お 部屋 を 著 望 され る 場合 は 、 チ ェ ッ ケイ ン 時 に 直接 ホテ ルル へ 所 申し 出 く だ さき し りゃ 
蛋 し 、 ホ テル 屋 の 都合 で 希望 が お 破け で きす ない 場合 も や ご ざい ます の で 予 遇 ご 了承 題 いま す 。 

了 . 午前 に 吾 部 屋 の カテ ゴリ ー や 薬 件 を 指定 し て 予約 され た 場合 を 除き 、 陣 則 と し て スタ ンー ダード 
ルー 占 選 利用 と な 和 り ます 。 

昌 、 2 者 一 宝 を ご 利用 の 場合 原則 と し で ツイ ン ル ー ム (ペッ トウ 台 1) また は ジャ ー マ ン ツイ ン ル ー ム (ベッ 
ド 1 台 で 蜜 具 ら 組 } の ご 利用 と な 中 ます 。 カップ 北 で ご 項 加 の 場合 は 、 ベ バッド が 1 問 還 プル ペット 
ル 一 占 と な こと が 和 あり ます 。 3 名 一 室 を ご 利用 中 場合 は 原則 と し て エキ ュ スト ラテ ベット また は ど 
コー ペ バッ ゥ ト を 補 売 いた し ます 。 お 部屋 が 手 末 に な る こと が 市 け ま す の 條 、 予 め デ ご 了承 くだ さい 。 

中 . 北 忠 本田 慣 起 地 球 環 へ の 配 志 に より お 寅 様 の 希望 が 志 し いい 要り 、 記 滞在 中 本 オル 酔 損 才 し な い 
テル も ご ざし いま す 。 空 換 を ご 希望 の 場合 は バス タブ に 投 季 れれ て で おく か が 床 に 置い て も て な どの 意 時 表示 
門 品 時 で す 。 表 オル 識 提 に つい て 、 吉 部 屋 に 記載 が ある 場合 も ご ざい ます 呈 で 、 ご 確認 て くだ さき し ゃ い 

1 ダル ー プ で ご 琴 吉 相場 合 お 部 屋 に よっ て 応 さ 調度 古 ど が 異な 五 場合 が ご ざい ます 。 また 、 志 相 け 
主 た を は 才 近 く 呈 お 部 屋 を ご 用 意 出来 な い 場 合 店 ご ざい ます 。 

11. 部 屋 に 日 調 物 を 開く 前 に お 部 志 の め チェ ッ カ を 下す 行っ て くだ さい 。 ド の 避 は 閉まる か 3? 清 撮 は 
され で い 天 生え 一 上 ム 本 吾 則 が 舎 貞 と 出生 直人 ? 圭 ご 確認 を 吾 いし ます 。 も し 不備 官 融 
る 場合 は レセ プシ ジョン に ご 相談 てく だ さい 。 選 絡 国 竹 . 当 圭吾 換 音 革 いた 左 き ま し て る 対 刻 いい た し か 
ね ます 呈 で 、 ご 了承 く 直 寺 も い *。 

選 . 北欧 で は 、 ほ と 貞 ど の ホテ ル は 人 馬 室 頑 栖 と な っ て お 中 ます 。 暴 林 小 一 を ご 希望 本 場合 は チェ ッ 
ケイ ン 時 に 直接 二 テ 上ル へ お 申し出 くだ さい 。 恒 し 、 嘆 手 ル 一 が 事 っ て も 。 ホ テル 側 還 都 台 で 
ご 希望 きも 愛 け 出来 な い 場合 も ご ざい ます 本 で 、 手 下 ご 了 承 く て だ きい 。 


出発 当日 ・ 空 港 で の 注意 事項 に つい て 


1. 集合 時 間 は 央 守 に て お も 康 い し ます 。 各 洗 の 選 れ の 場合 は 吾 短 五 出 素 各 場 合 も ご ざい ます が 、 理由 
を 問 も むず 0 分 軒 上 遅れ る 場合 、 ご 描 乗 手続 き が 間に合わ むず 、 ご 搭乗 いた だ け な い 場合 も ご ざい 
ます 。 ま た 密 更 下 可 の 航空 疾 を ご 利用 いた だ いて お りり ます 机 で 、 五 が 一 乗り 遅れ た 場合 は 地 四 便 
に 振り 替 エ 訪 事 が 出来 ませ 史 。 こ 本 場合 ご 旅行 を 中 止 し お 客 様 都合 に よる お 取 と さき れる か 、 新 
た に 追加 に て 剤 本 坪 空 郊 を 時 入 いた だ まき 列 便 で ご 出発 され る 直 の 選択 と な り ま す 。 
2. カー の ロス トバ ゲー ジ に 恒 ミ ー 泊 号 四 店 要 品 と る 下 重 品 は 手 育 物 と し て お 持ち くだ さい 。 


団 急 時 「 日 本 語 電話 サポ ボー ト ]」 ・ 現 地 緊 急 連 絡 先 


1. 頻 剖 時 「 日 本 語 電話 サボ ポー ト 」 で は 電話 で の ご 相 二 を 承っ て りり ま す が 、 通 話 料 は お 寄 様 の ご 
引 担 と な せり ます 。 ま た 一 夏 や 凌 難 な ど に より 書 天 な どの 申請 が 応 時 な 場合 や 、 医 療 爆 問 へ の の 搬 
選 代 釜 の 立替 を な どの 代行 華 務 、 通 訳 務 、 級 光 情 幸 の 提供 、 何 ら か の 予約 、 モ ー ニ ンダ コー ルル 
な どの カス タマ ー サ ー ビ ネ に 類 す 呈 業務 は 拓 っ て お り ま せ た 。 

2. 緊急 時 「 日 率 語 電 話 サ ボート] で は 現地 スタ ッ プ が 電話 を お 受け す ち と は 限ら ず 自 動転 送 さ れ 
日 本 の スタ ッ プ が お 破け する 場合 や 特定 時 間 帯 は お客 様 か ら 東京 オフ ィ ス へ 直 鞭 お お 電話 を 入れ 
て いた だ く 尋 と な り ま す 。 通話 料 は お 客 様 の ご 仙 担 と なり ま す 。 


燃油 サー チャ ー ジ に つい て 


欄 行 民 章 に 償 潤 サー チャ ー ジ が 人 ま れ て 吾 引手 世 志 。 吾 航空 食 桂 は 、 世 界 前 右前 空 上 談 油 価 格 の 高 用 
に 苦い 、 国 土 変 通 誕 に 油 サー チャ ー ジ 導入 呈 申 請 認可 を 破け て 、2005 年 1 月 より 同 せ サーチ ャ ー 
ジ を 放 入 いた し まし た 。 吾 前 空 食 社 は 、 こ の 事 表 に 対し まし て 岐 支 表 善 に 取引 細 上 で まい りり まし た 。 
し か し な が らち 、 航 空 蝶 油 費 高 有 隊 は 、 自助 映 力 吾 よ 詳 経営 百 力 で の 対応 の 範囲 超え 、 万 客 き ま に も 
ー 部 ご 貨 担 を お 顎 い せ ざ 滞 を 得 な いい 状況 と な りり 、 府 止 和 件 を 付け 「 起 沿 サ ー チ ャ ー ジ 」 を 証 定 いた 
し まし た 。 


忘れ 物 を お 探し する 場合 


1. ます 章 暫 と し て \6.BDO を お 支払 いい た だ きま す 。 調査 柏 は 品物 が 見 づか な が っ た 場合 で も 所 人 金 税 し ませ を 。 


3 見 つか っ た 品物 を 記 客 反 に お 届け す 呈 詰 費用 と 送料 ( 送 装 前 に 諸 経 旭 中 概算 は ご 運 紹 し ます ) 
切実 費 選 外 に 手配 手 牙 料 と し て \ 提 BOO を 申し 受け ます 。 


観光 、 オ プシ ジョ ナル ツア ー、 自 由 行動 に つい て 


1 . 天地 天 栄 坦 天 や スト ライ キ 押 の 現地 の 事情 で 失 光 や オプ ショ ナル ツア ー が 変更 や 中 止 に な る 場合 が ご ざい ます 。 
な 、 自由 fB お 7 事 科 や トラ ゴル に つき まし て 、 当 持 は 葛 再 と な り ま ます 。 


は 、 ヨー ロッ アパ で は 一 角 的 に 日 曜 ・ 視 村 日 は 商店 ・ デ パー ト は 林業 、 ま た 祝 宗 日 に よっ て は 一 郎 7 美術 是 や 捕物 門 も 
体 傍 に な る 場合 が で ざい ます 。 


現地 情報 


当 粧 に 手配 を お 攻 せ いた だ いた 名 の に 関す る ご 質問 が ご ざい まし た ら 、 ご 通 慮 な く 問い 合わ せく だ さ し い 
個 し 、 当社 が 手配 し て いな いも の に つい て の ご 覧 問 や 理 地 情報 に つき まじ て は お お 千 え 要 し か ね ます 。 


保険 ・ パ バス ポート ・ 査 証 に つい て 


. 互 が 一 に 備え て 海外 見 行 笑 害 保険 に 加入 され る 事 を お 勧め し ます 。 現地 監 悪 連結 先 で は 互 が 
ー の 場合 の ご 相 恋 を 承っ で お りり ます が 、 緊 章 の 場合 に は 。 通 訳 や 変 通 費 、 十 送 費 など 狂 害 呈 
実費 が 羽村 に な 呈 場 合 が と 抑 ど で す 。 

. パス ボー ト の 看 期間 の ご 確認 は お 客 欄 の 責任 に て お 願い 数 し ます 。 ご 部 行 に 要 な パス ポー 
ト の 理 春 期間 は 、 デン マー ケタ 、/ ルウ ェ ー は 日 本 粒 国 時 まで 有 勅 下る の 。 フ ブフ ィ ン ー ラ ンド. スウ ヴェー 
デン 、 エス ユ ト ニ ア . リト デニ ア 、 アイ ユラ ンド . ラ ト ピ ア . ギー ラン ド は 日 主 韓 国 時 3 ヶ月 因 上 。 
ロシア は 目 本 昌 国 時 旦 r 月 還 上 で す 。 航空 恒 の 乗り 堆 ぎ ル 一 ト に よっ て は 、 乗り 継ぎ 国 本 要 
理 看 期間 が 中 用 に な 包 場 合 が あり ます 。 シェ ン ザ デン 務 約 加 畔 国 開 で 乗 り 誰 い で ご 衣 行 先 へ 両 看 
ユ 場 合 は 、 量 初 に 到着 す 語 国 の 空 洛 で 入国 と な り 、 モ の 国 功 赴 則 が 適用 きれ ます 。 ご 藤 行先 の 
国 の 必 更 下 存 某 間 は 洋 た し て いて も . 日 ヶ月 を 困っ コ て い 大 場合 は パ ユ ボー ト 還 更新 を お 動 中 筆 
し ます 。 万 が 一 トラ ブ 比 が 生 し て 当社 で は 再 尾 を 員 う ご と は 出来 ませ ん 。 

:。 エス トニ アア 、 ラ トビ ア 、 リ ト ア ニア へ の 上 国 に 際 し て は 、 滴 外 誠 行 傷害 保険 の ご 加入 を 所 手 導 
季 し ます 。 基 号 記載 の 海中 誠 行 老害 保 際 細 加え 証明 書 の 提示 が だ 事由 られ る 場合 が 和 あま す 。 ど ご 
加入 が な て く 園 が 拒否 され た 場合 に つ 妊 まし て 、 当 社 は 葛 責 と な ます 。 

、 衣 証 の 用 婁 の 有無 の ご 確認 は お 客 様 の 責任 に て お 妥 い 致し ます 。 日記 国 条 本 方 は 、 昌 ヶ月 届 内 
に 0 日 の 軍 相 が 童 証 な し に 語 向 られ で いま す 。 通 去 訪 当 期間 内 に 0 日 を 語 え て ご 滞 査 の 場合 
は 吉 証 が 必要 と な り ま す が 。 そ れれ 避 中 は 、 通 常 北 数 お よび ぜ バ ルト 詰 国 の 査証 は 飛 要 り ませ 吉 。 
ロシア へ 匠 国 は 、 い 天 名 場合 も 論証 取 提 が 政 要 柴 作 と 間 り ます 。 針 国 整 四方 は 、 ご ご 誠 行 前 
に 中 ず ご 自身 に て 訪問 国吉 よび 経由 国 の 大 覗 館 に て 童 証 の 中 要 中 有 押 を ご 確認 くだ さい 。 坦 証 
が な く 入 国 が 拒 理 され た 場合 に つき まし て 、 当社 は 免責 と な 臣 ま す 。 


海 幅 危険 情報 に つい て 
中 預 軒 記 『 海 中 拒 隊 情報 ] を 発出 する 場合 記 各 りり ます 。 下 記 に て 志 害 様様 月 征 で ご 確認 中 上 、 才 申 試 大 くだ さい 。 
外 閑 誕 海 外 安 王 幅 談 セ ンタ ー ロ 3-55D1-H162 ( 全 :O け 一 17: ロ O 土日 祈 還 日 。 年末 年 帖 を 除く } 
海 幅 誠 行 保険 へ の ご 加入 の お すす 


安心 し て ご 誠 行 いた だ く 放 に 、 海 時 和 梱 険 へ の 押え を 才 す すめ し ます 。 ご 出発 当日 に 空 穫 で も 
加 和 で きま す が 、 窓口 が 誠 友 合っ て いて 申 知 有 め ない 場合 が 事 り ます 。 予 委 亡 加入 いた だ く と 衣 行 開 
始 日 に ご 自宅 を 出 た 時 か がら 祖 情 の 対生 と な 語 の で 安心 で す 。 ま た 、 ツ ウレ ジット カー ド 付 電 較 海外 必 
害 作 際 の 不足 分 ( 祖 憶 才 や 振 岳 電 亡 な ど ) に 重点 を お いた 保険 プラ ンー も ご ざい ます 。 


等 旅行 保険 の 中 込み に は 財 科 責任 の み の 加 入 は で きま せん 。 革 本 現 維 も あわ せ て 申 込み くだ さい 。[ 

















@ オプ ショ ナル は 記載 の 運行 事業 者 が 実施 し ます 。 軍 行事 業者 は 所 在 す る 国 また は 地域 
の 法 に 準拠 し て 実施 する も の で あり 、 日 本 の 旅行 会 社 の 旅行 条件 は 適用 され ませ ん 。 オ 
プシ ョ ナル 契約 は お 客 様 に 予約 完了 と な っ た を 通知 し た と き に 成立 し ます 。 

介 オプ ショ ナル 参加 中 の 事 部 に 備え 日 本 ご 出発 前 に 海外 旅行 作 害 保険 ( 虹 代 責任 付き ) に 
加 電 され る ご と を 所 すす め いた し ます 。 

只 素 示 笠 金 は 特に 記載 の な い 限 り 、 大 人 お 1 人 株 の 料金 と な り ま す 。 ま た 特に 記載 が な い 
場合 、 子 供 料 金 は 大 上 料金 と 同額 で す 。 

動 オ ゴ ショ ナオ 麗 茎 芋 地 と ホテ エル 間 配車 に よ 呈 送迎 は 原則 的 に 必 怠 に 偶 ま 所 で そい ます 、 
徒歩 に て お お客 様 ご 自身 で 移動 し て いた だ く 坦 合 も ご ざい ます 。 

寺 オプ ショ ナル は 一度 に 催行 出来 る 数 が 限ら れ て いる 更 、 ご 予約 いた だ いて も ご 項 望 に 湊 え な い 
場合 や 予約 落日 に も が 刻 軍 と な 避 場 合志 馴 り ます 。 主 た 、 日 本 申 半 中 オプ ショ ナル の 場合 に て 
回 答 は 日 本 ご 出発 の 間 共 また は 現地 到 半 後 に な る 場合 が あり ます の で 也 め ご 了承 くだ さい 。 


、 荒天 、 そ の 他 の 現地 事情 な ど に 


重 最少 悦 行 人 遇 に 週 た な い 場 合 補 定 邊 オー バー の 場合 


より 逢 行 申 止 と な る 場合 が あり ます 。 
恒 日 本 払い の 場合 は 日 本 円 で 、 現 地 払 い の の 場合 は 現地 遂 四 で お 支払 いい た だ きま す 。 


草 他 の お 才 様 と ご 一 緒 に な る 場合 が あり ます 。 ま た ガイ ド 付 オプ ショ ナル は 記載 が な い 限 
原則 と し て 、 其 語 で の ご 案内 と な り ま す 。 

生 オプ ショ ナル の 所 可 時 間 吉 よ ぜ 出 例 也 定時 間 は 天候 や 現地 の 交通 事情 等 に より 変更 に な 
る 場合 が あり ます 。 

各 料金 や 内 容 は .2020 年 2 月 24 日 現在 ゆめ も の と な り 、 予 告 すく 変更 に な る 場合 が あり ます 。 


胃 オプ ショ ナル の 取消 料 に つい て 


日 本 申込 み 目 本 払い & 日 本 申込 み 現 電 払 い の オ プシ ョ ナル に お 込み 後 の 取消 料 (変更 科 も 策 )。 
実施 日 の 前 日 か ら 起算 し て 21 日 前 以降 『 1009% 


現地 中 込 み 現地 払い の オプ ショ ナル に お 申込み 後に 取り 消し の 場合 の 取 清 料 ( 秋 更 村 も 同額)。 
現地 連行 会 社 の 規定 に より ます 。 現地 に て お 申込 み 時 に ご 確認 くだ さい 。 








写真 は 全て で イメー ジ で す 。 


前 泊 ホ テル 件 2< を su お 申し 込み か ら 出 発 ま で 








一 成田 エア ボー トレ スト ハウ ス 


ee 
ィ 500 円 | 8.800 円 
(お 1 人 返 ) (1 上 様 
| 
{お 1 吉村 
渡航 手続 き 


咽 軸 較 旨 ) 半 条 信 用 の ご 宿泊 は お 問合せ くだ さい 海外 渡航 に は 旅券 パスポート) が 必要 で す 。 お 持ち で な い 方 や 期限 切れ の 方 は お 早め に 申請 手続 
成田 空港 才 地 内 に ある 唯一 の ホテ ル 。 空港 か ら 徒 歩合 、 無 を 行っ て くだ さい 。 申請 か ら 受 領 ま で 約 2 週間 か か り ま す 。 訪 問 国 に より 必要 残存 期間 が 異な り 
立 選 迎 , ャ ユ も ご ざい ます, (3 こい 昌 / ロ は 料 党 が 異な り ま す ) ます の で 、 お 持ち の 旅 姜 が 有効 か どう か の ご 確認 を ご 自身 に て よし ぐ 志願 いい いた し ます 。 本 ツ 


アー に ご 地 加 の 場合 、 旅 大 し パスポート) の 必要 環 存 期間 は . 入 国 時 3 ヶ月 + 滞 在 日 数 が 必要 で す 。 
窪 ま テル 民 登 は 恋 更 に な る 可能 性 が ご ざい ます 。 あら か じ 和 め 選 了承 くだ き Mts ※ 日 本 国籍 の 場合 、 査証 (ビザ )} は 不可 で す 。 


日 本 国籍 で な い お 客 様 は 自国 の 容 事 全 ・ 其 航 先 国 只 の 償 事 館 ・ 人 人 国 管理 事務 所 、 ま た は 当社 に お 問い 合わ せく だ きい 


お 申し 込み 
お 電話 (3-3456-3933) また は E メ ー ル (rsv 加 nordic.cn.jp) で 、 ツ アー の 残 席 状 況 を ご 確認 くだ さい 。 
所 定 の 申込 書 に 必要 事項 を ご 記入 の 上 、 申 込 金 を ご 入金 頂き まし た ら 、 正 式 な お 申込 み と な り ま す 。 
※※ ご 出発 8 日 前 を 過ぎ で て から の お 申 入 要 は 、 コー ス に より お 受け で き な い こと も ご ざい ます 。 また 、 パン コレ ッ ト 記 載 


の 亡 旅 行 代金 で は お 取 失 い で き な い 場合 も あけ 、 航空 天 や 環 地 手配 等 四 秋 導 し 代 信 を 博 載 す る こと も ご ざい ます の で 、 
ご 了承 の うえ お 申 拓 厨 くだ きい ませ 。 詳 しく は お 申 誠二 時 に お 問合せ 下 き しぃ 





他 に も 多彩 な 
ツア ー が 満載 ! 
お 所 軽 に 問い 公 わ せく だ さい い 。 


旅行 代金 の お 支払 い 
ご 予約 後 、 予 約 確認 書 と 請求 書 を お 送り し ます 。 内 容 を ご 確認 の 上 、 期 日 まで に 残金 の お 支払 い を 
お 願い し ます 。 
弾 ご ご 具 行 民 合 の 村 金 に つき まし て は ダレ ジッ トカ ー ド (VISA また は MASTERI の ) 1 回 払い で お 手続 き が 可能 で す 。 





最終 出発 案内 
ご 出発 の 交 1 週間 前 ( 選 く と も 前 日 まで ) に 、 最 終 出 発案 内 書類 一 式 を お 送り し ます 。 
※ パ ン フ レッ ト 記 載 の 日程 は 変更 と な る 場合 が あり ます 。 旅行 出発 前 に お 注 し する 最終 旅行 日 程 表 で ご 確認 くだ さい 。 






は WE HU 
号 ト ご JR se 手 ご E 邊 





ご 出発 
最終 出発 案内 に 記載 され た 時 間 ・ 場 所 に ご 集合 くだ さい 。 あ な た だ け の 旅 へ ご 出発 で す 。 


ご 旅行 柔 件 (要約 ) 





事 申 し 入 屯 大 に は 、 記 ず 謎 行 務 件 書 (合議 ) を 所 野 け 取 りお 大 みく だ さも いい 。 玩 中 入会 弄 放 行革 件 ・ 旅行 革 交 の 基礎 : ご 中 随 行 基 件 は 2O2O 年 2 月 24 日 を 基 
重 東 信 型 生 画 了 行 : この ご 彰 行 は 、( 線 ) コ ィ ー コ ー ボ ポレ ーション (東京 者 儲 と し て で い ます 。 ご この 座 行 代 壮 は 2020 年 月 24 日 現在 有 有 凍 な も 中 
港 区 草 呈 -13-18 いち ご 三田 ビル F 証 寺 庁 遇 官 息 鍵 誠 行 炎 靖 13 紹 号 。 上 雪代 (お 1 本) と し て 司 示 され で い 名 運賃 ・ 赴 周 ま た は 、202 ロ 年 月 2 日 現在 
民 下 ,「 毎 社 ] と いい ます 。) が 募 集 す る 部 行 で まあ 申 、 こ の 療 行 に 基 加 き 旅行 会 査 紀 ) 万 円 届 上 10 万 円 選 上 衣 行 代 全 まで 可 車 請 中 の 押 空 連 賃 ・ 通 用 志 本 を 革 洛 と し て 交 出 し て いま す 。 
れ 衝 お お客様 は 党 社 と 募集 型 企 画 旅行 環 約 (E! 下 『 誠 朽 製 約 ] と いい ます 。) OR 009GL 00>V7 | お 
を 締結 する こと に な けり ま す 。 旅行 件 は 、 下記 に よる ほか 、 唱 お 距 し 線 行 代 を が 3 頂 現 庄 90. 四 球 帆 | 5 万 由 誠 上 放 行 代 導 まで [ | に 旅行 開始 する 扶 生 2 ] 
する 導入 ( 多 )、 出 先負 に お 壮 し する 最 導 行 日系 と 称す る 生生 PE 3 万 次 上 導 行 作例 まで | EE 1 
貴 定 書面 生 YF 当 社 旅行 征 新 球 募 集 型 下 画 衣 行 苗 約 の 格 に より ます 。 きか 1 ぼっ て 日 日 に あたる 日 ( 万 円 を 上 了 ) 
動 お 軸 し 迄 必 五 法 と 抽 約 画 成 立 時 間 : 濡 社 所 定 の 申 迄 書 に 二 記 配車 品 樺 筑 座 行 尾 半 本 お 二 拓 いい : 療 行 必 人 査 は 施行 開 帖 日 の 前 日 か らき か の ば ュ コ PE 
は ここ ニード = A 旅行 陸 始 日 の 前 日 か ら 起 舞 し て 
を 当 え て お 畔 し 込み く だ きい 中 込ま は 旅行 代 李 の お 去 払 い の 了 差し で 品 + 卓 目 に ak (お 申し 迄 避 が 韻 要 本 場合 は 持 社 が 拓 さき みほ ぼ っ て 日 目 に あたる 日 六 行 信 本 の 0 
引 せ て で いた だ 告 ま す 。 二話 。 外 画 、 FAX そ の 届 通 選手 中 で 吾 申 も 迄 定 す 呈 期日 まで に # 吉 寺 誠 いく だ さき しい 遇 陸 … は 日 目 に あ た 呈 日 まぜ 
直 の 場合 、 当 社 が 巴 約 の 承諾 本 折 を 男 し た 日 中 終日 ずら 起算 し て き 筐 取 洲 相 : 施行 本 約 臣 立 梓 。 お 客 様相 者 台 で 抹 約 を 解 辞 きれ る と き は 、 丹下 の 販 株間 明日 の 3 日 前 
日 慰 内 に 四 迄 午 軸 提出 と 申 后 査 の の 去 拓 いき し で いた だ きま す 。 旅 和 製 滞 科 を 申し 受け ます 。 表 で いう 「 打 委 映 足 史 日 ] と は お お客様 当社 功 還 日 ・ (前 日 一環 日 年 人 | 
約 は . 当社 が 握 約 の 拓 諾 を し 。 申 入 全 を 受 条 し た と き に 成立 いた し ます 。 秋生 時 間 内 に 解除 す る 旨 を お 申し 出 いた だ いた 時 を 基準 と し ます 。 [お せ と せ 粗 ) 誠 間 店 紙 ま た は 無 連結 下 基 加 





より 宴 心 し て ご 上 行 いた だ く た 不 に も 、 ご 療 行 中 の 病気 や 事 胡 、 剖 難 な ど に 備え て 、 海 針 旅 行 揚 害 保 険 に 選 ず ご 加 大 きれ 語 こ と き を お すす めし ます 。 


お 申し 込み ・ お 問い 合わ せ 


の 北欧 旅行 フィ ン ツ アー ! 
行 の アー ググ プ ケ ^ パン フレ ッ ト 以 外 の コー ス も 多数 掲載 
ー 03-3456-3933 パソ コン で 検索 携 吾 ・ ス マー ドコ オン 


Fax 03-3456-3922 E-mail rsv@nordic.Co.jD 

営業 日 : 画 月 一 金 930…1B:DO ーーnrYm 

本 RC 

剖 土 世 相 談 会 も ご ざい ます の で お 問い 合わ せく だ さい しい 。 

衣 行 企画 実施 観光 庁 長 官 登 録 施 行 業 第 1394 号 こ 2。 本 

株 式 会 社 フィ ンコ ー ボ ポレ ーション 旅行 説明 会 の 情報 は 、 北 欧 旅 行 フ ィ ン ツ アー ホー ムペ ー ジ で ! 
【 ツ イッ ター]】 https://twitter_cnrm/finntaur/ 





httnB//WwwW.rOrdic.Cn.jp 





〒10B-DO14 東京 都 洪 区 芝 5.13-18 いち ご 三 陣 ビル 9F [ 
ho = 総合 旅行 革 務 取扱 管理 者 村 較 意 治 [フェイ ス ブ ッ ク ] httpa://Www.faCcebonk.com/firintaur/ 


[イン スタ クラ ム 】 https://www.instagram.Cnrr/finnt ロ ur/ 


【 の PT (人 REm3 


能生 量 林 了 抜 管理 者 と は 、 お 客 様 味 行 を 取扱 コ 営 世 で の 取引 の 責任 者 で す 。 こ 中 旅行 の 胡 移 に 関し . 
租 当 者 がら の の 謗 明 に ど 寺 明 六 点 が 吉 り まし た ら 、 ど 通 虜 な てく 上記 の 譲 行 業 駐 取 投 管 理 者 に ご 質問 て くだ さい 。 


ポン ド 避 証 会 員 と は ボン ド 避 証 制度 に 加入 し て い 和 名 歳 行 会 社 。 郊 行 最 協会 の 左 済 華 机 避 証 例 に プラ スレ し 
て で ポンド 保証 金 が 譜 行者 へ 保証 まれ ます 。 





